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この報告書 は、 日本 自転車振興会か らの競輪収益の一部

である機械工業振 興資金の補助を受けて平成元年度に実施

した 「情報 処理の応用に関する調査研究」の成果 を とりま

とめた ものであ ります。
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近年、 情報 化社 会の進 展 は、地域 にお け る情報 の格差 是正の機運 を促 し、各所 にお い て

情 報基盤 の 整備、情 報利 用の 高度化 が促 進 されつつ あ る。

財団 法人 日本情 報処理 開発 協会 は、昭 和54年 度 か ら昭和58年 度 の5カ 年 にわ た り、

地 域 情報拠 点の育成 事業 を実 施 し、地域 デ ータの整備、 ク リア リング機 能の 形成ざ デ ー タ

交 換利 用を 中心 に地域情 報化 の基 盤整備 を推進 して きた。ま た、 昭和59年 度 か ら昭和6

1年 度 の3カ 年 にか けて、地 域 内オ ンライ ン ・ネ ッ トワー クによ る情 報流 通 システ ムに関

す る調査研 究事 業を実 施 し、地 域活性 化 と情報 の有効利 用を 目的に、 地域 内の情 報流 通 シ

ス テムの ビ ジ ョン作成 を行 った。

この間、 情報 処理 技術、 通信 技術 の発達 は著 し く、 デ ータベース の構築 や サ ービス化 の

進展 、デ ー タ通 信技術 の向 上、 ニ ューメデ ィアに代表 され る手段の 多様 化、法 制度問 題の

審議 等、情 報利 用促 進のた めの 諸条 件は整 いつつあ る。 また、地域 にお いて も、産業 、生

活 な ど社 会の あ らゆ る分野 で情 報化 が急速 に進 展 して きて い る。 しか しなが ら、情 報化 を

地域 の ニー ズと して と らえ た場 合、 多種多様 な地域 の情報を 組み合せ て利 用す る等 の面 で

は必 ず しも充分 な状 況 とは言え ない こ とも事 実であ る。

こ う した状況 を踏 まえ、 当 協会で は昭和62年 度 か ら3カ 年計画 で、 地域 の実態 に即 し

たか た ちで ニーズ に対応 した情 報利 用の高 度化を図 ることを目的 と した 調査 研究事 業を 実

施 して きた。

本 報告 書 は、 事業 の最終 年度 にあた る平成 元年度 に当協 会が財団 法人 フ デイ ンセ ラ ミッ

クスセ ンタ ー及び株 式会社 メイテ ック に委 託 して実 施 した 「オ ン ライ ンデ ータ ベースの 統

合検 索 技術 に関す る調査研 究 ～ フ ァイ ンセ ラ ミックス関 連情報 を モデ ルケ ース と して

～ 」 につ いて、 その 内容 を ま とめ た もの であ る。

最 後 に、本 調査研 究 にあた って、 御指導 、御協力 をい ただいた委 員を は じめ、関 係各 位

に対 し、 深 く感 謝の 意を表 す る次第 で ある。

平成2年3月



オンラインデータベース統合検索技術調査委員会 委員名簿

(順 不 同 ・敬 称略)

委員長 本告光男

委員

恥 愛知工業大学 工学部 経営工学科 教授

秋山 仁 ⑭ 日本 テ クノマ ー ト ・名古 屋支 部 事 務局長.

伊藤 操 、中部経済連合会 技術部 次長

井上博進 働愛知県中小企業振興公社 愛知県産業情報センター 所長

岩田賢治 ㈱日本科学技術情報セ ンター 名古屋支所長

大美俊幸 冊 ㈲情報技術研究所 所長

近藤一郎WG日 本電信電話㈱ 東海営業本部 第一開発部門 第四開発課長

広木守雄 ㈱中日新聞社 情報 システム研究所長

・藤井凡雑 用河合塾学園 理事

横山孝雄(.旧)⑭ 中部科学技術センター 事業主幹

青木 登(新)00中 部科学技術センター 事業主幹

赤尾嘉治(旧)⑭ 日本情報処理開発協会 企画室 調査役

植松 諒(新)働 日本情報処理開発協会 企画室 企画課長

後藤 力(旧)中 部通商産業局 総務課企画部 情報管理室長

林 正弘(新)中 部通商産業局 総務課企画部 情報管理室長

鈴木秀和 中部通商産業局 総務課企画部 情報管理室 室長補佐 ・

長谷川貴弘SCG中 部通商産業局 総務課企画部 情報管理室

出村嘉朗 屑6中 部通商産業局 総務課企画部 情報管理室

鮒谷清司 冊 頓カファインセラミックスセンター 理事待遇

小菅数行WGO動 ファイ ンセラミックスセンター 企画調査室長

服部信司"6㈱ メイテ ック 営業企画部

山中辰夫(旧)"㈱ メイテック システム事業部

技術部 情報通信 システム室

馬淵康芳(新 》"6㈱ メイテック システム事業部

技術部 情報通信 システム室長

(注}NGは 、 ワー キ ング グル ープの メ ンバ ーを示 す.

ワ ー キ ンググループ の主査 は本 告委員 長で あ る。



目 次

1.調 査 研 究の 概 要

-

り
6

3

」
4

1

1

1

1

目的

調査方針

実施経過

推進体制

1

1

n
乙

C
U

2.実 験 システ ムの概 要

2.1

2.2

2.3

統合検索 システムの概念

実験 システムの詳細設計

実験 システムの開発経過

2.4実 験 シ ス テ ム の 構 成

2.5

3.実 験 シ ス テ ム の 評 価

3

う
0

3

り
δ

-

り
6

り
0

刀
佳

実験 シス テムの検 索 内容

評価の考え方

評価の方法

現 在の オ ンライ ンデ ー タベー スと実験 システ ムとの操 作手順比 較 …

8

9

11

16

18

4

仁
」

評価結果

デ ー タベ ース利用 支援 の動 向

ま とめ

22

22

22

35

42

45

資 料1.

資 料2.

フ ァ イ ンセ ラ ミックスデ ー タベ ース統 合検索 システ ム

(実 験 システ ム)の 説 明 書

フ ァイ ンセ ラ ミックスデ ー タベース統 合検索 システ ム

(実 験 システ ム)に 関す る ア ンケー ト調査結 果

「デ ータ ベー ス統 合 検索 の必要性 につ いて 」の講 演 要 旨

50

資 料3.

資 料4.

107

デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン の 内 容

116

126





1.調 査 研 究 の 概 要

1.1目 的

近年 の情 報処 理技術 、通 信技 術の 飛躍的発 達は、産業 ・生活 な ど社会 の あ らゆ る側 面で

情報 化の急速 な 進展 を促 してい る。 この よ うな状況 の中でデ ー タベ ース、特 にオ ンライ ン

デ ータベ ース サ ービスの 重要性 に対 す る認 識が高 ま ってい る。

現 在、 わが国 に は数多 くのデ ータベ ースがサ ービス されて い るが、 これ らのデ ー タベ ー

スの 多 くは中央 集約 的 に構築 され てお り、汎用的 なメ リッ トを持 って い るが、地 域 と して

利用 す る場合 や、地 域 に係わ り合 いの深 い産業、行 政の情 報 にな ると必ず しも満 足で き る

もので はない。.六

一方
、 名古 屋地 域 は首都圏 、 近畿圏 に並ぶ全国 有数の 工業集 積地 で あ りな が ら、首 都圏

に比較 してデ ー タベ ースの利 用 は一般 に低い と言われて い る。

今後 、当地 域 が新た な発展 を 図 って行 くため には、特 に研究 開発 機能 の強 化が必 要 と さ

れてお り、 また 、当地 域 にお け る情 報ニ ーズは、生産設 備 ・技術開 発 ・部品 材料等 の技 術

情報、 特許情 報 等 に関 す る もの が多 く、関連す るデ ータベ ースを利 用 す る意 向 も非 常 に高

い もの とな って い る。

こう した 中、 現在 のオツ ライ ンデ 一 夕ペース は、必 要な情 報が 複数 のデ ー タベー スに分

散 していた り、 検索 方法や キ ー ワー ドにも違いが あるな ど必 要 な情報 を効 率よ く取 り出す

点で問 題が あ り、デ ー タベ ースの利 用を阻 害 して いる と考え られ、 オ ン ライ ンデ ー タベ ー

スサー ビスの有 効利 用及 びそ の利用 に対す る支援 は欠かす こ とので きな い課題 であ る とい

え る。

このた め、本 事業 は地 域 に分 散 して存 在 して いるデ ータベ ース群 を利 用者か らみ た場 合

あたか も一 つ の 巨大なデ ー タベ ー ス(本 報告書 では、 これを 「統合検 索 システ ム」 と表 現)

と して と らえ 、地 域特 性を踏 ま えた統 一的 な操 作法、検 索手法 等 によ り利用 で きる システ

ムにつ いて調 査研 究を行 う もの であ る。

1。2調 査方 針

本調 査研 究で は、統 合検 索 シス テムを オ ンラインデ ータ ベー スサ ー ビス とそ の利用 者の

中間 に位置す るソ フ トウエア と して と らえ た。 デ ータベー スを構築 す る際 には、 各デ ー タ

ベ ース ごとに、 そのデ ータの特 性 にあ った形 で整備 したほ うが都 合が よい ことは当然 の こ

とであ るが 、今 後 も多 くの デ ー タベー スが 整備 され 、オ ン ライ ンで サ ービス されて い くで

あ ろ うと予 想 され る中で、 複数 の デー タベースを利用 しよ うとす る点 で は検索 面で 大 きな

問題が あ る。 この問 題を解 決す るための一 手段 と して考え た ものが統 合検 索 シス テムで あ

る。統 合検 索 シス テム とは、利 用 者側か ら見た場 合、一種類 の コマ ン ド、 キー ワー ド(シ

ソー ラス)、 通 信手順 で、 複 数の デ ータベ ース群 を、あた か も一つ の 巨大 なデ ータベ ース

と して利用 で き るよ うにす る システ ムであ る。
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本調 査研究 は、 こう した統 合検 索 システ ムの考 え方を具体 的 に実証 しう る もの と して、

当地域 で関心 の高い フ ァイ ンセ ラ ミックス関連情 報をモデ ルケ ース と した実験 シス テム

「フ ァイ ンセ ラ ミックスデ ータベ ース統合 検索 シス テム」を開 発 し評価 を行 うこ とと した。

実験 システ ムで対 象 とす るデ ータベ ース は、 財団法人 フ ァイ ンセ ラ ミッ クス セ ンターの

「フ ァイ ンセ ラ ミックスデ ータ ベース(以 下FCDBと い う)」 の ほか、 「JOIS」 、

「ACE中 日」、 「PATOLIS」 の4つ のデ ータベ ース と し、以 下の3つ の検 索パ タ

ー ンを実 現す る ことと した 。

①複 数のデ ータ ベースを 並列 的 にメ ニュ ー方 式によ り検 索す るパ ター ン

②FCDBの 検 索結 果 を用 いてPATOLISを メ ニ ュー方式 によ り検 索す るパ タ ー ン

③ 各デ ータベ ースを統 一 された検 索方 法 で個別 に検 索す るパ タ ー ン

統 合検索 システムに よ る統 一 された 操作 性の提 供は、利用 者 に対す るオ ンライ ンデ ータ

ベース サー ビス利 用支援 の 一つの 在 り方を 示す ものであ り、 また、実 験 システ ムによ る具

体 的 な利用支 援の提示 は、 当地域 にお けるオ ンラインデ ー タベー スサ ー ビスの利 用を よ り

一 層推 進す る ことにな ると考 え られ る。

図1-1に 統 合検索 シス テムの概 念図 、図1-2に 実 験 シス テムの 概念 図 を示す。

1.3実 施 経過

昭和62年 度 は、実 態調 査 と して 「オ ンライ ンデ ータベ ースサ ー ビス利用 支 援 に関す る

ニ ーズ調査 」、 「オ ンライ ンデー タベ ース サー ビスに関す る調査 」及 び 「オ ンライ ンデ ー

タベース サー ビス利 用支 援の 動向 調査」 を行 うとと もに統合 検索 システ ムの 「概 念設計 」

を行 った。

昭 和63年 度 は 「オ ン ライ ンデ ー タベ ース サー ビス利用 支援 の動 向調 査 」を前 年 に引 き

続 き行 うとともに、 「統 合 検索 シス テム 」につ いて、 よ り具体 的 に調査 研究 を 進め るた め、

当地域 で関心 の高い フ ァイ ンセ ラ ミックス に関す る情報 に的 を絞 り、 対象 とす るデ ー タベ

ース、 機能 の実態調 査及 び昭 和62年 度 に実 施 した概念 設計 に基 づ いて実 験 システ ム 「フ

ァイ ンセ ラ ミックスデ ー タベー ス統 合検 索 シス テム」の詳細 設計 を行 った。

平 成元年 度は、 「複数 デ ータ ベー ス検 索利 用技術 の動向調 査 」を 行 う とと もに、昭和6

3年 度 に取 りま とめた実 験 シス テム 「フ ァイ ンセ ラ ミックスデ ー タベ ース統 合検 索 シス テ

ム」の詳 細設計 を もとに実 験 システ ムを開 発 し、 「フ ァイ ンセ ラ ミック スデ ータベ ース統

合検索 シス テム(実 験 システ ム)」 のデ モ ンス トレー ショ ン及び 「フ ァイ ンセ ラ ミックス

デ ータベー ス統 合検 索 シス テム(実 験 シス テム)に 関す る調 査」 を実 施 した。 ま た、実 験

システムの 調査結果 等を 踏 まえ、実 験 シス テムの評 価を行 い、名 古 屋地 域 にお け るオ ンラ

イ ンデ ータベ ース利 用 に対す る支 援の あ り方の検 討を行 った。 平成 元年 度の 実施 経過 の概

略 は次の とお りであ る。

(1)本 委 員 会の開 催

第1回 平成 元年6月15日

調 査 研究 事業 の実 施計 画の検 討及び実 験 シス テ ム(案)の 検 討
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図1-1統 合 検索 システムの概念 図
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図1-2
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第2回 平 成元 年12月13日

実 験 シス テムのデ モ ンス トレーシ ョン及 び評価

第3回 平 成2年3月1日

調査研 究成 果の 報告及 び報告書(案)の 検討

(2)ワ ー キ ンググル ープの 開催

第1回

第2回

平成 元年9月7日

実験 シス テムの準 捗状況 の報告及 び開発 にお け る問題 点解 決の デ ィ

スカ ッ シ ョン

平 成元年10月18日

実 験 シス テムの進 捗状 況の報告及び開発 済み 部分の デ モ ンス トレー

ショ ン

(3)フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シ ス テ ム)の デ モ ン

ス ト レ ー シ ョ ン

内 容

対 象

実施時期

実施場所

実験 シス テムの3つ の検索パ ター ンのデ モ ンス トレー シ ョン

① 複 数の デ ータベー スを並列的 に メニ ュー方式 に よ り検索 す る

パ ター ン

②FCDBの 検 索結果 を用 いてPATOLISを メ ニ ュー方 式

によ り検索す るパ ター ン

③各 デ ー タベースを統 一 された検索 方法 で個別 に検 索 す るパ タ

ー ン

デ ータ ベー ス利 用 に関 心の高い と思 われ る一般 の人 々

平成 元年12月13日

財 団 法人 フ ァイ ンセ ラ ミックス セ ンター

(4)フ ァ イ ンセ ラ ミックス デ ータベ ース統 合検索 システ ム(実 験 シス テ ム)に 関 す る

調査

調査方法

調査対象

調査項目

実施時期

実施方法

実 験 シス テムのデ モ ンス トレー ションを行 い、 ア ンケー ト方式 の

調 査

本 委員 会委 員及 びデ ータベース利用 に関心の 高 い と思 わ れ る一 般

の 人 々(約70名 余)

実 験 システムの各 機能 の有効性、付 加す る機能、 オ ン ライ ンデ ー

タ ベー スサ ービス利用 上の問題点 など

平成 元年12月13日

ア ンケ ー ト調 査票の 作成、回収、 回収結果 の集 計及 び 、分析 は財

団法 人 フ ァイ ンセ ラ ミックスセ ンタ ーが行 った 。 また 、デ モ ンス

トレー シ ョン及び ア ンケ ー ト調査 の配 布につ いて は、 「東海 北陸

デ ー タベ ース懇話 会」の協力を 得て実施 した。

(5)フ ァ イ ンセ ラ ミックスデ ータベ ース統合検索 システ ム(実 験 システ ム)の 開発

開 発時期 平 成元 年6月 ～平成 元年12月
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(6)そ の 他

複数 のデ ー タベ ース検索の 利用支援 に関 す る動 向を調 査す るため、 ヒア リン

グ、 資料収集 な どを行 った。

図1-3に 名 古屋地 域 にお けるオ ンライ ンデ ータベー ス利 用 の高度 化 に関 す る調 査研 究

フローを示 す。

1.4推 進 体 制

調査研究の基本方針、実施計画等を検討するため、学識経験者、情報提供者、情報利用

者及び中部通商産業局等か らなる 「オンラインデータベース統合検索技術調査委員会」

(以下単に委員会と略す)を 設置 した。また、詳細 な調査、検討や概念設計を行 うため、

委員会の下部組織として、委員長を主査とするワーキンググループを設置 した。

組織略図

オ ン ライ ンデ ータ ベース

統 合検 索技 術調 査委 員会

オ ンライ ンデ ータベ ース

統 合検索 技術調 査委員 会

ワーキ ング グルー プ

人

人

1

81

長

員

員委

.
委

構 成 主 査1人

メン炉8人
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昭
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調
査

研
究

平
成
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度

調
査
研

究

図1-3 名 古 屋地 域 にお ける オ ンライ ンデ ー タベ ース利用 の

高 度化 に関 す る調 査研究 フロー

オンラインデータく一スサー甑 利 用

支 援 に 関 す る ニーズ調 査

オンラインデ一夕ペ一対 －eス

に 関 す る 調 査

オンラインデータX－スサーピス 利 用

支 援 の 動 向 調 査

111

ア ン ケ ー ト 資料収 集、 ヒア リング 資料 収集 、 ヒア リング

1 1
1

1

仮想デ ー タベ ース概念 設計

対 象デ ータベ ース、機 能、 内

容 等の 検討

オンラインデータベースサービス 利 用

,支 援 の 動 向 調 査

1 1.

資料 収 集、 ヒア リング 資料 収集、 ヒア リング

1

フ ァイ ンセ ラ ミックスデ ータ

ベ ース統 合検索 システム(実

験 システ ム)の 詳細 設計

・

フ7インセラミ,クスデータベ
ース統 合 検 索 システム

(実 験 システム)に

関 す る 調 査

フ ァイ ンセ ラミック

スデ ータベ ース統合

検索 シス テム(実 験

システム)の 開 発

複 数データベース検 索

利用 技術 の動 向調査

1

資料 収集 、 ヒア リング
1

デモンストレーション、

ア ン ケ ー ト

1

実験結果の検討

1

名古 屋地 域 にお ける

オ ン ライ ンデ ータベ ース利用 に対す る支援 のあ り方

(実 験 シス テ ムの 応用 、拡充 、具体的 な活用 方策等)
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2.実 験 シ ス テ ム の 概 要

平成 元年 度 は、 昭和62年 度 に行 った統 合検索 システ ムの概念 設計及 び、昭和63年 度

に行 った詳 細設 計に基 づ き、 フ ァイ ンセ ラ ミックスデ 一夕ペ 」ス統合検 索 システム(実 験

システ ム)の 開 発を行 った。以 下 に統合検 索 システ ムの概 念及 び開発 した実験 システ ムの

概要 を述べ る。 なお 、そ の詳細 は 「資料1フ ァイ ンセ ラ ミックスデ ー タベ ース統合検 索

システ ム(実 験 システ ム)の 説明書 」を 参照 され たい。

2.1統 合 検索 システ ムの概 念

あ る事 柄 につ い てデ ー タベー スか ら情 報を得 よ うとす る場 合に は、その特 性、特 許、 各

種学 術論 文、新 聞記 事 な ど様 々 な分野 の情報を 漏れ な く収集 し、組 み合 わせ ることによ り、

一層 価値 の あ る情 報が得 られ るこ とにな る
。

統 合検 索 シス テム は、 分 散 して個別 に存在す るオ ンライ ンデ ータベ ースベ ースの1群 を'

利 用者 か ら見た場 合 に、 あたか も一つ の巨大 なデ ータベ ース と して と らえ、統一 的な操 作

方 法で利 用 しよ うとす る もので あ る。 次に、概 略的 に統 合検 索 シス テム と現状 のオ ンライ

ンデ ータベ ース によ る利 用 を比 較 し、 統合検索 システムの利 用 イメ ージを提示 してみ た い。

現状 のオ ンライ ンデ ー タベ ース(図2-1)か ら情報を得 るには、

① 必 要 な情 報が どあデ ータベ ースに入 ってい るのか を間ぺ る必要 があ る。

② デ ータベ ース によ って は、利 用で き る端末機 が異 な った り、専用 の通 信 ソフ トが必

要 とな る場合 があ る。

③ デ ー タベ ース毎 に異 なるキ ーワ ー ド ・コマ ン ドを調 べ る必 要 があ る。

④ デ ー タベー ス毎に 異 なる検索 手順を 習熟す る必要 があ る。

な どの問題 点が 存在 す る。 そのため 、情報 を得 るまで に非常 に多 くの時 間 と労力が 必要 で

あ る。

一 方
、統 合検 索 シス テ ム(図2-2)で は、

① 画 面上 に表示 され るデ一 夕ペ ース一覧や ク リア リング情 報か ら検 索 した いデ ータベ

ー スを幾つ か選 択す る機 能
。

② デ ー タベ ースに異 な る通信 方法 を同一 に変 換す る機能。

③ 統 合検索 システ ムで定 義す る標準 コマ ンド、利用 者が使 い慣 れた コマ ン ド、 メニ ュ

ー及 び 自然 語 を検索 す るデ ータベ ース にあ
った コマ ン ドに変換 す る機能。

④ 入力 された検 索 キ ー ワー ドを検索 す るデ ー タベース にあ った キー ワー ドに変換す る

機能。

などの機 能 を持つ ことに よ り、現 状の オ ン ライ ンデ ータベ ース に比べ情 報を得 るため の検

索 作業 が非常 に軽 減 され る こととな る。
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図2-1現 状 の オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス の 検 索 イ メ ー ジ

利用者

「

!α 物 質

X故 ワーF

Y瓶 ワード

Xpuン ド

Yコ マンド

Xキーワード

Yキ ーワード

端末機A

X故 ワード

X検 索手順

‖瓢/

α物質

xxxxxx

＼

臼
Y故 ワード

Y検 索 手 順

YRン ド

Yキ ーワード

端末機B

α物質

YYYYY

/ ＼

L

デ ー ダ

ペ ー ス

X

デ ー タ

ベ ー ス

Y

図2-2統 合 検索 シス テムの検索 イ メー ジ

利用者

9
統合検索システム用欣ワード

統合検索システム用

検索手順

α物質

端末機

α物 質

xxxxxx

YYYYY

デ ー タ
ベ ー ス

X

統合検索システムが

X,Y各 データベース

に合ったキーワード、

コマンドに変換し

自動的に検索する

統一された
検索手順

統合検索 システム

デ ータ

ベ ース

Y

2.2実 験 システ ムの詳細 設計

統 合検 索 システ ムは、非 常に 大 きな概念 であ るた め、 ファイ ンセ ラ ミックスデ ータベ ー

ス統 合検 索 シス テム(実 験 システ ム)を 開 発す るにあ っては、 以下の よ うな利 用情 報の 限
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定 や、利 用者の想 定 な どによ り、 詳細 設計 を取 りまとめた 。

1)実 験 シ ステ ムの 規模

統 合検索 システ ムを開発す るため には、非 常に 多 くの 時間 と労 力が 必要で あ る。短

期間 に効 率よ く統 合検 索の 有効性 を実 証す るため に、開 発す る範囲 を限定 し実験 シス

テ ムを構築 す る こと と した。

① 当地域 は全 国 に比べ 陶磁器 産業 の ウ ェイ トが非常 に高 いた め、 フ ァイ ンセ ラ ミ

ックスへの 関心 が強 い。

② 実 験 システ ムの核 と して㈱ フ ァイ ンセ ラ ミックスセ ンタ ーにお いて 構築 中のF

CDBを 活 用 で きるため、 効率 的に実験 システ ムを構築 で きる。

以 上 によ り、 当地域 で関心 の高 い フ ァイ ンセ ラ ミックス に関 す る情報 に的を絞 った。

2)利 用 者 の想定

フ ァイ ンセ ラ ミックスに関 して は有識者 であ るが、 デ ータベ ース検索 に関 して は、

専 門知識 を持 たな い者を想 定 した。

3)利 用 方 法の想 定

① これまで に携 わ っていな い新 し'い分野 の研究 開発 を行う に当た っての事 前予備 調

査

② 特許 申請 書類 の作成

③ 特 許異議 申立 書の作 成

④ 調 査報告 書の 作成

な どを行 う際 に、 複数 のデ ー タベース を利用 して各種 の情 報入 手す る場合 を想定 した。

4)利 用 対象デ ータベ ース

以上 の想定 に よ り、 次のデ ータベ ースを対象 と した。

①FCDB(働 フ ァイ ンセ ラ ミックスセ ンターが構 築 して い る公 開特許 公報 の うち

フ ァイ ンセ ラ ミックス に関 す るデ ータベ ース)

②PATOLIS(00日 本 特許 情報機 構が サー ビス してい る日本 の特 許 ・実用 新案

に関 す るデ ータベ ース)

③JOIS(㈱ 科 学 技術情 報 セ ンターが サー ビス して い る 日本科 学技 術に関す るデ

ータベ ース》

④ACE(㈱ 中 日新 聞社 がサ ー ビス してい る一般 新聞 記事 のデ ー タベース)

5)利 用 に伴 う要求 の想 定

想定 した 情報の 利 用方法及 び対 象デ ー タベース によ り、利 用者 か らは以下 のよ うな

要求 が発生す ると考 えた。

① ファイ ンセ ラ ミックスに関す る特 許、文 献(論 文)、 新 聞記 事情報 を容 易かつ 網

羅 的に入 手 したい 。

② 任意の 文字列 特 許情 報を入 手 したい。

③FCDBを 任 意 の文字 列で検 索 し、そ の結果 をPATOLISか ら容易 に入手 し

た い。 …一一

④ デ ータベ ースが 異 な って も同一 の操作 方法で 検索 した い。
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⑤ コマ ン ドを知 らな くて もデ ー タベー スを検索 したい。

⑥PATOLISの 検 索期間 設定等 、デ ー タベー ス検 索での手 間を 簡略 化 した い。

⑦ 複 数の キー ワー ド集 や コー ド表 を調べ ず にデー タベースを検索 した い。

⑧ デ ー タベー スとの接 続 を簡単 に行い たい。

6)検 索 方法 の設定

想定 された要 求 に対 して 、次 の3つ の検索 パ ター ンを設定 した。

① 複数 のデ ー タベー スを並列 的に メニ ュー方式 によ り検 索す るパ タ ー ン(統 合検 索

一1)

詳 細 設計で 設定 した キー ワー』ドや検 索式 を用い て、FCDB、JOIS、PA

TOLIS、ACEの デ ー タベー スを 自動 的 に順 次検索す る。

②FCDBの 検 索結 果 を用いてPATOLISを メ ニュー方 式に よ り検 索す るパ タ

ー ン(統 合検 索 一2)

例 え ば、任 意の文 字列 でFCDBを 検 索 し、そ こで検索 した特許 公開 番号 を用

い て、 自動的 にPATOLISの 検 索 をす る。

③ 各 のデ ー タベー スを統一 され た検索 方法で 個別 に検索す るパ タ ー ン(メ ニ ュー検

索)

FCDB、JOIS、PATOLIS、ACEの 各 データ ベー スを メニ ュー方

式 によ る統 一 された方 法で検 索す る。

2.3実 験 システ ムの 開発経 過

2.3.1開 発 にお け る変 更事 項

昭和63年 度 に行 った 詳細 設計の うち、 さ らに時間 的制約 などによ り3つ の検 索パ ター

ンの一 部の機 能 を変更 した。 変更 の内容 は、表2-3で あ る。

ま た、対 象の デ ータベ ースの うちJOISは 、JOIS-llシ ス テム に、PATOLI

Sは 、PATOLIS－ 皿 システム に対 応 させた。

2.3.2開 発 経 過

実験 システ ムは、以 下の スケ ジ ュールによ り開発 を行 った。

平成 元年6月 下旬 ～9月 下 旬 基本 詳細設 計

8月 初旬 ～ll月 上 旬 プ ログ ラ.ミング

10月 初 旬 ～12月 上 旬 デ バ ッグ

本 実験 システ ムの 核 と して位 置付 けて い るFCDBは 、 通 信対応 とな って い ない ス タ ン

ドア ロ ンのデ ー タベ ースで あ った。 本実験 システ ムにお ける対象デ ータベ ース は、 オ ンラ

イ ンデ ー タベ ースを対 象 と してい るため に、FCDBを 構 築 してい る信0フ ァイ ンセ ラ ミッ

クス セ ンターの 協力 によ りオ ン ライ ン通 信対応 へ変 更を行 った。変更 したFCDBの 処 理

フローを図2-4に 示 す。
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表2-3実 験 システ ムの検索 パ ター ンの変更 につ いて

1.統 合 検 索 一1(FCDB、JOIS、ACE、PATOLISを 並 列 的 に統 合検索 す る)

嵩

学 順. 詳 細 設 計 開発す る実験 システムの留意事項

① 検索対 象デ ータ
ベ ースの選択 を警鐘 讃騰 議 灘 遺 竃議 議 ご に対応し

1FCDB

JOIS(JICSTフ ァ イ ル)'

ACE
PATOLIS(日 本 特 実 フ ァ イ ル)

詳 細設 計 と同 じ。

②麟 対象酬 の
に難 纏 繁 ㌍ 襲 叡 騒 詐 の期間範囲とそれに対応しば 字が輌

詳細 設計 と同 じ。

③検索件数の指定
躍 雛 離 離 麓 乞1旨定しなか・鰯 合は・実験システムが標龍 を錠

詳細設 計 と同 じ。

④標準検索式入力 標準検索式を入力する。(保 存 されている標準検索式も利用可能である。)
っ當麟鷲敷擁需 弘願裏4
る 。

⑤検索式変換 実験 システ ムの標 準検索 式 が、検 索す るデ ー タベ ース固有 の検索 式 に自動変換
され る。

詳細 設計 と同 じ。

⑥デ ータベ ース接続
の籠 縫;縮 瞳 ㌶ 謡 頂 ㌫ 誇 婁寵 鍋 鶴 罪 やパスワード 接続 時の デ ータ ベース との 応答 は画 面 に

そ の まま表示(パ スワー ド等)で き るよ う
に付 加 す る。

⑦ デ ータベ ース検索
に謡 亮 ぼ 能 芸 頷 論 難 籠4訂 　タベースからの問い合わせ

霞走攣髪㍑ 警織 綴 ㍊撰
⑧検索結果表示 実 験 システ ムが、検索 結果 を表示 す る。

懸 蓼き㌶ 蓼溺 羅4耀
わ ない よ うに限定 す る。

⑨ デ ータ ベース接続 断 実 験 システムが、 デ ータベ ー スとの接続 を切 る。

画膿瘍設纂頂爾諜舗瀦
等)で き るよ うに付加 す る。

⑩次 のデー タベー
スの検索

検索 を行 うデ ータベー スを複数 個指定 した場合 、実験 シス テ ムが次 のデ ー タ
ベ ースを判断 して検索 す る。

詳 細設 計 と同 じ。

⑪標準検索式保存 実 験 シス テムが、④ で指定 した標 準検 索式 を保存 す るか否 か聞い て くるの で
、番 号で応 答す る。

標準検索式の保存は行わないように限定
する。

⑫再検索
　

りξ憲 墾鐵 欝欝 鍵 ㌶ ξ講 乏『うと答えれば④に戻 詳細 設計 と同 じ。

(① ～④ 、⑪～⑫ は利用 者 が入力 す る部 分で あ るが 、⑤～⑩ は実 験 システ ムが 自動 実行 す るた め利 用者 は何 ら操 作 を行 わな くて良 い。)



2.統 合 検索 一2(FCDBの 検 索結 果 を用 いてPATOLISを 検 索 す る)

一
ω

手 順 詳 細 設 計 開発する実験 システムの留意事項

①FCDB接 続 実 験 システ ムが、FCDBに 接 続 す る。 詳細設 計 と同 じ。

②標準検索式入力 標準検索式を入力する。(保 存されてい る標準検索式 も利用可能である。) 標準検索式 は保存 しないため、検索する
つど標準検索式の入力を行 うように限定す
る。

③FCDB検 索 実 験 シス テ ムが、標 準検 索式 を もとにFCDBを 検 索 す る。 詳細 設計 と同 じ。

④検索結果表示 実 験 システ ムが、検 索結 果 を表示 す る。

懸蓼♂鯖 灘蓼灘 纏
わ ないよ うに限定 す る。

⑤再検索
り竺雛 ㌶ 鍵 羅 罐 詫 羅 語 聾 £経 設 うと答えれば②に戻

詳細 設計 と同 じ。

⑥結果保存 実 験 システ ムが、FCDBの 検 索 結果 を 自動的 に保存 す る。 詳細 設計 と同 じ。

⑦FCDB接 続 断 実 験 システ ムが、FCDBと の 接 続 を切 る。 に糟 ま韓誤 認 鵠鵠請 野面

⑧PATOLIS検 索
の判断

実 験 システ ムが、PATOLISの 検 索 を行 うか否 か聞 いて くる。行わ ないと答 え れば統 合検 索
一2の 処 理 を終 了す る。

詳細 設計 と同 じ。

⑨特許の選択 FCDBの 検 索結 果 の うち、PATOLISで 照 会 した い特 許 を選択す る。
(個 別 に複数 件数 を選択 す るか全 て を選 択す る。}

(1}個別 に選 択 を行 っ 場合 は、最大8件

璽離郷毒謬
⑩検索式生成 実 験 シス テムが 、PATOLISの 検 索式 を 自動 生成 す る。 詳細 設計 と同 じ。

⑪PATOLIS接 続
な謬 論 縮 縫 晶 瑠 屍 誇 懇 諭 胸鰭 罪 やパスワードの設定

接続 時の デ ータベー スとの応答 は画面 に
その まま表示(パ ス ワー ド等)で き るよ う
に付加 す る。

⑫PATOLIS検 索
蓬 髪 舗 壌 露 鋒2晶 鑛 驚 喜4ズ ータペースからの問い合ρ 、2掻予あ鰭臨罐 竪魏 調趨

走 す る。

⑬検索結果表示 実 験 システ ムが、検索 結果 を 表示 す る。

懸蓼墾聾蓼暢㌶ 耀
わ ないよ うに限定 す る。

⑭PATOLIS接 続 断 実 験 システ ムが 、PATOLISと の 接続 を切 り、統 合検索 一2の 処理 を終

了す る。

切断 す るまで のP△TOLISと の応答
は画面 にその まま表示(使 用料金 、使用時
間等)で きる よ うに付加す る。

(② ⑤⑧⑨は利用者が入力する部分であるが、それ以外 は実験 システムが自動実行するため利用者は何ら操作を行わなくて良い。)



3.メ ニ ュー検索(FCDB、JOIS、ACE、PATOLISを 統 一 された検索 方法 で利用 す る)

手 順 詳 細 設 計 開発す る実験 システムの留意事項

① デ ータベ ース選択

JOIS
JOIS
JOIS

5)ACE
6)PATOLIS

応琵癬嬬齪慕 ぎ綜蒜舗鰐 ξ諸賢弓㌶鰭 き顯隈
の4つ の デ ー タ ベ ー ス の6フ ァ イ ル か ら 一 つ 選 択 で き る 。
1FCDB

JICSTフ ァ イ ル)

JMEDICINEフ ァ イ ル)
NK-MEDIAフ ァ イ ル)

(日 本 特 実 フ ァ イ ル)

以下 の4つ の フ ァイルのみ選択対象 とす
る。

1FCDB
JOIS(JICSTフ ァ イル)
ACE

4PATOLIS(日 本 特 実 フ ァイル)

② デ ータベース接続 の鍵 縫 工縮 縫 霞 経 頂 ㌫ 誇 警寵 融 鷲 罪 やパスワード
詳 細設 計 と同 じ。

③鑛 対象鯛 の
に簑熱 魏 醗 鷺 巽 娚 烏 ㌍ 期間醐 とそれに対応した数字画 面

詳細 設計 と同 じ。

④検索項目指定

FCDB

JOISJICST)

JO【SJMEDICINE)

JOISNK-MEOIA)

PATOLIS

ACE

どの項目を検索す るか指定 する。検索可能な項目とそれに対応 した数字が画
面に表示されるので・番号 入羅 ま 公開特許翻 分野

麟 莫こ‡=呂=昏 こ鰭 菱こ8魏;ゴ
等検索 式、 キ ー ワー ド、著 者名 、企業 コー ド

簑薮 こ㍗ ヲニ雫鷲 ㌶訂 錯 堅 塁

各 デ ー タベー スの検 索可能項 目を以下の

もの に限定 す る。

FCDB:検 式
JOIS(JICST):検 式
PATOLIS:検 式
ACE:検 式

⑤検索式等入力 標準検 索式 や各 デ ータベ ース固 有 のキ ー ワー ド等 を入力 す る。 ④ で設定 した ものの み指定 で きるよ うに
す る。

⑥検索式変換 実 験 システ ムの標準 検索式 が、検索 す るデ ー タベ ース固有 の検索式 に自動 変換
され る。

詳細 設計 と同 じ。

⑦ デ ータベ ース検索
に藁殼 訂 ㌶ ぼ ㌶ 痛 論 欝 碁手訂 一夕ペースからの問い合わせ 、21長子㌶ 警脇 罐 竪 鵠 剖 額

定 す る。

⑧該当件数表示 実験 システ ムが、該 当件数 を表示 す る。(FCDBは 検 索結 果表示 後、件 数
が表 示 され る。)

詳 細 設計 と同 じ。

⑨検索結果表示 実験 システムが、検索結果を表示す るか否か聞いて くる。表示す ると答えれ
ば検索結果が画面表示 され る。 懸 鱗 聾覧翠蔓驚 繍 塁

わな いよ うに限定 す る。

⑩再検索

鰻 轟㌶ 籠鞭曇難 裟華猷 警鴨 諭
詳細 設計 と同 じ。

⑪ デー タベ ース接続断 実験 システ ムが、デ ー タベ ース との接続 を切 り、 メニ ュー検索 の処 理を終 了
す る。 画雲譲 姦計編晶罐篇目

等)で きるよ うに付加 す る。

①、③～⑤ 、⑨⑩ は利用 者 が入力す る部分 で あ るが、② 、⑥～⑧ 、⑪ は実 験 シス テムが 自動実行す るため利用 者 は何 ら操 作を行 わな くて良い。
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また、ACEの 新 シス テ ムの変 更へ 対応 す るため に実験 システムの開発 を途 中で変 更す

る必 要が あ った。ACEは 、 平成 元年9月1日 に 「ACE中 日」へ とシステ ム変 更が な さ

れ、 以下 の3つ の検 索方式 の サー ビスが開 始 された。

① コマ ン ド方式

市販 の通信 ソフ トを利用 し、 無 手順 で コマ ン ドを利 用 し1200bpsの 通 信速

度 でデ ー タベース を検 索す る。

② 簡 易 メニ ュー方式

Rupo専 用 通 信 ソフ トを利 用 し、 端末機 としてRupoを 用 いて 、画 面に表示

され るガ イダ ンス を参照 して1200bpsの 通 信 速度で デ ータベ ースを検 索す る。

③ メニ ュー方式

JUST-PC手 順 専用通 信 ソ フ トを利用 し、 メニ ューに従 い4800bpsの

通 信速 度でデ ー タベ ースを検 索す る。

実 験 シス テムで は、一 般の 通信 ソ フ トを利 用 して検索 が可能 とな る仕 様 とな ってい るた

め、① の コマ ン ド方 式を 対象 と した。

2.4実 験 シス テムの構 成

以 下 に開発 を行 った実 験 システ ムの概 要 を述べ る。実験 システムの ハ ー ドウ ェア ・ソフ

トウ ェアめ構 成を表2-5に 示 し、 全体 の構 成を図2-6に 示 す 。

表2-5実 験 シス テ ムの ハ ー ドウ ェア ・ソ フ トウェア構 成 表

ハ ー ド ウ エ ア ソ フ ト ウ ェ ア

セ ン タ ー NECPC9801RX OS(MS-DOSver.3.3)

パ ソ コ ン ハ ー ドデ ィスク(内 蔵40冊) フ7インセラミックスデータベース統 合 検 索 システムリフトウェア

RS-232C追 加 ボ ー ド 開 発 言 語:C言 語(MS-Cver.4.0)

モデ ム(OMRONHO1200A皿)×2 RS-232Cド ラ イ バ 用

開 発 言 語:ア センブラ(凹ASAver.4.0)

FCDB管 理 用 NECPC9801VX41 OS(MS-DOSver.3.3)

パ ソ コ ン ハ ー ドデ ィ ス ク フ7インセラミ,クスデー択 一ス管 理 システムリフトウェア

(内 蔵20MB+外 付40MB) 開 発 言語:C言 語

データベース検 索 NECPC9801 OS(MS-DOSver.3.3)

用 パ ソ コ ン
*

モ デ ム(OMRONHD1200A皿) 通 信用端 末機用ソフトウエア(通 信 簿)

*12月13日 に 行 った 公開デ モ ンス トレー ション時 に利用 した もの
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図2-6実 験 シ ス テ ム の ハ ー ド ウ ェ ア ・ソ フ ト ウ ェ ア の 構 成
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実 験 シス テムにお いて、 以下の機 能 を実現 した。

① イ ンタ ーフ ェイス1

以 下 の3つ の 検索パ タ ー ンを表 示、 選択す る機 能

・統合 検索 一1(FCDB
、JOIS、PATOLIS、ACE中 日 のデ ー タベース

を並 列的 に メニ ュー方式 によ り検索 す るパ ター ン)

・統合 検索 一2(FCDBの 検 索 結果 を用 いてPATOLISを メ ニ ュー方式 によ り

検索 す るパ タ ー ン)

・メニ ュー検 索(4つ の 各 デ ータベ ースを統 一 され た検 索方法 で個別 に検 索す るパ タ

ー ン)

② デ ー タベー ス選 択機 能

・表示 され るデ 一 夕ベ ー ス一 覧(FCOB
,JOIS,PATOLIS,ACE中 日)か ら、複 数の デ ータベ

ースを選 択す る機能(統 合 検索 一1)

・シ ステ ム側が 自動的 にFCDB ,PATOLISを 選 択 す る機能(統 合 検索 一2)

・表 示 され るデ 一 夕ペー ス一 覧(FCDB
.JOIS,PATOLIS.ACE中 日)か ら、一 つ のデ ータベ

ースを 選択す る機能(メ ニ ュー検索)

③ コマ ン ド変 換機能

・メ ニュー によ り検索 す る

・実験 システ ム内で 自動的 に
、標 準検 索式 か ら検 索対象 とな って い る各 デ ータ ベース用

の コマ ン ドに変換す る

④ キ ーワ ー ド変換機 能

・フ ァイ ンセ ラ ミックス関係の キ ー ワ丁 ド変換 表を もつ

・実験 システ ム内 で 自動 的 に
、 フ ァイ ンセ ラ ミックス関係 の標準 キ ーワ ー ドか らキ ーワ

ー ド変 換表 に基づ き検 索対象 とな
って い る各 デ ータベ ース用の キ ー ワー ドに変 換す る

⑤ ゲ ー トウ ェイ機 能

・各デ ー タベ ースへ の 自動接続

⑥ その 他

・マ ニ ュアル レス操作(メ ニ ュー
、 キ ー ワー ド変換)

・各デ ー タベ ース利用料 金表 示

2.5実 験 シス テムの検 索 内容

実験 シス テムで は、各 デ ータベ ース によ って異 なってい る検索 手順 を メニ ュー方式 を採

用 す る ことによ りコマ ン ド ・レス と しぐ統 一 された検 索方 法を提供 してい る。 また、 実験

シス テムで統 一 してい る もの は検索 式、 キ ー ワー ドであ る。

メ ニ ュー方 式の ため、 ユ ーザ ーID入 力 、パ スワー ド入 力、 日付指定 、 デ ータ内容 表示

な ど実 験 システ ムが 自動 的 に、 客デ ー タベ ース に合 うよ う変換 す る。一 例 と して表2-7

を 示 す。

検索 式 は、 「標準 検索 式 」と して表2-8と 定 義 す る。
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令

キ ーワー ドは、 フ ァイ ンセ ラ ミックス関係 の利用 頻度 の高 い用語、化合物 、元 素を表2

-9と 定 義 し、 キー ワー ド変 換表 によ り各 デ一 夕ベ ー?7Cに 合 ったキ ーワー ドに変 換す る。

変換 の一 例 と して表2-10を 示 す。

表2-7 コ マ ン ド変 換例

指定内容 FCDB JOIS PATOLIS ACE中 日

日付指定 1986年1月 か ら

最新 まで

¥DA↑,6101 A,S6101一 /RAN8601:

データ 内容

表 示

検索結果のうち

全文を5件 表示

¥S6↑,3.5

.

¥PF.5、 B;N塞1 /PRIP2,5

sl)1件 表 示 終了後 「;N」 を 入力 し、 次のデ ー タ内容を 表示 させ る。 これを4回 繰返 す。

表2-8標 準 検索式

標準検索式 [A1,B1,Cl,…][A2.'82.C2,…][A3,83,C3,…]・.・ ・… ◆・

規則 ・カ ッコ内のネ ステ ィ ング(二 重 ・三 重カ ッコ)は 認め ない

・カ ッコ内のキ ー ワー ドは、必 ず コ ンマで 区切 る

・カ ッコとカ ッコの間 には、記 号 を書いて はな らない

意 味 (AIorBIorCIor‥ ・)and(A20rB20rC20r…)

and(A20「820「C20r…)and・ ・・…'

・カ ッコ内の 項目間 の関係 は、す べてor(論 理 和)で あ る

・カ ッコ間の 関係 は、すべ てand(論 理 積)で あ る

・優先順 位 は、① カ ッコ内、② カ ッコ間の順 であ る

例1 標準検索式 [集 積 回 路][ZRO2,SI3N4]

意 味 集積 回路かつ(ジ ル コニアまた は窒化 けい素)

例2 標準検索式 [超 伝 導][試 験][構 造]

意 味 超伝導かつ試験かつ構造
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表2-9実 験 シス テムで整 備 した キーワー ド一覧

用語

液体 固体 製造 熱伝導
温度 合成 接合 破壊
解析 酸化 セ ン サ ー 破壊靱性
回路素子 材料 絶縁 薄膜
加工 収縮 耐 アルカ リ性 発熱
硬さ 集積回路 耐久性 刃物
還元 焼結 耐酸性 半導体
ガ ス 触媒 耐食性 反応
機械 試験 耐磨耗性 評価
気体 湿度 脱脂 比熱
基板 潤滑 ダ イアモ ン ド 非破壊検査
欠陥 常圧

ト 超伝導 フ7イ ンセラミックス

検査 常温 強さ 粉砕
コ ー テ ィ ン グ 磁性 低温 分析
高圧 靱性 電気抵抗 膨張
高温 切削 電気伝導
構造 成形 透光

化合物(酸 化物系)

A1203ア ル ミナ,酸 化 ア ル ミニ ウム

BeOペ リ リア,酸 化 ベ リリウム

Bi203酸 化 ビスマ ス

CO－ 酸 化 炭素

CO2二 酸 化 炭素

CaOカ ル シァ,酸 化カ ル シウム

Cr203酸 化 ク ロム,酸 化第 ニ クロ ム

Fe203酸 化 第 二鉄,酸 化鉄

H20水

MgOウ ス タ,苦 土,酸 化 マ グネ シ ウム

MnO酸 化 マ ンガ ン

NnO2酸 化 マ ンガ ン,二 酸 化 マ ンガ ン

PSZ部 分 安 定化 ジル コニァ

Sb203三 酸 化 ア ンチモ ン

sio2シ リ カ.石 英,二 酸 化 け い 素

SnO酸 化 ス ズ

SnO2酸 化 ス ズ,二 酸 化 ス ズ

↑hO2ト リ ア,酸 化 ト リ ウ ム

↑io2チ タ ニ ア,ル チ ル,酸 化 チ タ ン

T120亜 酸 化 タ リ ウ ム

T1203酸 化 タ リ ウ ム

VO2ウ ラ ニ ア,酸 化 ウ ラ ン

V203三 酸 化 バ ナ ジ ウ ム

V205五 酸 化 バ ナ ジ ウ ム

Y203イ ッ ト リ ア,酸 化 イ ッ ト リ ウ ム

ZnO2酸 化 亜 鉛

ZrO2ジ ル コ ニ ア,酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム

化合物(窒 化物系)

A川 窒 化 ア ル ミニ ウム

BNボ ロ ンナイ トライ ド,窒 化 ほ う素

HfN窒 化 ハ フニ ウム

HbN窒 化 ニ オブ

ScN窒 化 ス カ ンジウム

si3N4窒 化 け い素

TaN窒 化 タ ンタル

Th3N4窒 化 ト リ ウ ム

↑hN

↑揃

UN

VN

ZrN

窒化 トリウム

窒 化チ タニ ウム,窒 化チ タ ン

窒 化 ウ ラン

窒 化バ ナジ ウム

窒 化 ジルコニ ウム,窒 化 ジル コ ン

化合物(炭 化物系)

B4C炭 化 ほ う素

Cr3C2炭 化 ク ロム

HfC炭 化 ハ フニウム

sic炭 化 けい素

TaC

T輌C

屑c

ZrC

炭化 タ ンタ ル

炭化 チタ ン

炭化 タ ング ステ ン

炭化 ジル コニ ウム, 炭 化 ジル コ ン
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化合物(そ の他)

Al2(OH)3
BP
BaTio3
BeB
BiTi207

水 酸化 アル ミニ ウム

燐 化 ほ う素

チ タ ン酸バ リウ ム

ほ う化 ベ リリウム

チ タ ン酸 ビスマ ス

Ca3(PO4)2リ ン酸 カ ル シ ウ ム

CaCO3
CdS

Fe2(OH)3
GaAs

LaB6
LaCrO3

炭酸 カ ル シウム

硫酸 カ ド ミウム

水 酸化鉄

ガ リウム砒素

ほ う化 ランタ ン

ク ロム酸 ラ ンタ ン

LiNbO3

Li↑aO3

MoS2

MoSi2

Pb↑io3

PbZrO3

Sr↑io3

↑aSi2

TiB2

NSi2

ZnS

ZrB2

ニオブ酸 リチ ウム

タ ンタル酸 リチ ウム

ニ硫 化モ リブデ ン

けい酸 モ リブデ ン

チタ ン酸 鉛

ジル コ ン酸鉛

チ タ ン酸 ス トロ ンチ ウム

けい化 タンタ ル

ほう化チ タ ン

けい 化 タ ングステ ン

硫化 亜鉛

ほ う化 ジル コ ン

元素

a

e
i

a
d

r

e

a

f

a

.1

9

n

O

l

S

^

A

B

B

B

B

C

C

C

C

F

6

H

H

L

L

H

H

H

N

ア ル ミニゥム

砒 素

ほ う素

パ リウム

ベ リリウ ム

ピス マス

炭 素

カ ル シウム

カ ド ミウム

クロム

鉄

ガ リウム

水 素
ハ フニウ ム

ランタ ン

リチ ウム.
マ グネ シウム

マ ンガ ン

モ リブデ ン

窒素

肋

o

p

肋

s

舗

誕

舗

師

い

h

肺

"

"

u

v

胃

Y

加

田

ニ オ ブ

酸 素

リ ン

鉛

硫 黄

ア ン チ モ ン

ス カ ン ジ ゥ ム

け い 素

ス ズ

ス トロ ン チ ウ ム

タ ン タ ル

ト リ ウ ム

チ タ ン'

タ リ ウ ム

ウ ラ ン'

パ ナ ジ ウ ム

タ ン グ ス テ ン

イ ッ ト リ ウ ム

亜 鉛

ジ ル コ ニ ウ ム'

表2-10 キ ー ワー ド変 換表の一 例

7

例1 例2

実 験 システ ム B4C BP

FCDB B4C 日P

JOIS タンカホウソ ・ ホウソカゴウブツ求リンカブッ

PATOLIS F316472零F410735 F437627章F410735+FOO7126

ACE中 日 タンカホウリ リンカホウソ
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3.実 験 シ ス テ ム の 評 価

3.1評 価 の考え方

実験 システ ムにおい て実 現 した下記の 機能 を中心 に、利用 者側 の実 験 シス テムに対 す る

意見 も参考 に して、機 能 ・操作 面な どか ら全 体的 な評価を行 った。

① イ ンター フェイス 機能

②デ ー タベ ース選択 機能

③ コマ ン ド変換 機能

④ キー ワー ド変 換機 能

⑤ゲ ー トウェイ機能

3.2評 価 の方 法

実 験 システ ムの評価 と して は、以下 の2通 りの方 法 によ り評価 を行 い、 あわせ て実験 シ

ス テム全体 の評 価 と した。

(1)オ ン ライ ンデ 一夕 ペ一品ス技 術調査 委員会 に よる評価

本委 員会 内で、 実験 シス テムのデ モ ンス トレー シ ョン及び 操作を 通 じて、操 作面 、

開 発 した機能 の評 価 な どの総 合的 評価を 行 った。

(2)一 般 公開 デモ ンス トレー シ ョンに よる評価

一般 公開 デモ ンス トレー シ ョンの開催 時 に
、操作 面を中心 に設 計 した 「フ ァイ ン

セ ラ ミックスデ ー タベ ース統合検 索 システ ム(実 験 シス テム)に 関す る ア ンケ ー ト

調査 」を実 施 し、 その回答 を もとに評 価を行 った。

① 開催日時

② 開催場所

③ 対象者

平 成元 年12月13日

財 団法 人 フ ァイ ンセ ラ ミックスセ ンター

オ ン ライ ンデ ータペ ースサー ビス業者

オ ンライ ンデ ータベ ース代行検索 業者

一般 のオ ンライ ンデ ータベ ース利 用者

など、デ ータ ベー スに関心を持 って い る者 を対象 と した

3.3現 在 のオ ンライ ンデ ー タベ ース と実験 シス テムとの操 作手順 比較

摩

利用 者が 操作す る現 在 のオ ンラインデ ータベ ース検 索手順 と、実 験 シス テムの検 索 手順

の 内容 をモ デ ル化 した フ ロー図 は図3-1か ら図3-3で あ り、 各 フ ロー図 の処 理 内容の

概 要 も合わ せて示 す。 こ こでの フロー図の処 理時 間は、お およ その 目安で あ る。

検索 す る 目的 や、検 索 対象デ ー タベー スを次の よ うに設 定 した。

統 合検索 一1は 、 フ ァイ ンセ ラ ミックス関係の 新粉 い 研究分 野の最 新動 向を 把握す るた

め に、FCDB、JOIS、PATOLISを 用 いて特 許の 出願状況 や、 新 しい技術 の動
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向 を得 る場合 と した。

統 合 検索 一2は 、FCDBを 用 い 日本語 の キーワー ドで特許 情報の概 要 を検 索 し、 さら

に、そ の特許 につ いて要約 を知 るた め に、PATOLISで 照 会を行 う場 合 と した 。

メ ニ ュー検 索 は、 各デ ー タベ ース毎 に異 なる検索手順 を、実 験 システ ムの メニ ュ ー方式 、

標 準検 索式 、標準 キ ー ワー ドを用 いた統 一 した検索手順で、統 合検 索 一1に 比べ 詳 しい情

報 を把 握す るため に、ACE中 日 、JOISを 検 索 した場 合 と した。

各検 索パ タ ー ンは以 下の状 態を 前提 と した。

① 入力 誤 りを何回 も想定 して い ない。

② キー ワー ド一覧 、操 作 マニ ュアル は手元 にある。

③ 必 要情 報が どの デ ータ ベー スに入 ってい るか知 ってい る。

現 在 のオ ンライ ンデ ータベ ースの 検索 手順 と、 実験 シス テムの検 索手順 を 比較 す ると、

次 のよ うな利 点 と問 題点 があ げ られ る。 また、 比較概要を表3-4に 示 す 。

'

寸●

1.統 合 検索 一1(複 数 デ ータベ ース を並列 的に メニ ュー方 式 によ り検索 す るパ ター ン)

〈 実 験 シス テムにお け る利 点 〉

① ユ ーザ ーID、 パ ス ワー ドは1つ で よい。

利用 者 がデ ータベ ース毎 に異 な るキー ワー ド、 コマ ン ド等 を調 べ る必 要が ない。

③ 利 用者 がデ ータベ ース毎 に異 な る検 索手順を調べ る必要 がな い。

④ 実 験 システ ムが検索 す る複数 のデ ー タベ ース毎 に、以 下の処 理を 自動 的 に順 次行

うため、利 用者 に よる操 作の必 要 はない。

1)自 動 的にデ ータ ベー スへ 接続 す る。

2)自 動 的に接続 したデ ータベ ース に合 った キー ワー ド、 コマ ン ド等 に変換 し、 その

デ ータベ ースに合 った検 索方 法で 検索す る。'、

3)自 動 的に利用 者端 末機 の画 面に接 続 したデータベ ースの検索 結果 を 表示 す る。

4)自 動 的 に接 続 したデ ータ ベース を切断す る。

⑤ 利用 者が一 度の検 索 作業(パ ラメ ータ入 力》で、.複数 のデ ー タベ ースか ら検索 結

果を得 られ る。

〈現在 の オ ンライ ンデ ー タベ ースにお け る問題 〉

① ユ ーザ ーID、 パ ス ワー ドはデ ー タベース毎 に必要 であ る。

② 利用 者がデ ー タベ ース毎 のキ ー ワー ド、 コマ ン ドを調べ る必 要 が あ る。

③ 利用 者が デー タベ ース毎 に異 な る検 索手順を鯛ぺ る必要 があ る。

④ 利用 者が 繰 り返 し以 下の処 理を 行わ ない と、複数 のデ ータベ ース か ら結果 を得 ら

れ ない。

1)利 用 者 がデ ータベ ース固 有のパ スワ ー ドを用 いて 接続す る。

2)利 用 者 が接続 したデ ータベ ース に合 った キーワー ド、 コマ ン ド等 を用 い 、そのデ

ータ ベース に合 った 検索 方法 で検索 す る
。

3)利 用 者 が端末機 の画 面 に接続 したデ ータベースの検索結 果を 表示 させ る。

4)利 用 者 が接続 したデ ータベ ースを切 断す る。
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2.統 合 検 索 一2(FCDBの 検 索 結果を用 いてPATOLISを メ ニ ュー方式 によ り検

索 す るパ ター ン)

〈実験 システ ムにお け る利点 〉

① 実験 シス テ ムが 自動 的 に以 下の処 理手順 を行 うことに よ り、検索 結果を 次の デ ー

タベ ースの検 索 に利用 で きる。

1)自 動 的 にFCDBを 呼 び出 し、FCDBに あ った コマ ン ド等 に変換 し検索す る。

2)自 動 的 に利用者 端 末機の 画面 にFCDBの 検 索結 果(出 願人 、特許 公開番 号等)

を 表示す る。

3)自 動 的 にFCDB検 索 結果 の うち特 許公開 番号 を選択 し終 了す る。

4)自 動 的 にPATOLISへ 接 続す る。

5)自 動 的 に選 択 した特許 公開 番号 を用いて 、PATOLISを 照 会す る。

6)自 動 的 に利 用者 端末機 の画 面にPATOLISの 検 索結果 を表 示 し切断す る。

②1.の ① ～③ と同 じ

く現在 の オ ジ ライ ンデ 一 夕ペ ース にお け る問 題 〉

① 検索結 果 をそ のま ま次の デ ータベ ースへ 利用 で きない(一 度 メモ等 で控 え る必 要

があ る)

②1.の ① ～③ と同 じ

3.メ ニ ュー検 索(各 デ ー タベー スを統一 された 検索方 法で個 別 に検索 す るパ ター ン)

〈実験 シス テ ムにお け る利点 〉

① 実 験 システムで 統一 され てい る手 順 によ り、手 順 の異 な る4つ のデ ー タベ ースを

同一 の検 索 手順で 検索 で きる。

② 実 験 システ ムが 自動的 に1.④ と 同様 な処理 を順 次行 うた め、利用 者 によ る操 作

の 必要 は ない。

③1.の ① ～② と同 じ

く現 在の オ ン ライ ンデ ー タベー スにおけ る問 題 〉

① キ ー ワー ド、 コマ ン ド等検索 手順 が各デ ータ ベース毎 に異 な ってい るため 、同 じ

手順 で他 のデ ー タベ ースを検索 で きない。
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図3-1

現 在 のオ ンライ ンデ ータベ ー ス検 索手順

A①

A②

A③

A④

A⑤

A⑥

現在 の オ ンライ ンデ ータベ ース と実験 システム

検 索手順 比較(統 合 検索一1

事 前 準 備

1つ め のデ ータベ ー

ス へ接 続

1つ め のデ ー タベ ー

スの検 索手順 で検索

1つ め のデ ー タベ ー

スの検 索結 果入手

1つ めのデ ー タベー

ス との接続 を切断

2つ め 以降 のデ ータ
ベ ース検索 はA② ～

A⑤ と同様

処理 時間

10分

1分

2分

1分

1分

10分

①

②

③

B

B

B

④B

⑤B

)

実 験 システムの検 索手順

事 前 準 備

実験 システ ムへ 接続

実験 システムの検 索

手順でパ ラメ ータを

指定

複数のデ ータ ベー ス

の検索結果 入手

実験 システムとの接

続を切断

.処 理 時 間

3分

1分

2分

分21

分1

計26分 計19分
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1.統 合 検索 一1(複 数 デ ー タベ ースを並 列 的に メニ ュー方 式に よ り検索す るパ ター ン)

[現 在 の オ ンライ ンデ ー タベ ース検 索手 順]・

A① 事 前準備

検 索 を行 う複 数の デ ータベ ース'につ い て以下 の各 項 目について 準備 す る。

・デ ー タベ ース 毎 に異な るユーザ ーID 、 パ ス ワー ドを準備す る。

・デ ー タベー ス毎 に異な るキー ワ ー ドを調 べ る。

・デ ー タベ ース毎 に異な る コマ ン ドを調べ る
。

・デ ータベ ース毎 に異な る検索 手順 を調べ る。

A②1つ め のデ ータ ベースへ接 続

・1つ めのデ ー タベ ースに1つ めの デ ータ ベース用 のユ ーザ ーID
、 パ ス ワー ド

を用 い接続 す る。

(通 信回線 でDDX-TPを 利 用 す るデ ータ ベース の場合 は、DDX-TP用

の パ ス ワー ドも必 要 となる)

A③1つ めのデ ータベ ース検索手順 で検索

"
・各 デ ータベ ース固有 のキ ー ワー ド等 を用 いて 、各デ ータベ ース固有 の検 索手 順

(利 用 ファイ ルの選択、 検索 期間 の設定 な ど)に 従い検 索す る。

A④1つ め のデ ータ ベースの検 索結 果入 手

・各デ ー タベー ス固有の キ ーワー ドを用 い検 索結 果を入 手す る
。

A⑤1つ め のデ ー タベース との接続 を 切断

・各デ ー タベ ース固有の 手順 に従 って接 続 を切断 す る。

A⑥2つ め の以 降の デ ータベー ス検 索 はA② ～A⑤ と同様

デ ータベ ース毎 に異 なる コマ ン ド、 キー ワー ドな どの 検索手 順 に従 って検 索す る。
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[実 験 システ ムの検索手 順]

B① 事 前 準備

・実 験 システ ム用 のパ ス ワー ドを準 備す る。

・実 験 システ ムで検 索を行 うデ ー タベースの選 択す る。

・実 験 シス テムで定 め られて い る標 準キ ーワー ドを調べ る。

・実験 シス テムの定 め られて い る標 準検索 式の作成 方法を調 べ る。

B② 実験 システ ムへ接続

・実 験 システ ムに実験 システ ム用 のパ ス ワー ドを用 い接続 す る。

B③ 実験 システ ムの 検索手 順 でパ ラメ ータを指定

メニ ュー方式 の案 内に従 い以下 のパ ラメータを順次 入力す る。

・統合 検索 一1を 選 択 す る。

・表示 され てい るデ ータベ ース(FCDB、JOIS、ACE中 日 、PATOL

IS)の 中 か ら検索 す るデ ータベ ースを複数 選択す る。

㌔表 示 されて いる検索 期間 の中 か ら検 索す る期 間を選 択す る。

・検索結 果の表 示件 数を 入力す る。

・標準 キー ワー ドを用 い標準 検索式 を入力 す る。

B④ 複数 のデ ータベ ースの 検索結 果入 手

実験 シス テムが 自動的 に選 ばれ たデ ータベ ースの 検索 を行 い、 利用 者 は検索 結果

を入 手す る。

B⑤ 実 験 システ ムとの接続 を 切断

メニ ュー方式 の案 内に従 い実 験 システ ムとの接続を 切断 し、 検索 作業 を終 了す る。
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図3-2 現 在 の オ ン ライ ンデ ータベ ース と実験 システ ム

検 索手順 比較(統 合 検索 一2)

現 在 の オ ンライ ンデ ー タベ ース検索手 順

A①

A②

A③

A④

A⑤

A⑥

A⑦

A⑧

A⑨

事 前 準 備

FCDBへ 接 続

FCDBの 検索手順

で検索

FCDBの 検索結果
の うち特許公開番号

を入手

FCDBと の接続を

切断

PATOLISへ 接

続

PATOLISの 手

順でFCDBの 検索
結果を照会

照会結果を入手

PATOLISと の

接 続 を切断

処理時間

5分

1分

1分

1分

1分

1分

4分

2分

1分

B①

B②

B③

B④

B⑤

B⑥

実験 システムの検索手順

巨 ‥ 備

1実 験 システ・へ接続

実験 シス テムの検索

手順 でパ ラメー タを

指定

FCDBの 検索結果
の うち必要な特許公

開番号を選択

照会結果を入手

実験 システムとの接

続を切断

処理時間

3分

1分 ・

2分

2分

5分

1分

計17分 計14分
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E.統 合 検 索 一2 (FCDBの 検 索結 果 を用い てPATOLISを メ ニ ュー方 式 に よ り検

索す るパ タ ー ン)

[現 在 の オ ンライ ンデ ータベ ース検 索手順]

A① 事 前準 備

検索 を行 うFCDB、PATOLISに つ いて以下 の各項 目につ いて 準備 す る。

・PATOLISの ユ ーザ ーID
、 パ ス ワー ドを準 備す る。

・FCDBの キ ー ワー ドを調べ る

・デ ータベ ース毎 に異 な るコマ'ン ドを燗 べ る
。

・デ ータベ ース毎 に異 な る検 索手順 を 調べ る
。

A②FCDBへ 接 続

rFCDBを 呼 び出す 。

A③FCDBの 検 索手 順で 検索

・FCDB固 有 のキ ー ワー ド
、 コマ ン ドを用 い、FCDBの 検 索 手順 に従 い検索

す る。

A④FCDBの 検 索 結果 の うち特許公 開番 号を入 手

・FCDB検 索 結果(出 願 人、特 許公 開番 号等)の なかで必要 な内容 の もの につ

い て、PATOLISか ら要約 を入 手す るため、 検索結果の うち特 許公 開番 号

を 控え る。

A⑤FCDBと の 接続 を切断

・FCDB検 索 を終 了す る
。

A⑥PATOLISへ 接 続

・DDX-TPへDDX-TP用 の パ ス ワー ド利 用 し接続す る。

・PATOLIS用 の ユ ーザ ーID、 パ ス ワー ドを用 い接続 す る。

A⑦PATOLISの 手 順 でFCDBの 検 索 結果 を照 会

・選択 したFCDB検 索 結果 の特許 公開 番号 を用 い て、PATOLISの 手 順 に

従 って照会 を行 う。

A⑧ 照 会結 果を入 手

・PATOLISへ 照 会 し、 要約 を入 手す る。

A⑨PATOLISと の 接 続を切 断

・PATOLISの 手 順 に従 って 接続 を切断 す る。
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[実 験 シス テムの検索 手順]

B① 事 前 準備

・実 験 システ ム用のパ スワ ー ドを準 備す る。

・実験 システ ムで定 め られて い る標 準 キー ワー ドを調べ る.

・実験 システムの 定め られて い る標準検 索式 の作成方 法を 調べ る。

B② 実 験 シス テムへ接 続

・実 験 システ ムに実験 システ ム用 のパ ス ワー ドを 用い接 続す る。

B③ 実験 システ ムの 検索 手順 でパ ラメータを 指定

メニ ュー方式 の案 内に従 い以 下の パ ラメー タを順 次入 力す る。

・統合検 索 一2を 選択す る。

・表示 され てい る検索期 間 の中 か ら検 索す る期間 を選択 す る。

・標準 キ ー ワー ドを用 い標 準検 索式 を入力 す る。

B④FCDBの 検 索 結果 の うち必 要な特 許公 開番号 を選択

・FCDB検 索 結果(出 願人 、特 許公開 番号等)の なかで 必要 な内容 の もの につ

いて、PATOLISか ら要約 を入手 す るため、 検索 結果 の特許 を選 択す る。

B⑤ 照 会結 果を入 手

・選 択 したFCDB検 索 結 果の うち特許 公開番号 を用 いて 、実験 システ ムがPA

TOLISへ 照 会 し、 結果 を入手 す る。

B⑥ 実験 システ ム との 接続 を切断

メニ ュー方式 の案 内 に従い 実験 シス テム との接続 を切断 し、 検索 作業 を終了 す る。
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図3-3

現 在 の オ ンライ ンデー タベ ース検索手 順

A①

A②

A③

④A

⑤A

A⑥

現在 のオ ジ ライ ンデ 一夕ベ ース と実 験 システ ム

検 索手 順比較(メ ニ ュー検索

事 前 準 備

1つ め のデ ータベ ー

スへ 接 続

1つ め のデ ータベ ー

スの検 索手順 で検索

1つ めのデ ー タベ ー

スの検 索結果 入手

、

1っ め の デー タベ ー

ス との接続 を切断

他 の 各デ ー タベース

の検 索 はA① ～A⑤

と同様

処 理時 間

5分

'1'分

2分

分2

分1

6分

計17分
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①

②

③

B

B

B

B④

⑤B

⑥B

B⑦

B⑧

)

実 験 システ ムの検索手 順

ー
事 前 準 備

実験 システ ムへ 接続

1つ めのデ ー タベー

スを検索す るた めに

実 験 システム用検 索

手順 でパ ラメ ータを

指定

1つ めのデ ー タベ ー

ス検索後の 処理 方法

指定(結 果 表示)

1つ め のデ ー タベ ー

スの検索結 果を 入手

1つ め のデ ータベ ー

ス結果表示 後の 処理

方法指定(検 索 終了

)

他 の各 デー タベ ース

の検索 はB① とB③
～B⑥ と同様

実験 システ ムとの接

続を 切断`

処理時間

3分

1分

2分

1分

分2

分1

3分

1分

計14分



皿.メ ニ ュー検索(各 デ ータベ ースを統一 された検索 方法 で個別 に検索す るパ タ ー ン)

[現 在 の オ ン ライ ンデ ー タベ ース検 索手順]

A① 事 前準備

検 索 を行 うデ ー タベ ースにつ い.て以 下の 各項 目につ いて準備 す る。

・検 索す るデー タベ ースのユ ーザ ーID
、 パ ス ワー ドを準備 す る。

・検 索す るデ ータベ ースのキ ー ワー ドを 調べ る

・検 索す るデ ー タベースの コマ ン ドを調 べ る
。

・検 索す るデ ー タベースの検 索手順 を調 べ る
。

A②1つ めの デ ータベ ースへ接続

・検 索す るデ ー タベース用の ユ ーザ ー1D 、 パ ス ワー ドを用 い接続す る。

(通 信 回線 でDDX-TPを 利 用す るデ ータ ベー スの 場合 は、DDX-TP用

の パ ス ワー ドも必要 とな る)

A③1つ め のデ ータ ベー スの 検索手 順で 検索

・検索 す るデ ー タベ ース固有の キ ー ワー ド等を 用い て、各デ ー タベ ース固有 の検

索 手順(利 用 ファイルの選択 、検 索期 間の設 定 な ど)に 従い検索 す る。

A④1つ めのデ ー タベ ースの 検索結 果 を入手

・検 索す るデ ー タベース固有 の コマ ン ドを用 い検索 結果 を入手す る
。

A⑤1つ めのデ ー タベ ース との接続 を 切断

・検 索す るデ ー タベース固有 の手 順 に従
って接続 を切断 す る。

A⑥ 他 の各デ ー タベ ースの検索 はA① ～A⑤ と同様

他 のデ ータベ ー ス検 索はA① ～A⑤ と同様 に、デ ー タベー ス毎 に異 な るコ マ ン ド、

キ ーワー ドな どの 検索 手順 に従 って検索 す る.
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[実 験 システ ムの 検索手 順]

B① 事 前準備

・実験 シス テム用の パ ス ワー ドを準 備す る。

・実験 シス テムで定 め られて い る標 準キ ー ワー ドを調べ る。

・実験 システ ムの定 め られ てい る標 準検 索式の作成 方法 を調べ る。

B② 実験 システムへ 接続

・実 験 システ ムに実験 シス テム用のパ ス ワー ドを用 い接続す る。

B③1つ めの デ ータベ ース を検索す るた めに実験 システム用検索 手順 でパ ラメータ を

指 定

メニ ュー方式 の案 内に 従い以 下のパ ラメー タを順 次入力す る。

・メニ ュー検 索 を選択 す る.

・表示 され てい るデ ー タベー ス(FCDB 、JOIS(JICST)、ACE中.日 、P

ATOLIS(日 本 特実:公 開特許)の 中か ら検 索す るデ ー タベ ースを一つ 選

択 す る。 ・

・表示 されて い る検 索期 間の 中か ら検 索す る期間 を選択す る。

・標準 キー ワー ドを用 い標準 検索式 を入力 す る
。

B④1つ め のデ ー タベ ース 検索後 の処理 方法指 定

・メニ ュー方式の 処理 案 内に従い 、処理方 法を 選択す る(デ ー タ表 示)。

B⑤1つ めのデ ー タベ ースの検 索結果 を入手

・検 索結果 を入 手す る。

B⑥1つ めの デ ータベ ース結 果表示 後の処 理方法 指定

・メニ ュー方式 の処 理案 内に 従い、処 理方法 を選択す る(検 索終 了)。

B⑦ 他 の各 デ ータベ ースの検 索 はB① とB③ ～B⑥ と同様

実 験 シス テムで統一 されて い るキ ー ワー ド、検索 式、 メニ ュー方法 に よ り、各 デ

ータ ベースを 同一の 操作 方法 によ り個別 に検 索す る。

B⑧ 実験 シス テム との 接続 を切断

メニュー方式 の案 内 に従 い実 験 シス テム との接続 を切 断 し、検 索 作業 を終了 す る。
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ぱ

表3-4 実 験 システ ム と現在 の オ ン ライ ンデ ータベ ースの検 索手順 の比較 概要

現 在 の オ ンライ ンデ ータベ ース 実験 システ ム

パ ス ワ ー ド デ ータベ ー ス毎 に異 な る(4種 類)。 実験システムに接続す るため のパ スワー ド(1種 類)。

キ ー ワ ー ド デ ータベ ース毎 に異 な る(4種 類)。 実験システムで整備 した乃 インセラミ,クス関 係の キ ーワー ド

(単 一)。'

コ マ ン ド デ 「タベ ー ス毎 に異 な る(4種 類)。 メ ニ ュ ー 方 式 に よ り コ マ ン ド レ ス 。

デー タベース利用 開始 利 用者 が個別 に利 用す るデーパースへ接 続す る。 実験システムが4つ のデータベースへ 自動的 に接続す る。

検索式 デ ータベ ー ス毎 に異な る(4種 類)。 実験システムで設定 した検 索式(単 一)。

検索結果の表示 利 用者 がデータく一ス毎 に異 な る表示 方法 を指定 し表 示 させ

る。

実験システムが自動的 に全 文を画 面 に表示 す る。

デ ータベ ース利 用終 了 利用 者 が利用 してい るデー択 一スの接続 を切 断す る。 実験システムが接続 して い るデータベースを 自動 的 に切 断す

る。

検

索

パ

タ

ー

ン

複数 のデ ータベ ー ス

を並列 的 に検 索

利用 者 が検索 す るデータベース毎 に異 な るキーワード、羽ンド等 を用

いて1つ ず つ接続 ・検索 ・表示 ・切 断 を繰 り返 し行 う。

利用者 が実 験システム用の単 一 のキーワード、検索式 を指

定す る。実験システムが4つ のデータベースを 自動的 に順次

検索 し結果 を表示 す る。

FCDBの 検 索結 果

を利用 してPATO

LISを 検 索

利用 者 が検 索 す るデータベース毎 に異 な るキーワード、コマンド等 を用

いてFCOBを 検 索 し、 検索結 果 を控え 切断 す る。FCOBの

検 索 結果 に基 づ きPATOLISへ 接 続 し照会す る。

利用者 が実 験シ貯ム用 の単 一 のキーワード、検 索式 を指定

す る。 実験システムが 自動 的 にFCOBを 検 索 し結果 を表

示 し、 自動 的 にFCOBの 検 索結 果の特許 公開番 号 を

用 いて、P灯OLISへ 照 会 し結 果を表示 す る。

、

統一 された検索方法
で検索

デーパ ース毎 に異 な る検索 手順 で検 索す る。
'

実 験 シ ス テ ム で 設 定 し た 、 キーワード・検 索 式 ・メニェー 方

法 の よ り4つ の データベースを 統 一 の 手 順 に よ り 検 索 で

き る 。



3.4評 価 結果

実 験 シス テムの 評価 は、 「オ ンライ ンデ ータベ ース統合検 索 技術 調査委員 会」 の意 見 及

び公開 デモ ンス トレー ションにお ける 「フ ァイ ンセ ラ ミックスデー タベ ース統合 検索 シス

テム(実 験 シス テム)に 関 す る ア ンケー ト調査 」の 結果 を もとに行 った。

3.4.1ア ン ケ ー ト調 査 結 果

フ ァイ ンセ ラ ミックスデ ータ ベース統合 検索 シス テム(実 験 システ ム)に 関す る ア ンケ

ー ト調査(以 下 「実験 システ ム調 査」 と言 う)の 調査 結果 の概要を 述べ る。 なお 、詳 細 な

集計結 果、 分析 につ いて は 「資 料2.フ ァ イ ンセ ラ ミックスデ ータベ ース統 合検 索 シス テ

ム(実 験 システ ム)に 関す るア ンケ ー ト調査結 果」 を参照 され たい。

3.4.1.1実 験 システ ムで 実現 した機能 の評価(有 効 性)

実 験 シス テ ムで実現 した

① 検索方 法統 一(実 験 システ ムで は、 主に メニ ュー検 索 と して実 現 した)

② 標準 検索式(実 験 システ ムでは、検 索 コマ ン ドの 統一 として実 現 した)

③ キ ー ワー ド統一(実 験 システムで は、 フ ァイ ンセ ラ ミックス分 野 に絞 りキー ワー ド
[

の統一 と して実現 した)

④ 並列 的検 索(実 験 システ ムでは、統 合検 索 一1と して実現 した)

⑤ 検索 結 果利用(実 験 シス テムで は、統合 検索 一2と して実現 した)

につ いて有 効 性を 「非常 に高 い 」 「高 い」 「普 通」 「低い 」 「非常 に低 い」 「その 他 」 と

分 けて調 査 した。 その結果 は、図3-5に 示 す とお り、 「非常 に高 い 」 「高 い」を 合せ る

と約65%～80%と 非 常 に高 い評価 を受 けた。

図3-5.実 験 システ ム開発機 能の有 効性 比較

検索方法統一

標準検索式

キーワヰ 統 一

並列的検索

検索結果利用

0102030405060708090

%膠 非常に高い

100圏 翻 高い

囲1普 通

∈ヨ低い

㎜ 非常に低い
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また 、並 列的検 索(統 合検索 一1)で の 利点 につ いて も調査 した。その結 果 は、 図3-

6に 示 す とお り 「デ ータベ ースへ 個別 に接 続す る必 要な し」を最大 の利点 と してい る
。現

在 、デ ー タベ ースで検索 を行 うに は、 客デ ー タベ ースへ個別 に接続 を行わ ない と利用 で き

ない場 合が 多い。 実験 システ ムでは、ゲ ー トウェイ機 能に よ り各デ ー ダペースへ 自助的 に

接 続す るた め、利用 者が 接続操作 す る必 要 がない ことを評価 した もので あろ う
。

図3-6統 合 検索 一1(並 列 的検索)の 利点

① デー択一スへ個別 に接 続す る必要 な し

② 検索 式ペ ーワードの共 通利用

③ 必要情報存在の事前調査必要な し

④ 必要情報を漏れなく検索

⑤ その他

3.4.1.2実 験 シ ス テ ム へ の 追 加 機 能

実験 システ ムで実現 した機 能の ほか に、 今後 一層利用性 を高 め るため に追加 すべ き機能

,と して、概 念設 計の段 階で検 討 し、 その後 の詳細 設計、実 験 シス テムの開 発の 段階 で実現

しなか った機能 を中心 に調 査 した。 その結 果 は、 図3-7で あ る
。

追加 機能 の うち、辞書 変 換機能 にあた る 「フ リーキ ーワ ー ドや 自然 語 によ るキ ーワー ド

変 換機 能」(12件)、 「自然 語 によ る検 索 コマ ン ド変換 機能 」(ll件)
、 「使 い慣れ

たデ ー タベースの コマ ン ドによ り他の デ ー タベ ースを検索 で き る機 能」(10件)が 多い

の は、 現在 デ ータベ ース毎 に異 な るキ ーワ ー ド ・コマ ン ドを用 いての 検索 作業 が煩雑 であ

るため 、特 定の検 索 コマ ン ド等 を用 いず、 複数の デ ータベース を手軽 に利用 したい とす る

ニ ーズの表 れ と思 われ る。 また、 「他 ネ ッ トワー クとの接 続機 能」(11件)は 、実 験 シ

ステ ムが フ ァイ ンセ ラ ミックス関係 に的を 絞 った ためであ り、 ネ ッ トワー クに よ り多 くの

デ ータベ ースか ら情報を 入手 したい とす る利用者 が多い ことを示 して い る。 その ほか 「ダ

ウ ンロー ド機 能」(8件)、 「操作方 法表 示機能 」(6件)(複 数 回答 あ り)等 の順 とな

ってい る。

財団 法人デ ー タベー ス振興 セ ンターが毎年 実施 してい る 「デ ータ ベース ・サ ー ビスに関

す るユ ーザ ーの意識 調査(昭 和63年 度 調 査)」 において、 利用 者の 多 くが 問題点 と して1

上 げて い る 「自然言語 を検 索言 語 として使 いたい 」(35 .3%)、 「ダ ウ ンローデ ィン

グがで きない 」(28.1%)は 、 実験 システ ムへ の追加す る機 能 と して表 れた 高い ニー

ズ と同様 で ある。 .,_
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図3-7実 験 シス テムへ の追 加機 能
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3.4.2委 員 会 にお け る評 価意見

[

i委員 会 にお ける実験 システム に対 す る意 見を、 以下 に示す。

① 統 合検 索 一1に つ い て

く評 価 に関す る意 見 〉

・検索 中帯 に端 末機 の前に居 な くて も結果 を得 るこ とが で きる
。

・標準 検索 式を 入力 す ると最後 まで 検索 して しま うた め、検 索式を入力 す る場合 は、

事 前に十 分 な検討 が必要 であ る。

・ゴ ミを拾 う可 能性 があ る
。

〈追 加 機能 に関す る意 見 〉

・各 デ ータベ ース毎 の特徴 を生か した検 索がで き るよ うにす るため に
、 キー ワー ドを

追 加 ・削除で きるよ うな機能 が必 要で あ る。

・一 つめ のデ ー タベー スの 検索結 果を見 て・検索 式の 変更 や検索の 中止 がで き るよ う

な機能 が必 要で あ る。

・検 索を 開始す る前 に
、す べて 自動で検 索す る(検 索 指定 したデ ー タベース を順次 検

索 す る)か 、逐 次検索す る(検 索指定 したデ ー タベ ースを検索 が終了 し、 次のデ ー

タベ ースを検 索す る前 に、利 用者 に確認をす る)か 、問 い合わせ る機 能が必 要で あ

る。

② 統合 検索 一2に つ いて
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〈評 価 に関す る意見 〉

・FCDBとPATOLISと の デ ー タ更新 の時 差が なければ大 変 よい。

③ メニ ュー検索 につい て

く評価 に関す る意見 〉

・メニ ュー形式で アプ ローチで きるの は、調 査の初期 の段階 でか な り効 果を 期待 で き

る(検 索 労力の合 理化)。

・あ る程 度の レベル以上 の ことを期 待す ると、 コマ ン ド方式 でゆ っ くり試行 錯 誤を繰

り返 していか ない と大事 なデ ータを落 と して しまいそ うな危険 性が あ る。

・会 話形 式が必 要な場 合(出 力様 式、 出力件 数表示 な ど)へ の対 応 を考 え る必 要が あ

る。

④ キー ワー ド変 換 ・統 一につ いて

く評価 に関す る意見 〉

・キ ー ワー ド変換 テ ーブルの充 実が必 要 であ る。

・キ ー ワー ド一覧が で きるだ けで も素晴 らしい。

・シソー ラスの相互 変換 、メ ンテ ナ ンスに膨大 な時間 が必要 とな る。

・開 発費 が相当か か ると考え られ る。

・辞 書の 作成が困 難で はないか
。

〈追加機 能 に関す る意見 〉'

・単語(キ ーワー ド)の 一覧 表を メ ニ ューの よ うに表示 させ マ ウス を利用 して 選択 す

る機能 が必要 であ る。

・新 しいキ ー ワー ドが現れ た ら自動 的に追加 す る 自己増 殖機能 を持 たせ るとよい と思

う。

⑤ 検索速 度 につ いて

く評価 に関す る意見 〉

・実験 システ ムで は、キ ー操作 が少 な くな るこ とや、統 合検索 一2で 特 許公 開 番号 の

入力 誤 りがな くな るなど によ り、 検索結 果 を得 る時 間は個別 の デ ータ ベース の検 索

に比 べ て短 くな る。

・FCDBは 任 意 の文字列 検索(キ ーワー ドをその まま文字列 と して扱
ってい る)を

行 って い るた め時間 がかか る。

・表示 速度 を も っと早 くす る必要 があ る(9600bpsク ラ スが必 要)
。

⑥ その 他

く評価 に関 す る意 見 〉

・デ ー タベ ース システムの構 築 に関 し、行 政機 関か らの資 金的 援助 が必 要で あ る。

・デ ータベ ースを検索 す るの に大変便 利で あ ると思 う。

・実 用 化の サ ンプ ルと して は
、 非常 によい もの であ る。

・実験 システムは素 人で も検索 式が わかれ ば よいので
、 非常 に使 い勝 手が よい。

・海外 な どはゲ ー トウェイ接続 の仲 介 は多い が
、検索 方法 まで仲 介を 行 う システ ムは

例を 見 ない と思 う。

・大変 素晴 らしい と感 じた。 今後 他部門へ も発展拡大 を期待 した い。
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・技術 的 に は、 ほぼ実用 レベ ルに達 した成果 と思 う。

・本 シス テ ムの機能 を拡張 し
、実 用化 シス テムに発展 させて ほ しい。

〈追 加機 能 に関 す る意 見 〉

・一度 セ ンター に接続 した後、 セ ンターで検 索中 はセ ンターとの通 信を切 り、 検索 が

完 了 した後 、 セ ンタ ーか らユ ーザ ーに アクセ スをか け、検索 事項 を 出力 す る形式 を

と った 方が よい と思 う。

・セ ンタ ーに接続 した後
、検 索す るデ ータベ ースを選ぶの では な く、 セ ンターが一 つ

の大デ ータベ ースセ ンターであ るよ うに見せ かけ、 ユーザーの 要望す る事 項を即 検

索 す るよ うな形 がよい と思 う(検 索す る方法 はユ ーザ ーに知 らせ る必 要 な し)。

・実験 システ ムが将来他 の分 野の デ ータベー スに も応用 でき
、 ネ ッ.トワークで ど こか

らで も検 索で き るよ うになれ ば素晴 らしい.

3.4.3評 価 の ま と め

卜

① 統 合検 索 一1(複 数 のデ ータ ベースを並 列的 に メニュー方式 によ り検索 す る)

実 験 システ ム調 査結果 や、昭 和62年 度 に実施 した 「オ ンライ ンデ ー タベー ス利 用支 援

に関す るニー ズ調査 」 におい て現在 のオ ンライ ンデ ータベース利用 上 の問 題点 と して 「一

つのデ ータベ ース で は必 要情 報が得 られ ない」、 「利用 方法が複雑 で あ る」が指 摘 されて

い る。 これ らに対 し、実 験 システ ムで は統 合検索 一1と して実現 した。

実 験 シス テム調 査結果 の うち統合 検索 一1に つ いて の評価 は、 有効 性が 「非常 に高 い」、

「高 い」 が70.8%を 占 め 、他 の実験 シス テムおい て実現 した機 能 と同様 、高 い評価 を

受 けた。 高い 評価 の理 由は、 通常 デ ータベ ースを利用す る場合、 一つ のデ ー タベ ース の検

索 によ り 目的 が達 っせ られ る ことが少な い。 また、複数 のデ ータベ ースを 検索 し結果 を得

るには、 各デ ータベ ース固有 の キー ワー ド、 コマ ン ドな ど異 なる検索 方法 の修 得が必 要で

あり、 さ らに、各 デ ータベ ース毎 に接続 しな け らば な らない とい う繁 雑 な操作 があ るため

で あ り、 この 実験 システ ムで は、 各デ ー タベ ースへ 自動的 に接続 した り、 実験 シス テムで

定 めた標 準 キ ー ワー ドや標準 検索 式を一 度指定 すれ ば、複数のデ ータベ ースを検 索で き る

ことが理 由と思 われ る。

一度標 準検 索 式を設 定 し
、 検索 を開始 す る と複数 のデ ータベー スの 検索 が終 了す るまで

進 んで しま うた め、標 準検索 式 を設定す る場 合にお いて十分 に確認す る必 要 があ るとい う

問 題点 があ る。

② 統 合検索 一2(FCDBの 検 索結果 を用 いてPATOLISを メ ニ ュー方 式 によ り検

索す る)

「コマ ン ド ・キ ー ワー ドを調 べ るのに手間 がか か る」 などの問題 に対 し、実 験 シス テム

では統 合検索 一2を 実 現 した。

統合検 索 一2に 対す る評価 で は、有 効性が 「非常 に高い」 、 「高 い」 が65.2%を 占

め高い評 価 を受 けた。 これ は、PATOLISを 検 索す る場 合キ ーワ ー ドが記 号の ため検

索 しづ ら く、 また、PATOLISで 要 約を 得 るための照会 作業を行 うには特 許番号 を調
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ぺ 、利用 者 が番号 入力を 行 わなけ らば な らず 、入力 誤 りが発 生す る割合 が高 い ことか らと

思 われ る。 しか し、実験 システ ムでは、 日本 語キ ー ワー ドに よる検索が 行え 、ま た、FC

DBの 検 索 結果 の特許番 号用 い、実 験 システ ムが 自動的 にその特 許番 号を入 力す るた め、

入 力誤 りがな くな ることへ の評価 であ る。

2つ のデ ー タベー スをわ た って 検索す るため に、両方 のデ ータベ ースのデ ータ更新 の時

点が 一致 して いない と機能 が十分 発揮 されな いとい う問 題点 があ る。

③ メニ ュー検 索(各 デ ー タベース を統一 された検索方 法 で個別 に検索す る)

「利用 方法 が複雑 であ る」、 「検索 コマ ン ドがデ ータベ ース によ り異 な るため利 用 しに

くい」 な どは、デ ータベ ー ス毎に検 索方 法が 異な るため、利 用者 に とって最 も使 いづ らい

問題 で あ る。 これ らに対 し利用 支援 のた め実 験 システムで は、 メニ ュー検索 や、 標準検 索

式 と して実現 した。

メ ニュ ー方 式 に対 す る評価 は、有 効性 が 「非常 に高い 」、 「高 い」 が80.8%を 占 め、

他 の機 能同様 高 い有 効性 が あ ると評 価 され た。 また、標準 検索式 も高 い評価 を受 け た。 こ

れは、 現在 デー タベ ース毎 に検索手 順が 異 な るた め、 メニ ュー方 式で 各デ ー タベ ースが検

索で き るとい う検 索手順 の統 一 とい う面か ら高 い評価を受 けたと思 われ る。

問 題点 と して は、 日頃 か らコマ ン ド形式 に慣 れてい る利用 者に と って は、 メニ ュ ー方 式

では 、検索 時間 が多 くか か るし、細 か い操 作が で きないな どが考え られ る。 しか し、 メニ

ュー方式 を採用 す るこ とによ り、 コマ ン ドを使用 す る必 要が な くな り、 マ ニ ュアル レス と

な るため 、実験 シス テ ムで想定 した検 索 技術を 十分取得 して いな い利用 者 にお いて も、 検

索 が容易 にで き ることで 、 この 問題 点 は解 決 され ると思 われ る。 さ らに、最 近の デ ータ ベ

ース は、 メ ニュ ー方 式を 採用 してい るものが 多 くな って きてい るこ とか ら も、 メニ ュー検

索、 標準 検索式 は、利 用 支援の 有効 な方 法の一 つで あ ると言え る。

④ キ ー ワー ド統一

「目的 に応 じた キー ワー ドが統一 され て いない 」、 「コマ ン ド ・キー ワー ドを調べ るの

に手 間 がかか る」 な ど現 在のデ ータベ ース毎 に異 な るキ ー ワー ドの問 題 に対 して、 実験 シ

ステ ムでは4つ のデ ー タベ ースの キ ーワー ド変 換表 を作成 した。 キ ー ワー ド変 換表 の分 野

を ファイ ンセ ラ ミックスに絞 って も有効 性 が 「非常 に高 い」、 「高 い」が70%を 占め 高

い評価 を受 けてお り、 これ は、キ ー ワー ド変 換機 能の充実 に対す るニー ズが高 い こ とを 示

してい る。 また、 委員会 な どにお いて も拡 充すべ き最 も重要 な機 能 であ る との 意見 が 多か

った。

⑤ 追 加機 能

今 後の追 加機 能に対 す る意見 と して、 「フ リーキ ーワー ドや 自然 語 によ るキ ー ワー ド変

換機 能」、 「自然 語 によ る検索 コマ ン ド変 換機 能」、 「使 い慣 れた デ ータ ベー スの コマ ン

ドによ り他 のデ ー タベ ースを検索 で き る機 能」 、 「他 のネ ッ トワー クとの接 続機 能 」、

「ダ ウ ンロ ー ド機能 」、 「統合検 索 一1に おい てキ ー ワー ドを追加 ・削 除 で きる機能 」 な

どが 指摘 された。
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「フ リーワ ー ドや 自然語 によ るキ ーワー ド変 換機能 」、 「自然語に よる検索 コマ ン ド変

換機能 」 は、 利用 者 が検索 の専 門家で あ るな しの如何 を問 わず、すべ ての利 用 者 が 自然 語

を用 いて手 軽 に検索 でき るよ うに した い とす るニーズの表 れ と思われ る。

「使い慣 れ たデ ータベ ースの コマ ン ドに よ り他 のデ ータベ ースを検 索で きる機 能」 は、

前 述の 自然語 によ る コマ ン ド変 換 に比べ使 い易 さはやや低 くなる ものの、検 索 の専門 家 に

と って は、使 い慣 れた コマ ン ドで 他の多 くのデ ー タベ ースを検索 したい との ニー ズの表 れ

と も思 われ る。 なお、実 現性 の面 か ら早期 に実 現 され る可能性 が高い機 能 とも思わ れ る。

「他 の ネ ッ トワーク との 接続機 能」 は、本実 験 システ ムを フ ァイ ンセ ラ ミックス関連 の

デー タベ ースの一 つ と して他の ネ ッ トワー クか ら利用 した り、あ るい は、他 のネ ッ トワー

クへ のゲ ー トウ ェイ接続 と して のニ ーズの表 れ と思 われ る。

「ダウ ンロー ド機 能」 は、制 度面 で実現す るには問題 も多いが、利 用者 が 日頃 使 い慣 れ

て い る端 末機 でデ ー タを 自由に加工 したい との ニーズの表 れで あ ると思 われ る。

「統合 検索 一1に お いて キー ワー ドを追加 ・削除で きる機能 」は、検索 す る場 合 最初 に

指定 す る標準 キ ー ワー ドは、 検索す るデ ータ ベース に共 通的 に検索す る場合の キ ー ワー ド

と して の役割 を もつ。 しか'し、デ ー タベース は各々特徴 を も ってお り、 その特 徴 にあ った

キ ーワー ドを用 いて検 索す るの が最 も適 して い るため、 デ ータベ ース毎にキ ー ワー ドの追

加 ・削除 が必要 と思 われ る。

⑥ その 他

現 在の オ ンライ ンデ ータベ ースを利 用す る上で、 最 も問 題点 と して指摘 が多 い 「料 金 が

高 い」 につVN .て、 実 験 シス テムで は、統合検 索 一2の よ うに特許 番号の入力 誤 りが な くな

った り、 検索 手順 を 自動 的 に行 うため利用 者が入 力す るに比べ応 答ス ピー ドが 早 くな る こ

とに よ り効 率 よ く検索 で きる ことか ら、一つ の解 決法 と して位 置付け られ る。

以上 の よ うに実験 シス テムに対 して、 多 くの 追加機 能の要 望や問題点 も指 摘 されて い る。

しか し、 「非常 にデ ー タベー スを検索す るの に便利 であ る。 」、 「海外 などはゲ ー トウ ェ

イ接 続の仲 介 は多 いが、検 索方 法ま で仲介を行 う システ ムは例を見 ない と思 う。 」 な どの

高 い評価 が多 くあ り、 「本 システ ムの機能を 拡張 し、実用化 システムに発展 させ て ほ しい。

」、 「実 験 シス テムが将来 他の 分野 のデ ータベ ースに も応用 で き、 ネ ッ トワ ー クで どこか

らで も検 索で きるよ うになれ ば素晴 らしい。 」 などの よ うに実用 化の期 待 も高 い。

これ らの意 見 や実験 シス テム調査 結果か ら総合 的 に判 断す ると、オ ンライ ンデ ー タベ ー

スを利用 す る上 で有効 な利用 支援 の一つの 手段 と して考 えた 「統 合検索 シス テ ム」 は、実

験 システ ムに よ って、 その有 効性 が実証 された と思 われ る。

41



4.デ ー タ ベ ー ス 利 用 支 援 の 動 向

本調 査研究 では、デ ータベ ースの利 用支 援の一 手段 と して 「統合 検索 システ ム」を考 え

た が、今 後 の研究調査 にお ける参考 とす るため に、複数デ ータベ ース検索利 用技術 の動 向

や 他の利 用支 援の方策 につ いて も、調 査お よび一一8E資 料 収 集等 を行 った
。

4.1富 士 通 エ フ ・ア イ ・ ピ ー ㈱ の 「G-Search」 に つ い て

G-Searchは 、 富 士通 エ フ ・ア イ ・ピ古方㈱
、富士 通㈱、 ㈱平 和情 報セ ンタ ーな ど

のデ ー タベ ース販売業 者(デ ィス トリビュータ)が 、各 々の持つ サ ー ビス メニ ューを 提供

す る統 合デ ータベ ースサ ー ビス であ る。

G-Sea
.rchは 、 既 にサ ー ビス されて い る各 種デ ータベ ース をゲ ー トウ ェイ接続 を

行 うて い る。そ のため次 の よ うな主 な特 徴が あ る

① あ る情報 が複数 のデ ータ ベース にまた が って 存在す る場合 は、 個別デ ー タベ ース毎

に、接 続、検 索、切 断、 繰 り返 すtZ・要 が あ るが 、G-Se・archで は
、ゲ ー トウ ェ

イ接続 によ り、個別 デ ータベ ースの接 続 ・切断 の必 要が な くな るため
、 検索 フ ァイル

、 の 切 り替え が容易 とな り、 複数 のデ ー タベー ス間の相互検 索 が可 能 とな る。

② ユ ーザ ーID・ パ ス ワー ドは、 通常 個別 デ ータベー スの契約 毎 に複数 必要 とな るが
、

G-Searchで は 、ゲ ー トウ ェイ接続 のため、 ひ とつ の ユ ーザ ーID・ パ ス ワー

ドで複数 のデ ータベ ースを 検索 で きる。

G-Searchの サ ー ビスを行 うに あた って、各デ ィス トリピ=一 夕間 での業 務協 力

の 目的の 一つ にデ ータベ ース利 用の標 準化(契 約 ・1D・ 検 索 コマ ン ドの統 合化)が ある
。

検索 コマ ン ドの統合化 につ いて は、現在 のG-Searchに お いて
、 統合 化 されてお ら

ず、 個別 のデ ー タベースの 検索 コマ ン ドを利 用 してい る。

今 後 は、 既 にサ ービス されて い るデ ー タベー スの検索 コマ ン ドの 統合 化 は、 非常 に困 難

で ある。 そのた め、個 別 コマ ン ドの統合 化以 前 に、 メニ ューな どによ り検 索す る個別 デ ー

タベースを 選択(選 択 す る ことによ り検 索す るデ ー タざ 一スが 限定 され るため
、 コマ ン ド

体系 を定め ることが可 能 とな る)し 、 キー ワー ドとG-Searchの 共 通的 な検索 コマ

ン ドによ り、共 通的 な検 索 コマ ン ドを個 別デ ー タベース毎 の検索 コマ ン ドへ変 換 し
、検索

式 を徹 して・デ ー タベ ースを検索 す る シス テ ムを構 築す る構想 が あ る。

4・2リ モ ー トデ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス(
.RDA・R・m。t・D・t・baseAccess)に つ い て

㈱ 情報 処理 相互運 用技 術協会(以 下、INTAPと い
、う)は 、 情報処 理分 野 にお け る相

互運 用性 を確 立す る とい う目的 のた め、昭 和60年12月 に 設立 され た
。INTAPは 、

研究 開発 、国 際交流、 試験 検証 な どの 事業 を実施 してい る
。

研 究開 発事業 で は、 相 互運用 性確立 の根 幹技術 とな るOSI(OpenSystemslnter-

connection)に 基 づ いて各 種の実 装規約(*)の 開 発を行
ってい る。
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INTAPに お いて開発 されて い るRDA実 装 規約 は、各所 に分 散配 置 されて い るttrシ

ス テム 上に存 在す るデ ータベ ー スを遠隔 地か ら操作 ・処 理す る機 能で あ り、 他の システ ム

に必 要 なデ ー タベース、項 目が ある場合 に、 両 システム間で どのよ うに通信 を行 い、デ 一

夕ベ← ス操 作を行 うのか とい う詳細 な規 約を定 めて いる。

利用者

L
.RDAプ ロ トコル

十SQL

⇔ 一 ーーーー一 一一 一「 ⇒

RDAを 用 いた シス テムモデ ル では、aシ ステ ムを利用 して い る者 が、aシ ス テムのa

DBMSを 利 用 し検索 を行 う。 しか し、aシ ステ ム内にないデ 一 夕ペ.一ス 又 は項 目であ っ

た 場合 は、他 システムの 協力が 必要 とな り、RDAク ライ アン ト(操 作の 要求 側)にbシ

ステ ムへの 依頼項 目を要求 す る。RDAク ラ イア ン トはRDA規 約 に基づ き、bシ ス テム

と接続 し、要 求を 渡す。要 求 され たbシ ス テムは、RDAサ ー バ(要 求 された 事項 を処 理

す る側)と してbシ ス テムのbDBMSを 利 用 し、aシ ステ ムへ検索 結果 を応 答す るとい

う検 索 の流 れ とな る。

*OSI規 格 の中 か ら実用 的 で調和 の とれた必要 な機 能の みを 選択す るサ ブセ ッ ト化

と、そ れ らを再び組 み合 わせ る再構成 と、 パ ラメタ値を決 定す る詳細 化が なされ た規

約 。

4.3⑭ デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー の ク リ ア リ ン グ ゲ ー ト ウ ェ イ シ ス テ ム に つ い て

働デ ー タベ ース振興 セ ンター は、㈱ 機械 システ ム振興協会の 協力 を得 なが ら、 昭和62

年 度 か ら3年 計画 で調査 研究 され てい るデ ータベ ース ・ク リア リング ・ゲ ー トウ ェイ ・シ

ステ ム(以 下 「CGシ ス テ ム」 とい う)は 、 デ ータベ ース に関 す る種 々の情 報 をネ ッ トワ

ー クを 通 じて利用 者へ提 供す るだ けで はな く
、複数 のデ ータベ ース と相互 接 続 でき る シス

テムで あ る。 昭和63年 度 に開 発 され たCGシ ス テム(セ ンタ及 び端末 機)の 機 能等 は、

以 下の とお りで あ る。

① セ ンタ

(a)ゲ ー トウ ェイ機 能

DB毎 に 異な る通信手 順 等を端 末 エ ミュ レー ト形式 で接続 す る こと と し、DBの

接 続/切 断 、端末 機 とDBと の 間の 中継、特殊 端末の エ ミュ レー トを 行 う。
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(b)標 準 コマ ン ド機 能.

DB間 で で きるだ け共通 とな るコマ ン ドを抽 出 し、 標準 コマ ン ドを設 定す る。

(C)そ の 他の機 能 ・'

利 用 者管理 機能 、 課金機能 、 リモ ー トメ ンテナ ンス機能 等が あ る。

②端 末 機

(a)ア ップ ロー ド/ダ ウンロー ド機 能

ア ップ ロー ド機 能 では、 ファイルか ら内部 形式の デ ータをASCIIモ ー ドで読

だ し、 通信 コー ドに変換 して送信 す る。

ダ ウ ンロー ド機 能 で は、ASCIIモ ー ドで受信 した デ ータを 内部形式 に変 換 し

て フ ァイ リングす る。

(b)そ の 他 の機能

ハ ー ドコ ピー機 能 、同時 プ リン ト機 能等が あ る
。

③・CGシ ス テ ム接続DB

(a)テ レガ イ ド(東 京 テ レガ イ ド)

(b)日 経 ニ ュー ステ レコ ン(日 経 新聞 社)

(c)'TSR-BIGS(NTTデ ー タ通 信)

(.d)テ ク ノマ ー ト(ビ デオ テ ックスセ ンタ ー)
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5.ま と め

現在 、わ が国 に は数 多 くの デ ータベ ースが サー ビス され ている。 これ らのデ ー タベ ース

の多 くは中央 集 約的 に構築 されて お り、 地域 と して利 用す る場 合な どの情 報 にな ると必 ず

しも満 足で き る もの では ない。

名古 屋地 域 は、全国 有数の 工業 集積地 域で あ り、繊 維、陶磁 器な ど地場産業 の集 積 が厚

く、全 国 に占 め るそ の割合 も大 きい。今 後、 当地 域が 新た な発 展を図 って行 くた めに は;

研 究開 発機 能の 強化 が必要 と され てい るが、 そのため には、 オ ンライ ンデ ータベ ース サ ー

ビスの 有効利 用 及 びその利用 に対す る支 援は欠か す こ とので きない課 題で あ る
。

まず 、 当地 域 の オ ンライ ンデ ータベ ースの利用 状況 およ び利 用ニ ーズを探 るた め に、昭

和62年 度 に 「オ ンライ ンデ ー タベ ースサ ービス利用 支援 に関 す るニ ーズ調 査」 を実 施 し

た.そ の結 果、 現在 オ ンライ ンデ ー タベースを利 用す る上で の重要 な問題点 と して 「料金

が 高 い」、 「検 索 コマ ン ドが デ ータベ ースに よ り異 な るため利 用 しに くい 」、 「コマ ン ド

・キ ー ワー ドを 調べ るの に手 間がか か る」
、 「欲 しい 情報が どのデ ータベ ース に入 って い

る か分 か らな い」、 「目的 に応 じたキ ー ワー ドが統一 されて いない」 な どが上位 に挙 げ ら

れ た。 なお、 公 開デ モ ンス トレー シ● ン時 にお いて実施 した 「ファイ ンセ ラ ミックス デ ー

タベ ース統合 検 索 システ ム(実 験 シス テム)に 関 す る細査」(以 下 「実験 シス テム調 査 」
∫

と言 う)も 、 同様 の結 果 とな って い る。

一 方
、 オ ンライ ンデ ー タベ ース を利 用 してい ない、 あるい は利用を 中止 した理 由 につ い

て は、 「必要 なデ ータベース がな い」 「通 信料金 が高 い」 「デ ータベ ース使 用料 が高 い」

な どで 、費用 にかか る問題が上 位を 占め、 「端末 機が ない」 「通信 ソ フ トが高 い」 「端末

機 が高 い」 な どの理 由を上げ てい る企業等 は非常 に少 ない。 このよ うに、 現在の オ ンライ

ンデ ータベ ー スは、必 要な情 報が複 数のデ ー タベース に分 散 していた り、検 索方 法や キ ー

ワー ドに も違 い があ るな ど必 要な情 報を効 率 よ く取 り出す 点で 問題が あ り、 この 点が デ ー

タベ ース利用 を阻 害 してい ると考え られた 。

この ため、 利用 に対 す る有効 な支 援の一 つ と して地 域に分散 して存 在 してい るデ ー タベ

ース群 を利用 者 か らみ た場合 あた か も一つ の 巨大 なデ ータベ ース(本 報告書 で は
、 これを

「統 合 検索 シス テ ム」 と表現)と して と らえ、地 域特性 を踏 まえた統 一的 な操作 法、 検索

手法 等 によ り利用 で きる シス テム につ いて 調査研 究を行 った。

調 査 研究 は、昭 和62年 度 に 「統 合検索 シス テム」概念 設計 を行い 、昭和63年 度 は、

以上 の統 合検 索 シス テムの考え 方を具 体的 に実証す るため に、概念 設 計に基 づ き詳細 設計

を行 った。

平成 元 年度 は、 前年度 の 「フ ァイ ンセ ラ ミックスデ ータベ ース統 合検 索 シス テム 《実験

システ ム)」 の詳 細設 計に基づ き、以 下の3つ の検 索パ ター ンを実現 した。

①複 数 のデ ー タベ ースを並列 的 にメニ ュー方式 によ り検 索す るパタ ー ン

②FCDBの 検 索結果 を用い てPATOLISを メ ニ ュー方式 によ り検索す るパ ター ン

③各 デ ータ ベ ースを統一 された 検索方 日…で 個別 に検 索す るパ ター ン
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「オ ンライ ンデ ータベ ース統合検 索技 術 調査委 員会 」及びデ ータベ ースに関 心の あ る者

を対 象 と して、開 発 した実 験 システ ムのデ モ ンス トレー シ ョンを開催 した。デ モ ンス トレ

ー シ ョン後 に実験 シス テム調査を 実施 し
、 その結 果や意 見を 参考 に本実 験 シス テムの評 価

を 行 った。

実験 システ ムで 実現 した機 能への評 価 は以下 の とお りで あ る。

統合 検索 一1は 、他 の実験 シス テムお いて実 現 した機能 に比べ、 最 も高 い評 価を 受 けた。

その理 由は、実験 システ ムが各デ ータ ベー スへ 自動 的 に接 続 した り、実験 システ ムで定 め

た標準 キー ワー ドや標 準検 索式を一 度指 定す れば、 複数 のデ ータベー スを検 索で き るた め

で あ ると思わ れ る。 しか し、検索 を開始 す る と複 数のデ ー タベースの検 索が 終了す るまで

進 んで しま うため、標 準検 索式を 設定す る場合 におい て十分 に確認す る必要 が あ るな どの

問 題点 が指摘 され た。

統合 検索 一2も 高い評 価を受 けた。 理 由は、特 許情 報に関 して 日本 語 キー ワー ドによ る

検 索が 行た りミ要 約を 得 るための 紹介 作業 にお いて 自助的 に特許番号 を入 力す るた め、 操

作 性 が簡略 化 されたた め と思 われ る。 しか し、2つ の デ ータベ ースをわ た って検索 す るた

め に、 両方 のデ ー タベー スの デー タ更 新 の時点 が一致 して いない と機能 が十分 発 揮 されな

い な どが 、問題点 と して指摘 された。

メニ ュー検索 や、標 準検索 式は、 他 の機能 同様 高い有効 性が あ ると評 価 された 。そ の理

由 は、 メ.ニュー方式 を採用す ることに よ り、 コマ ン ドを使 用す る必要 がな くな り、 マニ ュ

アル レス とな るた め、検索 技術を 十分 取得 してい ない利用 者 において も、 検索 が容易 にで

き るた めで あ ると思 われ る。

実験 システ ムにおいて 作成 した キ ー ワー ド変換 表 につ いて も、キ ー ワー ド統 一の ニ ーズ

が強 い ことか ら高 い評価 を受 けてお り、 キー ワー ド変 換機能 は充実す べ き重 要な機 能 であ

る と思 われ る。

ま た、現 在の オ ンライ ンデ ータ.ベース では コス トが高い とい う問題 点 に対 して は、実 験

シス テム を利用す ると、統合検 索 一2の よ うに特許番 号の入 力誤 りが な くな うた り、検 索

手順 を 自動 的 に行 うた め利用 者が入 力す るに比 べ応答 ス ピー ドが 早 くな るこ とな どによ り、

効率 よ く検 索で き るため低 コス トとな る利点 があ る。

以 上の よ うに実験 シス テムに対 して、 多 くの機 能追加の 要望や 問題点 も指 摘 されて い る

が、 実験 シス テ ム調査 結果 や、実用 化を 期待す る意見か ら総合的 に判断 す る と、 「統 合検

索 シス テム」 は、 オ ンライ ンデ ータベ ース利用 支 援のた めの有効 な一手 段 と言 うことが実

証 された と思 われ る。
メ

以 下、 オ ンライ ンデ ータベ ースの利用 支 援の有 効な方 法 と しての 「フ ァイ ンセ ラ ミック

スデ ータベ ース統合 検索 シス テム(実 験 システ ム)」 を 実用化 システム と して発展 させ る

ための機 能の 必要性 や問 題点 などにつ い て、他 の利用支 援の方 策や動 向 を踏 まえ 述べ る。

① 他 ネ ッ トワー ク との接続 の必 要性

デ ータベ ースか ら情報 を得 るには 、1つ のデ ータ ベースか ら情報 を得 るの で はな く、

複数 の関連 のあ るデ ータベー スか ら得 る場 合が 多い と思 われ る。現 在の オ ンライ ンデ
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一 夕ペー スは、ゲ ー トウェイ機能 によ り徐々 にで はあ るが他ネ ッ トワー クとの接続 が

広 が りつつ あ る。'しか し、通 信手順 が異 な る(例:一 般 のデ ータ通信 と ビデオ テ ック

ス)ネ ッ トワーク間を接 続 す るには、通 信プ ロ トコル変 換が必要 となるた め、 あま り

進ん でい ない。 そのた め、 実用 シス テムで は通信 技術の 進展を踏 まえ つつ 接続が 可能

な ネ ッ トワー クか ら順 次 接続を図 らなけ らば な らない。

② キ ーワ ー ド変換機 能の 充実

本 実験 システ ムで は、 特定分 野 に絞 りキー ワー ド変 換表 を作成 し、 その有 効性 が確

認 され た。 しか し、 分野 に絞 った ギー ワー ド変換表を メ ンテナ ンスす る には、大 変な

労 力が 必要 とな る。 これ は、 管理 され体 系化 された キー ワー ド(統 制 キ ー ワー ド)変

換 表 であ り、 時間 をか け充実 し、標 準化 して は じめ て充実 が図 れ るか らで あ る。

この統制 キ ーワー ド変 換 表機能 に、体 系化 され ていな い フ リー キー ワー ドも 自動的

に組 み込 め る機能 を追 加す る必要 があ る。新 しい キー ワー ドが 出て きた とき、 その キ

ー ワー ドを統制 キー ワー ドと しな くて も統合検索 を可能 にす る ことが必 要で あ る
。 こ

の要 望 に答 え る ことがキ ー ワー ド変換機 能の充実 につな が る。 キ ー ワー ド変 換機能 の

継 続 した 研究開 発が 、 この シス テム実用 化の決 め手 とな ると思 わ れ る。

今 後、 キ ーワrド 変 換 機能 には人工 知能技術 の利用 な ども必要 とな ろ う。

③ 自然語 に よる検索 コマ ン ド変 換 と使 い慣 れたデー タベ ースの コマ ン ドによ り他 のデ

ータ ベース を検 索で きる機能 の必要 性

メ ニ ュー方 式を採 用 した実験 システ ムでは、デ ータベ ースを使 い慣 れて いない 人に

対 しては、非 常 に使 い易 い シス テムで あるが、 日頃 コマ ン ドに慣 れ た人 に とって は、

メニ ュー によ る案 内が、 検索 時間 を引 き延ば した り細 か い検索 操作 の障害 とな りかね

ない。 その ため、 使い 慣れ たデ ータベ ースの コマ ン ドを使 って他 の デー タベ ースを検

索 した り、 日頃使 って い る 自然語 を各デ ー タベ ースにあ う検索 コマ ン ドに変換す る機

能 が必 要で あ る。 誰 にで も幅広 く利 用 され るため には、 メニ ュー方 式や コマ ン ド方式

の両 方を利 用で き るシス テ ムで あ るこ とが望ま しい。

④ ダ ウ ンロー ド機能 の必要 性 と問 題点 および フ ォーマ ッ ト変 換機能 の付 加

現 在の 多 くの オ ン ライツ デ 一夕ベ ース は、 ほとん どダ ウ ンロ ー ドす る ことを認め て

い ない ため、利 用者 は検索 した 結果 を再度入力 し加 工 して いる場合 が 多い。 検索結 果

の再 入力 の作業 を軽 減す るため に、 ダ ウ ンロー ド機能が 必要 であ る。 しか し、 ダウ ン

ロー ド機 能を十 分 に活用す るには、 自 由にダウ ンロー ドす る ことを認 めて いない制 度

面 の対応 が問題 と して残 る。

単純 に検索結 果を ダ ウ ンロー ドす るの ではな く、一般 に流通 して い る加工 機能 を持

った ソ フ トを利 用 でき るよ うにす るため、 ダ ウンロー ドを 行 う場 合 に統一 的な フ ォー

マ ッ トに変換 す るフ ォーマ ッ ト変換 機能 を追加す る必 要 があ る。

⑤ デ ータベ ースの 増加 とハ ー ドウ ェアの強 化の必要性
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実 験 シス テムを実用化 す るため に は、 フ ァィ ンセ ラ きツクス関 連の情報 に絞
った と

して も・ 今後多 くのデ ー タベー スサ ービスが 開始 され ると予 想 され
、それ らを利 嗣

能 とす る必要が あ り、 さらに、利用 者が 多数 とな るこ とへ の対応 も必要で あ る
。 しか

し、現 在 はパ ソコ ンを使 って 、公衆 電話 回線 を利 用 しデ ータベ ースに接続 して い るた

め、4つ の デー タベ ースへの 対応が 限界 であ り、利用者 が ア クセ スす る回線 も一つ で

ある。 これ らに対応 す るため には、 デ ータベ ース提供者 と専 用回線 によ り接続 した り
、

アクセ スす る回線を 多重 回線 化 した り、① の他 ネ ッ トワーク との接 続な どの処 理を ス

ムーズ に行わせ るた め には
、複 数の プ ログ ラムが同時 に稼働 す るハ ー ドを強 化す る必

要が あ る。

⑥ 実用 化 シス テムの構 築場所

実用 化 シス テムの構 築場所 と して は、 これ を端末 機用 ソ フ トとす るか
、本 実験 シス

テム のよう なデ ータ ベ ースサ ービス業者 と利 用者 の間に位 置付 け るか
、機能 に よ って

構築場 所 を分 け全 体 と して機 能す るよ うな システ ムにす るか など
、議 論が分 かれ ると

ころで あ る。 しか し、端 末機 用 ソフ トと した 場合 は
、 端末機 に依 存 して利用 者を 制限

す る可 能性 があ り、機 能を分 け る場 合 は、 システ ム全 体 と して ス ムーズに動 作 させ る

こと は容 易で ない。 従 って、 現在市 販 されて いる一般 の通信 機器 ・通 信 ソフ トを 利用

してデ ー タベ ース の利用 を可 能 とす るた め、本実 験 システ ムの よ うなデー タベ ース サ

ービス業 者 と利用者 の間 に位 置付 ける形態 と して実用 化 シ
ステ ムを実 現す る ことが、

有 効で あ ると考え られ る。

⑦ デ ー タベ ース使用 手続 きの簡素 化 とその問 題点

現 在、 複数の関 連 あ るデー タベ ースを利用 す る場 合 は、 複数 のデ ー タベー ス提供 者

が サー ビス して い るデ ータベ ースを併せ て利 用す る場 合が 多 い と思 われ る
。そ の場 合、

各 々に使用 契約を 結ぶ 必要 があ り、使用 料金 も複数 に支払 わ なけ らばな らない な ど
、

デ ータベ ースの検 索以 外の事 務的 な面 におい て手間 がかか る
。 しか し、 「統合検 索 シ

ステ ム」で は、分 散 して存在 して い るデ ー タベー ス群 を利 用者 か らみ た場 合あ たか も

一つの 巨大 なデ ータ ベー スと して と らえ てe・るため
、 利用 者 は1カ 所 に接続 す る と、

す べて のデ ータベ ース の利用 が可能 とな り
、使用 契約 は1つ でよ く、 使用料 金 も1カ

所 への支 払い で済 むた め、事 務的 な使用手 続 きが 非常 に簡素 化 され る。

なお、 この よ うに1つ の使用 契約 によ り各デ ータベ ースの利 用 を可 能 とす る場 合 は
、

ネ ッ トワー クで結 ば れ てい るデ ー タベース 提供者 と 「統合 検索 システ ム」提供 者 との

間の課 金 等に対 し、一 定 のル ールを設 け るな どの整 理を行 わ なけ らば な らな い とい う

問題が あ る・その ため 、 ルールの 策定 な ど{・当た 。ては
、 行政 機関 な ど公 的 な機関 あ

支援が必要と思われる。

⑧ その 他

実用 化す る場合 には 、統合 検索 一1ヘ キ ーワー ドの 追加 ・削除 す る機能 を付 加す る

など、実 験 システ ムで実 現 した機能の 拡充 や、初心 者 レベ ル ・上 級者 レベ ルの利 用者
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への対応 な どが必 要であ る。 また、 セキ ュ リテ ィー対策 、 システ ムメ ンテナ ンス な ど

事前 に検討 すべ き ことが 多 くあ る。

実 用化 す るには、以 上の よ うな追加す る事 項を含 めて 、今後 ますます 発展 す る通信 ・情

報 処理 技術 に対 し、 柔軟 に対応 で きる システムへ と発展 させて いか なけれ ばな らない。人

工知 能な どの技術的 な面 の問題 への 対応 もあ るが、 ダウ ンロー ドの問 題の よ うにデ ー タベ

ース の制度 面へ の対応 も必要 とな って くる。 ま た、実用化す るため には、 膨大 な開 発費 が

必要 とな り、民 間にお いて開発 を進 め る場合 は、国な どか らの助成制 度 の支 援 も必 要 と思

われ る。

今 後、デ ータベ ース間の接 続等 に よ りニ ュー ロネ ッ トワー ク的 なニ ュー ロデ ータ ベー ス

化が 進 むと き、 本 「統合検索 システ ム」開発 の成果 が活 用 され るこ とを期待 す る もので あ

る。
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オン ライ ン ・デー タベー ス統 合 検索 実験 システ ム

概要

近年 データ ・ペース(商 用)の 急速な発展 には、 目を見張 るものがある、 この背彙

には、通信網の普及、パ ソコンな どのOA機 器の普及、サー ビス ・商用 デー タベース

の増加、そ してソフ トウェアの充実な どがあげられる、 しか し操作、使 い勝手(相 手

コマンド、パスワー ド/ID、 相手DBと の会話方法など)な ど持々であ り、 また

コマンド操作に関 しては、専 門知識及び専任者が必要である。

本 ・オンライ ン デー タベース統合検 索システムは、現在よ く利用 されてい る商用

デー タベースとして、フ ァイ ンセラ ミックス技術情報関係 に適す るものを選び、

本 ・システムを仮想 デー タベースとして、一つの簡単 な操作方法によ り目的の情報を

取 り出す こと、 また 一 つの操作で複数 のデー タベースの情報を取 り出す ことを 目的

としている。

1)統 合 検 索 システ ムの 袋 田 セ ッ ト

1.セ ン ター パ ソ コンの各DIP-SWお よ び 拡張RS232C基 板 の 各DIP-

SWそ し て、 外 部 デ ー タベー ス用 モデ ム、 端 末回 線用 モ デ ム の各DlP-

SWを セ ッ トす る。

2.セ ンターパ ソコンのケーブルを接続す る。

・モデムの電源

・モデム(MD1200A3)と ホス ト間のRS232Cケ ー ブルを接続する。

(接続力法は各 モデム ・メーカの指定に合わせ る)

3.モ デムに通信回線 を接続す る。

・外部デー タベー スには、公衆電話回線 またはDDX-TPを 接続(TONE

回線が望 ましい)
・端末回線は、 内線電 話の接続をす る。(上 記の電話回線 もよい)

4. ソ フ トウ ェアの セ ッ ト

・NECMS-DOS

・ カ レ ン ト・ ドライ ブ

統 合検 索 シス テム フ ァイ ル

各AUTO-LOGフ ァ"イル

メ ッセー ジ ●フ ァイ ル

シソー ラス ・フ ァイ ル

RS232C

VER3.3以 上 の シス テム一 式。

ハ ー ドデ ィス クに ソフ トウ ェアの セ ッ トをす る。

ONLINEDB.EXE

*.LOG

HELP.MSG

DB.DAT

SPEED.EXE

注 ハー ドウェアの構成は別紙 一1。
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2)統 合検索 システムの一般操作方法

1.セ ンターパソ コンの電源をONす るとMS-DOSが 立ち上が る、 そして

モデムの電源 をONす る。

2.キ ーボー ドよ り"ONLINEDB"と 入力す る。

(AUTOEXEC.BATフ ァイルに登録すれぱ 自動立 ち上 げも可能)

3.2.の 操作に より画iileMENU画 面が表示 され るのでメニューに従って

番号 を選択す る。

4.実 行。

5.目 的のMENU処 理が終了 した時、tt終 了"を 選択 して統合検索システムを

終 了させる。

注 木 システムではMS-DOSと 並列にインターバル ・タイマ、RS232C

回線制御 などが、 マルチ作動 してい るため仙の ソフ トウェアを使用す る

ときには、RESETボ タンを押す とよい。

3)統 合 検 索 シス テ ムのMENU画 面 操作 。

1.セ ン ター の オ ン ライ ン処理 。

オ ン ライ ン ・デー タベ ー ス統 合検 索 シス テ ムの実 行 をす る。

2.RS232C(CH-1,CH2,CH3)の 通信仕様の確認。

RS232Cの 設定情報の表示をす る、尚 操作方法は、MS-DOSの

SPEEDコ マン ドを確認す る。

3.メ ニ ュー ・フ ァイル の設定 。

該 当デー タベ ー スの ア クセ ス情 報 を セ ッ トす る

4.機 能説明 ・使用方法。

本 システムの操作手順、該当デー タベースのアクセス設定情報、オー トログ ・

ファイルの作成力法な どを確認す る。

5.セ ン ター 業務 の終 了。

本 シス テ ムの 終 了。
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4)オ ー トログ ・フ ァ イル作成 一'

概 要

この オー トログ ・フ ァイル は、 メイ ン処 理 と して通 信 相 手 と送受 の や りと り、

お よび モ ジ ュール 処理 の コ ン トロー ル を行 う。 また この オー トロ グ ・フ ァイ ル は

EDITERで 作 成 す る こ とlcよ り、 内容 を入 れ 替 え る こ とがで き、処 理 体 系 を

変 更す るこ とが出 来 る。

4-1)オ ー トログ フ ァイル の様 式

AUTOLOGフ ァイ ル はMENUフ ァイ ルで作 成 され る数 だけ作成 され る。

AUTOLOGフ ァイ ルlDは 、8桁 以 内xxxxxxxx.LOGと す る。

rec=125

「一 一 ー一「T

l番 号1コ ー ド1タ イムアウトl

llll

}一 一 十 一 一 十 十

N=lllog-nollog-

211rxcodl-tlmel

.14桁15桁1'3桁l

nllIl

L_____L___⊥

llo9-rxllo9_rxcharllo9_teJunOllo9-waltllo9_txcharl

－ ーーーー一一ー一丁 一ー一 「

受信文字1.通 信方向1待 ち秒l

LFLAGIl
-一 → 一 一ーー ヰ 一 一一 十

1」oll

12桁11桁13桁l

lll
⊥_⊥__L_⊥

一－T－

送信文字1

1
-十 一

1

40文 字I

l
__⊥_

一 一 ーー一丁一一ー一 －r-一ーー一一「一ー ー一 一「

1通 信 方 向1タ イ ム ・ア ウ ト1次 処 理1通 信 方 向1コ メン トl

lFLAGIIlIl

－ ヰ 一 一 ー一 斗 → 一 → 一 一 一 → 一 一 一 →

ll・9,tejunlllog.tl・e.・utllo9.nprcll。9-teJun211・9.mem・l

l』olll』olI

ll桁13桁 、112桁ll桁140桁l

lll・lll
___⊥_⊥1______⊥__⊥______」

n=200と す る(define値)NはPROGRAMCOUNTER

step

－ ー一1
－

step_np

－
－

lo9.stat

－

－

tlme-out _.wk

－
口

オー ト・ログのモジュールステ ップ処理を管理す る。

(コ ー ド/受 信文宇一〉待 ち秒→送信文字)。

オrト ・ロ グのPROGRAMCOUNTERと し て使用

(Nの 値)。

オー ト・ロ グで¥XXXで 指 定 され た、 モ ジ ュー ル の

ス テ ー タス情報 をセ ッ ト。

通信 カーネルで使用する、 タイム ・アウ ト時間の設定

(0.5秒 単位)。

a.受 信 タイム ・アウ トは、受 信文字 を確認す る11寺

問を設定 する。

b.タ イム ・ア ウ トは、送信文字/モ ジュール処理

の時間を設定す る。
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4-2)オ ー トログフ ァ イルの 設 定

番号(4桁)オ ー トログのSTEP-NO(ラ ベル)

1.オ ー トログの終わ りはふsい るの最後のポインターで判断。

2.番 号(ラ ベル)が 必要 な時#番 号の様式で記入。(様 式#xxx)

受信 コー ド(5桁)

1.受 信文字の構造 を示す。¥CAS¥DEF

受信 タイムアウ ト時 間(4桁)

1.500mS単 位で指定受信 を受付 るまで待つ。

受信文字(12桁)相 手先D・Bか らの受信文字

1.ALLSPACEの 時、受信文字は、確 認 しない(次 のSTEPへ)

2.受 信 コー ドの先頭が¥CASの 時、CASE構 造 とする。対応CASEの 次

STEPへ)。

①¥CAS待 秒 文字列 通信方向一〇

¥CAS詩 抄 文字列 通信方向一〇

¥DEF

※¥DEFの 次のstep』oを 計算 してお く

②¥CAS待 秒 文字列 通信方向一〇

¥CAS待 秒 文字列 通信方向一〇

※¥DEFは 無 し。次のstep』oを 計算 してお く

3.受 信文字 と受信 デー タの一致で、次STEPへ 。

4.受 信 文字 の先 頭 が"o"
"!"

,'^"

"?"

受信文字の一行全部 キャンセルす る。

受信文字の一致以後、全部キャンセルす る。

受信文字の一致文字を全部キャンセルする。

受信文字を指定す る。

通信方向 一〇(1桁 数字)

1.受 信方向を指定0～7

2.受 信文字 の通信方向を指定する、(受 信文字があれば必ず指定)

待 ち秒(3{鰯)モ ジ ュー ル処 理 まで の時 間

1.SPACEの 時 、 次STEPへ 。

2.送 信 文字/モ ジ ュ'一'ル処理 まで の時 間。

a.タ イ マをSTARTさ せ る

b.タ イ ム ・ カウ ン トは0.5秒 単 位 で セ ッ トす る

c.タ イ ム ・オー バで 次STEPへ

送信文字/モ ジュール処理(40桁)

1.先 頭SPACEの 時step』oを 川C.す る(受 信文字でセ ッ トした
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stepＬoを 使 用)

2.先 頭`#'の 時 指 定step番 号xxxへSKIPす る

3.先 頭`¥'の 時¥で 指 定 され る モ ジ ュー ル処理

4.そ の 他

送信 文字 を 指定 す る

通信方向 一1(1桁 数字)

送信文字、モジュールの処理方向を指定0～7

タイム ・ア ウ トE時1:il(3桁 数 字)

1.モ ジ ュー ル処 理の タイ ム ・ア ウ ト時間 の設定

次 処 理

タ イム ・ア ウ ト、 エ ラー 時 の対応

1.先 頭SPACEの 時step』oをINC.す る(受 信 コー ドで セ ッ ト

した、step』oを 使用)

2.先 頭`#'の 時 は、 指 定step番 号xxxへSKIPす る

3.先 頭`¥'の 時¥で 指 定 され る モ ジ ュー ル処理

4.そ の 仙

・送 信 文字 を指 定 す る

・エ ラー ス テー タスに て リカバ リー処理

通信方向 一2(1桁 数字)

次処理 の通信方向 を指定1

送信文字、 モジュールの処理方向を指定0～7

コメン ト(40桁 半角/全 角)
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4-3)各 デ ー タ ・ベー スへ の コ マ ン ド作 成

「 一一「 一 一一 「 一ーーーー一「 一一一－r--T-一 一ーーーー一 一ー一－l

I項 目1コ マント'IFcDBIJols(JlcsT)IPAToLls-HIAcEtll日1

}一 十一 一}一 一 一一ー 一 斗 一 一 十一 一}一 一ーヰ

lIDI¥ulDl¥ENQl¥JolsID.DBlIDlLo〔 】oNulD,1

1111メ ニェーファ価 のIDI(メ ニューファイル)1Passwl

}一 十 一 → 一一ー 一}一 一 一 一 ー一 一→ 一 一}一 一 －l

lハ.ス ・ワート◆1¥PASlIPASS-WORDtPASS-WORDl-I

lll-1メ ニ1一ファ仙 の1(メ ニェーフ7M)11Dに て 送 出l

llllハ ・スワート.lll

}一 一}一 一}一 一一一 ー一 十L-一 一}一 ー －l

lDBオ ーフ・ン1¥OPNl¥FCDl¥FILEOIOlKJPlISSCHUNICHIt

lIl1期 日指 定 共通ll/SELAVEl

l(DB指 定)llllI1

}-t-一 → 一ー一 十 一一 十 一 ーヰ ー一 －l

llIllll

llllll1

}一 → 一 一十 一ー一 → 一 一十 一}一 一 ー一

1件 数肋 ント1¥CiNlコ マント'件数10コ マンド件 数10コ?ン ド件 数12コ マンド件 数l

ll:シ 九ll表 示 件数llll

卜一一一一ーー一一}一 一一十 一ーーー一}一 一一十 一 ー一一ーーー一十 一ーーー一一ー一一{

1件 数 チェッリ1¥CNT1#xxxxl←1***特 開ll

lカ ウントllを 加 ントllll

}一 ーー ー 一}一 一}一 ー一斗 一一 十 一 ー一}一 一 一{

1期 日指 定1¥DATl¥DAT,HYYHMl¥FILEOIO/日 付lA,HYYMM-1/RANYYMM:l

lllSlISIl

}一 十 一 一}一 ー一斗 一一→ 一→ 一 一 ヨ

1検 索式1¥KEYl¥KEY.式lJO1'S専 用lPATOLIS専 用lAC専 用l

l送 出Illlll

卜 一十 一 一一}一 ーーーーーーー一十 一 一一一一一一ー一十一 ー一}一 一一一→

1出 力様 式1¥SETl¥SET,3,件 数1¥PF/件 数11,2,H,ll/PRIPI,件 数l

l指 定Il,2,件 数1¥PA!件 数ll,2,B,llP2,件 数l

lll件 数 指定 含1件 数 指 定 含11P3,件 数l

llllll件 数 指定 含1

}一 → 一 一十 一ーーー 一 一→ 一 一 ーーー ー一斗 一 一十 一 一 一一一ヨ

lDB終 了1¥ENDI¥ENDI・ ←1;ENDl/ENDl

llllllLOGOFFl

l－__1_」.」_一/NO」
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レ

4-4)セ ン ターの処 理 コマ ン ド

　 　　 　　じ 　

1項 目1コ?ン ト'

}一 →-

1自 動S'17ル1¥DIL,[NO]

11

11

11

11

11

}一 →-

1モ デ ム電 吾吾1¥KIL

I回 線 切断l

ll

卜 一一}-

1指 定 回線 よ り1¥REC

lテ ㌧ タ読 み 込 みl

lI

}一 ー ー 一一→-

1端 末 へ 選択I

l画 面 の 表示1

11

卜 ー一 十一

1端 末へ 選択1¥CRD,[NO]

1画 面 の 表示l

ll

}一 一→-

1メ ッセージ の1¥MSG,

1出 力l

Il

　 　　　　　ア 　コ

ll内 容1

十 一 一 十 叫

lo:パ ルス・e'17ル式1各 デー タ ・ベー スへ1

11:ハ ●昭 ・ダ17h式DDX-TPl自 動 ダイ アル をす るl

l2:TONEe'17ル 式II

l3:TONEダ イアJ↓式DDX-TPlI

I4:パ 脇 ・ダ17ル 式300Bpsll

I5:ToNEダ イ九式300BPsl1

十 一ー 一 十 一ヰ

lIモ デ ム電 話 回線 のl

ll切 断l

lll

十r十 －l

ll指 定RS232CBUFFよ りl

llデ ータ取 り出 しl

lll

十

¥CRT,画 面Nol

l

l

十

一
1端 末 へ選択画面 の

1表 示 を行 う

1

ヨ

15:統 合 検 索 －l

l13:統 合 検 索 一2

1

十

1

メvセーシ◆Nol

l

－ 一 → 一一 ー ー一 一 ー ヨ

1端 末 へDB名,検 索期間,l

I自 動表示件数.標 準検l

l索 式の表示 を行 う1

}一 一→-

1端 末 へ1¥PRP

lフ'ロ ンフ'|・出 力l

ll

}一 ヰ ー

1標 準索 式1¥KST

l作 成I

ll

}一 →-

1検 索 期 間 の1¥KDT

l取 込l

Il

}一 一斗 一

1検 索件 数 の1¥KRC

l取 込I

ll

十

一

一

一

十

一

一

一

十

1

ー

一

十

一

一

一

ー ヨ
1端 末 または、センターl

lに メッセージを出力l

lす る(色 指定は赤)1
--f-一 一 一 一 一 －l

l端 末にプロンプ トを送l

lり コマン ド要求l

ll
-一}ヨ

1指 定通信回線よ り送 らl

lれ た、標準検索式 よりl

l各DBの 検索式 に変 換1
-一 → 一 一 一 一]

1端 末よ り指定 され る、I

l検 索期間の番号 をl

l受 取 る1

}一 一 ー 一一}一 一 ーー 一 十

1セ ンターデ ータの1¥CTXl

l送 信1(内 部)1

一一一十一ー ーー一

1端 末から送 られた検 索l

l件 数を取込むl

lDEFAULT:51一
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叫
1セ ンターbuffよ りl

l指 定RS232Cへ1



ll

}一 ー ーー 一 一}-

1指 定RS232Cの1¥川T

l仁 シアルl

ll

}→

lDBの 選 択 入 力1¥SEL,[NO]

ll

ll

}一 →-

1選 択OBのl

lオ 一団グ 起 動lxx,一

}一 一}-

1'CR'の 送 出1¥SCR

Il

lI

Iー

ー

1

}

一

一

1

十

l

l

l

十

ll:統 合 検索 －l

l2:統 合 検索 一2

13:メ ニ ュー検索

十 一

1デ ー タの送 出1

-一 十 一 一一 一 －l

lCH-1,CH-2のRS232CのI

l仁 シア肚ット(RS232Cを 使l

l刑 す る前 に対 応)1
-一 ヰ ーl

lOBの 選 択 入 力 を行 うl

ll

ll

ヨ

¥SKP,xx,xx,1xx:オ 斗 ログの(db』o)番 号lDB選 択 入 力で指 定 され1

1

十

l

l

l

三一 → 一 一 ー ー一 十

検索結 果1

ファイルの作成1

¥CNO,[NO]

一→ 一

標準検索式1
の入力1

¥RKY

卜一 一 ー 一 十 －

lPATOLISの1¥NOS

l検 索 式 をl

l作 成1

}一 →-

lPATOLISの1¥KYO

l検 索 式 をl

l送 出1

}一 一 ー 一 十 －

lPATOLIS照 会1¥EXD

lす るか 確認l

ll

卜

1指 定 件 数の1¥RNO

l再 設 定l

ll

}一 一一斗 －

ll

ll

ll

}一 →-

lLOGFILEl

Iチ ェイ ンl

ll

}一 ー一十 一

1キ?ンtル コ?ンド1¥Z

Il

ll

11:フ ァ仙OPEN

I2:フ ァイルCLOSE

十

1

1

十

1

1

1

十

1

1

1

1た オーbilグを 起動

→

lDBへ ・CR・コート'を送 る

lJOIS,PATOLISな ど の

1ダ 什 肪ッリ

→

ー

-
「

ー

1

一

斗

1検 索 結 果 のファイ肚 一プ に1

1利用
→

一

斗

1端 末から標準検索式を1

1入力
－
lFCDBの 検索結果から

lPATOLISの 検索式を

1作 成(統 合検索 一2)

→

1¥NOSで 作成 した検索式l

lを 送出I

lI

1

叫

1

ー

一

一 → 一 一 ーー ー一→

¥CllN,db_nol

十 一 ー 一 一 一 一 →-l

llFCOB検 索終了後l

llPATOLIS照 会す るか否I

llか 確認1
-一 一 一 一一一→ 叫

ll指 定件数 の再設定l

lll

IlI

十 一 一 → 一{

lll

lIl

lll

十 一 → →

1指 定通信 回線より送 らl

lIれ た標準検索式よ り各1

11DBの 検索式に変換1

十一 一 一 一一 一 一 一 十一 ー ー ーー 一 一 ヰ

ll現 在実行中の通信処理l

llを キャンセルす るl

lll
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`

、

1

一

－

l

l
」

一

一

1

-

1
`

一

一

ー

1

タ

一

ド

ン

求セ要、ドリンよマ

タ
ーンコ

附け力劃よ一ザ

・

B

コDの

B

テ

嘘Dスカづ

C

へF一

C

の

出

DFへの(

一

一

ー

一

一

1

ー

1

-

I
I

一

一

一

一

一

一

1

ー

一

一

ー
1

)宇文L信㎝受

㎜

¥

(

¥

`

ー

一

一

-

一

一

一

一
1
`

一

一

ー

-

求要

ス

ドBン0マC－」F

↓B吟γnU?ハ㏄

卜

1

-

1

}

一

一

一

一

}

一

一

ー

L

.
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4-5)各 コ マ ン ドのRETURN値

「nt「 一一ーー一－T-一 ーー－T-一 ーーー一丁 一一一『一一ーー一一「

1項 目1コ マント'IRET値1内 容ILOG.STAT値1

}一 一 十一 ーー一}一 一一 十 一 一 十 ヨ

lIDl¥UIDIOl正 常 終 了IoI

lll-11エ ラ ー1-11

11111111

11121タ イ ム ア ウ ト121

卜 一一ー一十一 ーー一十 一 ー一一}一 ー一 一一十 一－l

Iパ ス・ワード1¥PASlol正 常 終 了Iol

lll-lIエ ラー1-11

11111111

11121タ イ ム ア ウ ト121

}一 一}一 一 一十 一 一→ 一 一ー一斗 －l

IDBt－ フ'ン1¥OPNlol正 常 終 了101

111-11エ ラー,1-11

1(DB指 定)lllIlll

l1121タ イ ム ア ウ ト121

}一 一}一 一 → 一 一一十 一 ー 一 →-1

111111

111111

111111

111111

}一 一 ーー ー一 十 一 一一}一 一一 十一 ーー一 → 一 ーーー一 一ヨ

1件 数 肋 ント1¥CINlOl正 常 終 了Iol

lイ ニシアルll-11エ ラー1-ll

lIIlllll

lll21121

}一 一 ーーーーヰ ー ー一}一 一一 十 一 ー一斗 一ヰ

1件 数チェヲク1¥CNTlol正 常 終 了lol

lカ ウント11-llエ ラー1-11

111正 数1指 定DBの デ ータ件 数111

1111(指 定 件数 よ り少 な い場 合)ll

}一 一 十 一 一一→ 一 ー一 → 一ー一斗 一ヰ

1期 目指定1¥DATlOI正 常 終 了lol

lll-11エ ラー1-ll

IlllIlll

llI21タ イ ム ア ウ ト121

}一 一 十 一 ー 一十一 ー一 斗 一 一 十 日

1検 索式1¥KEYIOl正 常 終 了lol

l送 出ll-llエ ラー1-11

11111検 索 式 有 り111

11121タ イ ム アウ ト121

}一 町 一 一 一}一 一 一}一 一 一一→-l

l出 力 様 式1¥SETlol正 常 終 了lol

l指 定ll-llエ ラ ー1-11

111正 数1残 りの検 索件 数111

1111(¥RNOの 処 理後)II

}一 一}一 一一}一 ー一}一 一 一 →-1
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lDB終 了l

ll

ll

lI

}

1自 動 タ・イアルl

ll

Il

ll

}

1モ テ・ム電a舌l

I回 線 切断I

ll

ll

}

1指 定 回線 よ り1

1テ ㌧ タ読 み込 みl

lI

ll

}

1端 末 へ 選択l

l画 面 の 表示l

ll

ll

}

1端 末 確 認l

l画 面 の 表示l

Il

ll

}

1メ ッセーシ'のl

I出 力l

l.l

ll

}

1端 末 へ1

1プ ロンプ ト出力l

ll

ll

}

1標 準 索 式l

l作 成l

ll

Il

l-

1標 準 検 索式l

lの 入 力1

11

11

}

一 ヰ 一一 ヰ ー 一一 十 一

ー ヰ ーー 一}一 一 → 一

一 ヰ ー 一 一† 一 一一 十 一

ー一十 一一 一}一 → 一

ー ヰ 一一一斗 一 ー ヰ ー

→ 一ー 一}一 一 → 一

一 ヰ ーー 一}一 一 ヰ ー

ー ヰ 一一一 斗 一 一→ 一

一→ 一一 → 一 → 一

当

門

司

当

当

当

当

当

当

㎜

・

1

2

・

]

2

・

1

2

・

1

2

。

]

2

。

]

2

。

1

2

。

]

2

。

]

2

。

1

2

→ 一一 斗 一 一 ヰ ー

正常終了1

エ ラー1

1

タイムアウ ト1

→

正常終了1

エ ラー1

1

タイムアウ ト1

→

正常終 了1

エ ラー1

1

タイムアウ ト1

→

正常終了1

エ ラーl

TOPメ ニューへ1

タイムアウ ト1

ヨ

正常終了1

エラー1

1

タイ.ムアウ ト1

→

正常終 了1

エ ラー1

1

タイムアウ ト1

→

正常終了1

エ ラーl

I

ダイムアウ ト1

一

正 常終了1

エ ラー1

1

タイムアウ ト.1

→

正常終了1

エラー1

該当キー ワー ド無 し1

タイムアウ ト1

正常終 了9

エ ラー1

該 当キーワー ド無 しl

TOPメニェーへOR州 ム7)ト1

一
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一 一→ 一 一 一 一 叫

・

]

2

・

1

2

。

1

2

。

]

2

。

1

2

。

1

2

。

1

2

。

1

2

。

1

2

。

1

2

一

一

一

一

」
-
一

－

l

ー

ヨ

一

一

1

-

-
「

ー

1

一

一

」
-
1

-

1

-

-
「

一

一

一

一

-
「

一

一

-

ー

↓

1

1

一

一

」
-
l

I

-

I

-
「

一

一

1

-

-
「



1検 索 期 間 の1¥KDTlOl正 常 終 了l

l取 込ll-11エ ラーI

IlIllTOPメ ニ ュー へI

Ill21タ イ ム ア ウ ト1

}一 一斗 一 一 一}一 ー一 一† 一 一 →

1検 索件 数 の1¥KRCIOl正 常 終 了l

I取 込lI-11エ ラーl

llllITOPメ ニ ュー へl

lll21タ イ ム ア ウ ト1

}

1セ ン炉デ ーOの1¥CTXlOl正 常 終 了l

I送 信ll-llエ ラーl

llllll

lll21タ イ ム ア ウ ト1

}一 → 一 一 ヰ 一 一 一 十一 ーー ーヰ

1指 定RS232Cの1¥INTlOl正 常 終 了l

lイ ニ油ll-llエ ラーl

Illlll

IIl211

}一 一十 一 ー 一}一 一 一 十 一

10Bの 選 択 入 力1¥SELlOl正 常 終 了'l

lll-11エ ラーI

lllllTOPメ ニ ュv－へl

lll21タ イ ム ア ウ ト1

}一 → 一 一 → 一 一一 十 一 一 十

1'選 択DBの1¥SKPlOI正 常 終 了l

lオ ートVO'起 動ll-11エ ラーl

llllll

lll21タ イ ム ア ウ ト1

}一 一 一 一 → 一 一一→ 一 一一 → 一 ー 一 一}

1'CR'の 送 出1¥SCRIOl正 常 終 了
.1lll

-llエ ラーl

llIllI

lll21タ イ ム ア ウ ト1

ト 一 一一 一 十 一 ー一 十 一 一 →-

1検 索 結 果1¥CNO101正 常 終 了l

lフ71Dの 作rNll-11エ ラーl

lIllll

lll21タ イ ムア ウ トl

lPATILISの1.¥NOSlOl正 常 終 了l

l検 索 式 をll-11エ ラーl

l作 成Illll

lll21タ イ ム ア ウ ト1

}一 一 ー ーーヰ 一 一 → 一ーー 一 十 一 ー ー ーー 一 →

lPATOLISの1¥KYOlOI正 常 終 了l

l検 索 式 をll-11エ ラーl

l送 出lllll

lll21タ イ ム ア ウ ト1

}一 → 一 一→ 一一 ー ヰ ー ー ー一→
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一 一}一 一 一}一 一一→ 一 一ー ー 一一一一ー ーー一 一十 一一 一 一 一一1

一 ー一斗 一 一 ー 一 一 →

一 一ート 一 一 一 日

}一 一 → 一一一 → 一 ー一 十一 ー一一ーー一一一一ーーー 一→ 一 ーー ー一一 ヰ

0

弓

1

2

一

〇

ヨ

ー

2

0

ヨ

ー

2

一

〇

ヨ

ー

2

0

ヨ

ー

2

一

〇

弓

1

2

一

〇

」
1

1

2

0

↓

1

2

0

↓

1

2

一

〇

弓

1

2

一

一

ー

ー

」
o
－

一

ー

1

」
`
ー

一

一

1

↓

1

1

一

一

ヨ

ー

1

一

一

ヨ

ー

一

一

一

斗

一

一

1

一

日

一

一

一

一

-
「

ー

一

一

1

」
-
一

一

ー

1

1
「



一

一

一

一

ート一
一

ー

1

ー

}

一

一

1

ー

PATOLIS照 会1¥ExolOl

す る か確 認Il-11

1111

1121
-→ 一 一 一十 一 一 一→

指 定件 数 の1¥RNOIOI

再 設 定lI-ll

llll

ll21

正常終了

エ ラー

タ イム アウ ト

∋

0

1

1

9
臼

一

正常終了

工ラ一

夕イム ア ウ ト

一 → 一ー 一十 一 一 一}一 →

0

1

1

9
臼

－

llll

lIl.l

lIll

llll

十一 ー ー一 十一→ 一 一ーーー一一ーーー一一一 一ー一十 一ーーーー一－l

lLOGFILEl¥CHNlol正 常 終 了lol

lチ ェ イ ンll-11エ ラー1-11

11111111

11121タ イ ムア ウ ト121
L___⊥_____⊥____⊥ ・1__」

1

-

1

一

斗

一

一

一

一

ヨ

一

一

1

ー
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5)標 準検索式の記述方法

[A1,Bl,Cl,…][A2,B2,C2,…][A3,B3,C3,…]

・全角文字を使用。

・キーワー ドの最大桁数は、255バ イ ト(127文 字)以 内。

・括弧 は カギ括弧 を使用。

・括弧の ネステ ィン グは認め ない。
・括弧 内のキー ワー ドは、必ず コンマ(,)で 区切 る。

・括弧と括弧 の間に記号を書かない(括 弧間の関係はANDの 結合)。

・括弧内の項目間の関係は、すぺてORで あ る。

・優先順位は ①括弧内 ②括弧間 ③左式か ら右式の順。

各デー タベース固有の検索式への変換

標準検 索式の変換方法 について、下8己の式 を実例 として説明す る。

[AL,AL203][ZRN][材 料]

(1)FCDB

¥KEY,の 後 に その ま ま続 け る(¥KEYは 半 角 文字)

¥KEY,[AL,AL203][ZRN][材 料]

(2)JOIS

① 標 準 検 索式 の標 準 キー ワー ドを、JOIS用 キ ー ワー ドに変換 して、 一 つず つ

検 索す る。

②標 準検 索式 で 、括 弧 間 はr*」 、 「,」 はr+」 に 変換 す る とともに、 各 キー ワー ドを

番 号 にす る。 さ らに括弧 内にr,」 が 使 われ て い ない場 合 は、括 弧 を外 す。

アルミニウム

アルミナ

シ・ユbl二うムカコ・うフ◎ツ*fッカフ・ツ

ザ 御 助

(1+2)*3*4

(3)PATOLIS

① 標 準検 索 式 の括 弧 内 を、PATOLIS用 フ リー キー ワー ドに変換 す る ととも

に、r,」 をr+」 に 変 換 し、 番号 を つ けて 入力 す る。

②標 準 検索 式 の 括弧 の数 だ け、&Ol*&02*&03… と い う よ うに入 力す る。

01,FO30376+F226206*FO30376+FO30327`

;QO1

02,F324904*FO60375

;QO1

03,F227205

;QO1

04,&Ol*&02*&03

(4)ACE中 日

①標 準検索式の括弧内について、 それぞれ標準キーワー ドをACE中 日用 キーワ
ー ドに変換す るとともに、r,」 をr+」に変換 し入力す る。
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② 標 準 検 索 式 で 括 弧 の 数 だ けOl*02*03…

アルミニうム+ムキカコ・ウフ◆ツ

ムキカコ●うフ・ツ

ザ イリヨウ

Ol*02*03

というように入力す る。

JOIS用 検索式への変換においては、PATOLIS用 、ACE用 の場合 と異な

り標準検索式中の キーワー ドーつずつを検索式として入力することに している。

これ は、JOISキ ーワー ドでは同音異義語を、火口[カ コウ(カ ザ ン)]、 加工

[カ コウ(シ ロリ)]の ように0で 説明を付け加えて区別 してい るからである。

このようなキー ワー ドは、論理式中に直接組み込 むことがで きないため、JOIS

JOIS用 検索式 の変換においてのみ キー ワー ドを一つずつ入力す る方式を採用 し

てい る。

PATOLISに おいては、OR演 算可能な検索式は8個 まで、AND演 算は14個

までなので、各々それ以上入 力されて いる場合は、上限値 を越 えた先か ら無視 され

る。
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6)漢 字 コー ドについて

パ ソコン ・ミニ コン通信で使用 されてい る漢字 コー ドには
、い くつかの種類があ りま

す。

漢字 コー ドの概要

アルフ ァベ ットとか カタカナでは、8ビ ットあれば1文 字を表現で きましたが、漢

字 はその種類が多い ため、16ビ ットで1文 字を表現 します。

どれが漢字コー ドで、 どれ がアルファベ ットや カタカナか区別するために、 シフ ト

・イン、 シフ ト・アウ トコー ドを使用 したり、特別 の部分を漢字 コー ドの第 一バイ

トに割 り当てて使用 してい ます。

漢字 コー ドの種類

漢字には大き く分 けて、 シフ ト・イン、シフ ト・アウ トによる方式 と、 コー ド体系

そのものをアルフ ァベ ットやカタカナで使われていない部分に割 り当てるケースが

あります。

1)シ フ トe'コ ー ドに よ るも の'

(1)旧JISシ フ ト・コー ド(1978年 仕 様)

漢 字 シフ ト・コー ド ・JOIS.PATOLISな ど 学術 情 報 に多 く利 用 され てい る。

「 －
lESC・$・0・ 漢 字 コ ー ド(jlS-C6226)・ESC・(・Hl

L

漢字 コー ド本体の部分はJIS-C6226を 使用

7単 位 コー ドの時半角 カナ文字な どは、Si/SOコ ー ドを併用

(2)新JISシ フ ト●コー ド(1983年 仕 様)

漢 字 シフ ト・コー ド 最 近 一部 で利 用 され る よ うにな った。

r-「

lESC・$・B・ 漢 字 コ ー ド(JIS-C6226)・ESC・(・Jl

L

(3)UX700用 漢 字 シ フ ト ・コー ド

東 芝 のUNIXマ シ ンUX700で 採 用 され た漢字 シフ ト ・コー ド。
一 部DB

、 電 子 メー ル

　
lESC・$・0・ 漢 字 コ ー ド(JIS-C6226)・ESC・C・Jl

L

(4)NECPC用 漢 字 シフ ト・コー ド

NECのPC9801シ リー ズ で使用 され て い る漢 字 シ フ ト・コー ド。

rN-一 一ーー一「
lESC・K・ 漢 字 コ ー ド(JIS-C6226)・ESC・H
L

7単 位 コー ドの時半角 カナ文字 な どは、Sl/SOコ ー ドを併用

(5)EUCコ ー ド

UNIXを 開 発 したATTがUNIX用 に 決 め た漢字 コー ド

シ フ ト・コー ドとJISの 漢 字 コv・ ド(JIS-C6226)の8ビ ッ ト目を'1'に し た コ

ー ドを使 う
。
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「

10x8e・ 漢 字 コ ー ド(JIS-C6226)の8ピ ッ ト目 を,1・ に し た も のl

L

(6)ACOS用 漢 字 シ フ ト・コー ド

NEC製 大 型 コ ンピュー タACOSシ リー ズ で採用 されて い る漢 字 シ フ トコー ド

　
lOxla・Ox70・ 漢 字 コ ー ド(JIS-C6226)・Oxla・Ox711

L

(7)IBM日 本8吾 文字 コー ド

IBMシ ス テム/370,303X.308X.3090,43xx,93xxシ ス テ ムや シ リー ズ1、 シス テム

36、AS400等 のEBCDIC系 シ ステ ムに採 用 。

(8)富 士 通JEFコ ー ド

FACOMMシ リ ーズ、Kシ リー ズな ど大型 コン ピュー タで利用 され る.

ll)シ フ ト・コー ドに よ らな い漢 字 コー ド

(1)シ フ トJISコ ー ド

・パ ソコ ンの 内部 漢字 コー ドとして使 わ れ る
。NS-DOSの 標 準漢 字 コー ド

・アル フ ァベ ッ トと カ タ カナ以外 の コー ドを漢字 の 第一バ イ トと して割 当て
、

特別 な シフ ト ●コー ドは無 い。

・この漢字 コー ドは、7ビ ッ ト体 系 の通 信仕様 では送 受信 は で きず
、 必 ず8ピ

ッ ト・パ リテ ィ無 しで通 信 しな けれ ば な らな い。

(2)VT80M漢 字 コー ド

●JES-C6226漢 字 コー ドの8ピ ッ ト目 を ・1・に した 漢字 コー ド

・この 漢字 コー ドで は、 カタカナ と競 合 す るた め、 カタカナ表 現 は不 可。
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7)デ ー タベー スの ア クセ ス情 報

プアイ ンセ ラ ミックス ●セ ン ターFCDB

別紙参照

日本科学技術情報センターJOIS(JICST)

適用回線

通信力法

伝送制御手順

通信速度

同期方法

使用 コー ド

印字 速度

1行 印字 数

インターフェース

復帰改行時間

その他

公衆 通 信 回線網 、 第二 租 パ ケ ッ ト交換 網(DDX-T)

¥二 重XON/XOFFOFF

無 制 御 手順

300BPS,1200BPS● 偶 数 パ リテ ィチ ェ ック

JOISサ ー ビス ネ ッ ト、DDX三TP

調 歩 同期(ス ター ト1ビ ッ ト、 ス トップ1ビ ッ ト)

JIS--C62267月i位x2列(漢 字端 末 機)旧JIS

JIS-C6226第 一 水準 の 漢 字 を含 む

Sl/SO有 り

30字/秒(英 カナ)、15字 以 上(漢 字)

80字 以 上(英 カナ)、40字 以 上(漢 字)

RS232C、JlS-C6361

復 帰300ms、 改 行100ロs300BPS

40ロs160ms .1200BPS

CRO・v500ms

LFO^v500ms

CR(復 帰 キー)

BREAKキ ー(平 成2年1月 よ りOK)180ロ ～200皿

受 信 ター ミネ イ タCR/LF

24ラ イン表示

PATOLIS漢 字用端末機仕様

適用回線

通信方法

伝送制御手順

通信速度

同期方法

使用 コー ド

印字 速度

1行 印字 数

インターフェース

復帰改行時間
その他

公衆 通 信 回線 網 、第 二租 パ ケ ッ ト交 換網(DDX-T)

半 二 重 イ ン ター フェイ ス は全二 里

無 制 御手 順

300BPS● 偶 数 パ リテ ィチ ェ ック

DDX-TPに よ り1200BPS可

調 歩 同 期(ス ター ト1ビ ッ ト、 ス トップ1ビ ッ ト)

JIS-C62267単 位x2列(漢 字 端末 機)1日JIS

JIS-C6226第 一 水準 の漢 字 を 含 む

30字/秒 以 上(英 カナ)、15字/秒 以 上(漢 字)

80字 以 上(英 カナ)、40宇 以 上(漢 字)

音 響 カプ ラ、 モデ ム

復帰300ms以 内 、 改行100皿s以 内

CR(復 帰 キー)

BREAKキ ー

受 信 ター ミネ イ タCR/LF

受 信 中 も送信 キ ャ リアを継続 で き るこ と
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ACE中 日

適用回線

通信方法

伝送制御手順

通信速度

同期方法

使用 コー ド

印字速度

1行 印字数

インターフェース

公 衆 通信 回線 網 、 第二 種 パ ケ ッ ト交換 網(DDX-T)

XON/XOFF有 り、 エ コー バ ック有 り

無制 御 手順

1200BPS・ 偶 数 パ リテ ィチ ェ ック

調歩 同期(ス ター ト1ビ ッ ト、 ス トップ1ビ ッ ト)

JIS-C62267単 位x2列(漢 字端 末機)旧JIS

RS232C

復帰改行時間

その他ETXを 送 る

受信 ター ミネイタCR/LF

/*CopyrightbyMEITECCO.t-yamanaka1990.JAN京/
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/ 4
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'

◇MENUフ ァ イ ル作 成 ◇
.

メ ニ ュ ー 番 号:2
'

'
90!

DB名:統 合 検 索1JOIS

PT番 号:2
.

電 話 番 号:204-2274

オ ー ト ロ グONフ ァ イ ル:KIJOIS.・L◎G

フ ァ ン ク シ 冒 ン 名:1

ID:

パ ス ワ ー ド:

回浪:1

〈上 ● 〉

1丑 日2● 集3日 集'、命4落 丁567θ90
」 〆

」

雷
r、

90!01!1214:27◇ ◇O～LINE-D .B統 合 検 索 ◇ ◇オ
ー ト ロ グ ・ フ ァ イ ル 作 成

'

PC
－ 一 一

但書
こ の オ ー ト ロ グ ・ フ ァ イ ル は 、 メ イ ン 処 理 と し て 通 信 相 手 と 送 受 の や り と りお よ び
モ ジ ュ・一 ル 処 理 の コ ン ト ロ ー ル を 行 う.ま た こ の オ ー ト ロ グ ・ フ ァ イ ル ほ

蔓㌫ 羅 霞 鵠 ㌍ ことによりは 響を入れ顧 るこ・が・8・ 朋 体経

オ ー トログ フ ァイ ル の径 式

会9‡8ヒ88;;㍑ 門 昼ng経 設 ミ隻6ミ鷲8門 ♂6…琴ξ:
r6e3103

7-一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー 一 一 「一 一 一 一 ー ー 一 一__一 ●__、

番 号 受 信 コー ド 受 信 文 字 通 信 方 向 待 ち 秒 送 信 文 字 、

FLAG
一 一 ー 一 『 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一 ⇔■ 一 ー 一____ ___

N呑 口 。`-n。1・`一'x"d1。6_・xch8川 。`_t・ 」凹nO1・` 一剛 日 。`_txchar2
,-no

4帯8窃12椿1萄3桁40文 ≒F
n「
一 「一一 ー 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一___ ______● 一 矢 印 キ

{ES

1234終 了567首 頁
.8次 頁90

、 」
、

`

一

90!01!1214:26◇ ◇ONLINE-D.B統 合 検 索 ◇ ◇

《MENU選 択 》

1・ セ ン タ ー のONLIN・E処 理

2.RS232C(CH-t.CH-2.CH-3}の 過 信 仕 様 の 投 足

3.メ ニ ュ ー ・ フ ァ イ ル の 設 定

4.楓 箆 製 明 ・使 用 方 法

5.セ ン タ ー 窺 茜 の 終 了

★ 処 理 した!i番 号 を入 力 し、 改 行 キー を 挿 して 下 さい .?1

PC-9800シ リ ー ズSPEEDコ マ ン ドV●r.3.10
-一 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ー ー ー ー ー 一 －Copyrttht(C》NEC1988

RS232C●O

RS232C-1

RS232C-2

終.了

矢 印 キ ー で項 目 を選 択 し 、 リタ ー ンキ ー 含挿 して く だ さ い
{ESCキ ー を押 す と処 理 を 中 止 す る こ とが で き ま す}
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本 ・システムのハー ドウ ェアの設定

1)セ ンターパ ソコンの設定

適用機材

セン ター本体PC9801RX('10MHZ)

デ ィスプ レイ640x400 ,(RGBタ イプ)

拡張RS232CPC-9861K2CH拡 張ボー ドを使用

通信設定

標準RS232C ボー レイ ト

通信方式

デ ータ長

ス トップ ビッ ト

パ リテ ィビッ ト

Xコ ン トロール

ター ミネイ ト

通信 コー ド

1200bps

調歩同期式全二重(エ コー無 し)

8ビ ッ ト

1

無 し

あ り

CR/LF

SHIFT-JIS

メモ リSWSW2=(95h)

拡張RS232C-1 ポー レイ ト

通信方 式

デ ー タ長

ス トツブ ビツ ト

バ リテ ィビッ ト

Xコ ン トロール

ター ミネ イ ト

通信コー ド

センター自動切り替え方式

拡張RS232C-2 ポー レイ ト

通信方 式

デー タ長

ス トップ ビッ ト

パ リテ ィビッ ト

Xコ ン トロ・一ル

ター ミネイ ト

通信 コー ド

センター自動切 り替え方式

1200bps('DIP-SWに よ り設定)

調歩同期 式全二重/半 二重

7/8ビ ッ ト

1、2ビ ッ ト

無 し、奇数、偶数

あ り、無 し

CR、CR/LF、ETX

旧JIS、 新JIS、

SHIFT-JIS、NECJIS

4.800bps(DIP-SWに よ り設定)

調歩同期 式全二重/半 二重

7/8ビ ッ ト

1、2ピ ッ ト

無 し、奇数、偶数

あり、無 し

CR、CR/LF、ETX

旧JIS、 新JIS、

SHIFT-JIS、NECJIS

2)拡 張RS232Cボ ー ドのDIP-SWの 設定

調歩 同期モー ド

1.転 送ポー レイ ト選択 スイ ッチ(DIP-SW

S1チ ャネル2用

S2チ ャネル3用

2.転 送モ ー ド設定

S1チ ャネル2用

S2チ ャネル3用

(DIP-SW

3456)

OFFOFFOFFON-

OFFONONOFF

12)

ONON
ONON
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割 り込みの レベル を設定S2(DIP-SW1234)

S1チ ャネル2用1NTVECTERIRsONON

S2チktネ ル3用IR30NON

ジ ャ ンパ ー ・ス イッチ の 設 定J1、 」2

1.upd8251の 送 信 ク ロ ッ ク(TXC)及 び ク ロ ック(RXC)を 供 給 」1、

J2共3番 、4番 を シ ョー トして 使 用。

2.動 作 クロック切 り替 えジ ャンパーで、PC9801シ リーズ本体の動作 クロック

J3を 、8M/10MHZシ ステム ・クロ ックとす る。

3.EP-ROMア ドレス設定

MS-DOSで はEP-ROMは 使用 しな い(RSド ラ イバーでサボーD

J4の5PをOPENに す る。

4.イ ンターフ ェイス信号 の ピン割 当J5、J6

J5チ ャネル2用 すべ ての ビンをシ ョー ト

J6チ ャネル3用 〃

3)モ デムの設定

CONFIG SWの 設定

号

m

信

類

ド

A

R

種

一

〇

号

号

度

格

D

信

ド

モ

0

信

信

連

規

、
着

ン

U

2

1

R

択

信

信

D

動

マ

C

1

－
E

選

通

過

C

自

コ

N

D

W

・

.

.

.

●

◆

・

.

M

S

1

2

3

4

5

6

7

8

DTEのER信 号 に従 った動作

ダ イアル式、プ ッシュ式電話回線 によ り切 り替 え(DP:OFF)

1200bps

CCITTV.21、V.22

CD、DRは キ ャリア検 出時にON

AAモ ー ド(自 動着信)

ATコ マン ド準拠方式

自動 発信モー ド

*選 択信号以外のDIP-SWALLOFF

モデム

300bpsと1200bps切 り替 えを可能 にするモデム。
・300bpsV21規 格

BELL103規 格V21規 格 との互換性な し

・1200bps V22規 格

BELL212規 格

V23規 格

V22規 格と互換性あり
DEMQSの 専用回線でのみ使用可能

・本 システム はV.21/V.22/V.25使 用 及びHAYES .ATコ マン ド

を使用 して いる。
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No

⑳4E肝E6

!4τコマンドの幟

コマシFの描版(DＴE●'5モ デ乙に義5指 示)

AＴ ]7ン ド

il。ラX－
CR LF

最k4a文19

C尺 こ輪 リツのリ9一ン

」_F:ラ イン フンーノ」(LFlL2;巨 多正「)

(A/コ マン「1こは ノ41一竜イ訪iロt危 い,リ ターン1再掲

駅LFイ ンチ～ 一%' CRLF

インチ?ケ"7gン の横

D71ETe}Sモ デムに.迷う」旨示セ.コマド

モテ仏力r・f)TEへ遜 ナコマント、タ田璽!縞目ノ… 知 乞 リサフ↓♪・コ→ご
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資 料2.

フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス

統 合 検 索 シ ス テ ム(実 験 シ ス テ ム)に

関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 結 果

1.目 的

本経 の 目的は、 フ。イ ンセ ラ ミ・クスデー タベ ース統合検索 システム(実 験 システ

ム)を 第三者の立場で評価 し、利 用上の問題点 を把握す るとともに・ 本 システム改良の

参考資 料 とす る。

2.ア ンケー ト実施要領

実験 システムの アンケー ト縫 は、第 三者 の立場か らとい うこ とで・聴 北陸デー タ

ベ_ス 懇話 会の協 力を得て実施す ることとし、 同懇話 会行事の一環 として・講 演'実 験

システムデモ ンス トレーシ ョンを組 み合わせた講演会 とした。

日 時 平 成元年12月13日(木)

13:00～16:30

場 所 名古屋市熱田区六野2-4-1

財 団法人 ファインセラミックスセ ンター

2F1・2研 修室

主催者:オ ンラインデー タベース統合 検索技術調査委員会

東 海北 陸デー タベ ース懇話会
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3.ア ン ケ ー ト用 紙

フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 シ ス テ ム

(実 験 シ ス テ ム)に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査

オ ン ライ ンデ ータ ベー ス統 合 検 索 妓術 調 査委 員 会

所 属 企 業又 は 団体 名

部.署 名 氏 名

問1あ なた の所 属 す る企 業 又 は団 体 は・ 以 下の うち どれ に 該 当 しま すか.該 当 す る ものを い くつ で も選 ん で 番号 に○ 印 を

つ けて くだ さい 。

1.デ ータ ベ ー スサ ー ビス 業を 営 ん でい る(A .プ ロデ ューサB.デ ィス トリビ ュー タC .代 理店D.代 行 検索 業}

2.現 在 デ ー タベ ー スを 利 用 して い る(代 行検 索 の利 用 も含む)

3.過 去 に デ ータ ベ ー スを 利用 して いた が 現在 は利 用 して いな い

4,1～3に 該 当 しない(問2を と ば し、問3以 降 回 答 して くだ さ い)

悶2あ な た がオ ン ライ ンデ ー タベ ー スを 利用 す る上 で 重要tSPdi題 点 と思わ れ る もの を5つ まで 選 び番 号 に○ 印 を つ けて く

だ さい。

1.利 用 方法 が わ か らな い

3.料 金が 高 い

5.欲 しい情 報 が入 って い ない

7.一 つ の デ ー タ ベ ース で は必 要情 報 が得 られ ない

9.目 的 に応 じた キ ー ワー ドが統 一 され てい ない

11.通 信 速 度 が遅 い

13.ア ク セ ス ポ イ ン トが身 近 に ない

14.そ の 他(

2.利 用方 法 が 複雑 で あ る

4.全 文デ ー タベ ース が少 な い

6.欲 しい 情 報が どの デ ータ ベ ース に入 って い る分 か らな い

8.検 索 コマ ン ドが デ ー タベ ース に よ り異 な・るた め利 用 しに くい

10.コ マ ン ド ・キー ワー ドを凋 べ るの に手 間 が か か る

12.音 声 、 映 像情 報 が得 られ ない

}

問3現 在 各 オ ンラ イ ンデ ー タベ ース に よ り異 な って い る検索 方 法 を、 「フ ァイ ンセ ラ ミッ クスデ 一 夕 ペ ー-Lス統合 検 索 シ ス

テ ム(以 下 、実 験 シス テム とい う)」 で は メニ ュ ー方 式 に よ りFCDB(*1) 、JOIS(*2)、PATOL』IS

(*3)、ACE中 日(*4)を 統 一 された 検索 方 法 で検索 を行 う ことが で き ます。 本 実験 シス テ ムの 検 索方 法 統 一の

有効 性 に つ いて どの よ うに思 わ れ ます か。 該 当す る もの を選 ん で番 号 にO印 をつ け て くだ さい 。

1,非 常 に 高 い2.高 い3 .普 通4.低 い5.非 常 に低 い

6.そ の 他(}

P・8-4現 鶴 オ ン ライ ンデ ー タ ベー ス1こよ り黙 ・て い る鹸 ・マ ・ ドを、 勲 シス テ ムで は メニ.一 方 式 に よ り 。マ ン ド

レス と して お り、 共通 的 に検 索 を行 う検 索 式 を標 準 検索 式 と定 義 し検索 方 法を 統一 してお ります 。 本 実験 シス テ ムの 標

tS検 索 式の 有 効性 につ い て どの よ うに思 わ れ ます か。 該 当す る もの を選 ん で番 号1・○ 印を つ け て くだ さい。

1.非 常 に高 い2 ..高 い3.普'通4.低 い5.非 常 に低 い

6.そ の他(}

問5現 在各 オ ン ライ ンデ ー タベ ー スに よ り異 な って い るキ・一 ワ ー ドを、 実験 シス テ ムで は フ ァイ ンセ ラ ミ ックス分 野 に絞

り統 一 して い ます 。 本実 験 シス テ ムの キ ーワ ー ド統 一 の 有 効性 に つ いて どの よ う に思 われ ます か
。 該 当す る もの を 選ん

で番 号 に○ 印 をつ けて くだ さいポ

L非 常 に高 い2.高 い3.普 通4 .低 い5'.非 常 に低 い

6.そ の他()
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問6一 つ の デ ー タ ベー ス では 必要 情 報 が 得 られ ない 場合 、現 在 は複 数の オ ン ライ ンデ ータ ベ ース を 検索 しな けれ ば な りま

せ ん が、 実 験 システ ム ではFCDBな ど4つ のデ ー タベ ース を個 別 に接続 す る必 要な く並列 的 に ま とめ て 検索 す る こ と

を可能 と して い ます 。本 実 験 システ ム の ま とめて 検索 す る有 効性 及び 利点 につ い て どの よ う に思 わ れ ます か。 該 当す る

もの を選 ん で 番号 に○ 印を つ けて くだ さい 。

〈A.有 効 性 につ いて>

1.非 常 に高 い2.高 い3.普 通4.低 い5.非 常 に低 い

6.そ の他()

〈B.利 点 につ い て 〉'

1.必 要情 報 を 漏 れ な く検索 で き る2.必 要情 報 の存在 を事 前 に調 べ る必 要 が ない

3.各 デ ー タベ ー ス に個 別 に接 続す る必 要が な い4.一 度設 定 した検 索式 、 キ ー ワー ドな ど共 通 的 に利 用 で き る

5.そ の 他(}

問7実 験 システ ム で は、 任意 の 文字 列 でFCDBを 検 索 し、 その 結果(特 許 公 開番 号)を 用 いてPATOLISを 検索 し

てい ます 。 本 実 験 システ ムの 検索 結 果 を利 用 して他 のデ ー タ ベー スを検索 す る有 効性 につ いて どの よ うに思 われ ます か 。

該 当 す る もの を 選 んで 番 号 にO印 を つ け て くだ さい 。

1.非 常 に高 い2.高 い3.普 通4.低 い5.非 常 に低 い

6.そ の 他(')

問8実 験 シス テ ムに 今後 どの よ うな機 能 を 付加 す べ き と思わ れ ますか 。該 当す るもの を5つ ま で選 ん で 番 号 に○ 印を つ け

て くだ さい。

1.他 の ネ ッ トワー クとの 接続 機 能2.案 内情 報機 能

3.ク リア リ ング情 報 か らの 選択 機能4.自 然 語に よ る検 索 コ マ ン ド変換 機 能

5.使 い 慣 れた デ ー タ ベ ース の コマ ン ドによ り他 のデ ータ ベ ースを検 索 で きる機 能

6,フ リー ワー ドや 自然 語 に よ るキ ー ワ ー ド変換 機 能7.ダ ウ ンロー ド機 能

8.操 作 方 法表 示 機 能9.標 準検 索式 の保 存 機能

10.二 次 検 索機 能

11.そ の 他(》

問9実 験 シス テ ム に関 す る ご意 見が あ り ま した らお 書 き くだ さい。

問10そ の他 ご意 見が あ りま した らお 書 き くだ さい。

*』1

*2

*3

*・4

(財)・ フ ァイ ンセ ラ ミ ックス セ ンタ ーが 構築 した 公開 特許 広報 の うち フ ァイ ンセ ラ ミッ クス に関 す るデ ータベ ー ス

(特 》 日本 科学 技 術 情報 セ ンタ ーが サ ー ビス して い る科学 技術 分野 に関 す るデ ー タ ベー ス

(財)日 本 特 許情 報 機構 が サ ー ビス して い る特 許 に関 す るデ ー タベー ス

(株)中 日新 聞社 が サ ー ビス して い る新 聞記 事 の デ ータ ベー ス

〈 ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 〉
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4.ア ンケー ト集 計結 果

Q1.ア ンケー ト回答者 とデー タベー ス とのかかわ り方につ いて

過 去DB使 用(4.T!.)

DBサ ービス業(1

その 他 《27.9P;)

現在DB使 用 《55.ex)

・回答者の70%以 上が現在デー タベー スの利用又は提供 に関与 して いる。

Q2.デ ータベ ース利用上の問題点

料金が高 い(12.5幻 音声 ・映像情報が不十分(1e,飽)

通信速度が遅い(3.5Z)必 要情報の所在不明(8 .EIS;)

アOt!z*oイントが少ない(5・4幻 その他 必要情報

利用方法が不明(e・9S:)(21・4劾 の検索 必要な情報がない(6・3幻

利用方法が複雑(8.121S:》 砲 助(34・8;)

1DBで は情報不十分(6.欲)利用方法

＼(3q ・脇)全 文DBが 少ない(3 .脚

‡一ワード統一が不十分(9.8幻

DBに よる]マンドの相違 く12,5幻

=r～ンド ・‡-7ド 調　査が手間(12.5幻

・デー タベース を使用す る上 での問 題点 として 「使い方がわか りに くい」 「使い方

が個 々の デー タベー スで異な る」 「コマ ン ド、キー ワー ド調査 た時間が かか る」 「欲

しい情報が どのデー タベースに入 って いるか分か らな い 」等統合 検索に よ り解決 出来

る問題が半分以上 を 占め ている.
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Q3.検 索方法の統一につ いて

低 い(3.肪)

普通(15

非常に高 い(23.1幻

高 も、(57.7%)

・約80%の 人が検索方 法の統一を望んで いるこ とが分か る。

Q4.検 索式の統一 の必要性 につ いて

そ の他 ζ3.ewo

低い 臼

普 通(11.5'iO

非常に高い(tg.

高 い(53.8幻

・検索 式の統一の必要性 につ いてはお よそ3/4の 人が必要 と して いるが、個 々の

デー タベースによ り出力形 式が異なるという現実か ら統一に も自ら限界 があるとい

う意見があ り、統合検索 システムの機能 をア ップ してい くといずれ問題 となる。
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Q5.キ ー ワー ドの 統 一 につ い て

その他(5.ez)

普通(1

低 い(15.T■O

非 常 に高 い(25.SZP;)

高L、(45.0%)

・有効性は高 い と言 う意見 が半分 を越 えて いる
。 しか し、有効性は認めるが実際 問

題 と して、 シ ソー ラスの相互交換をや らな ければな らず、製作 ・メ ンテナ ンスに膨

大な費 用 と時 間を要 し、実現 は不可能ではないか との意見 もあ り、 全分野 に適用 し

よ うとい う場 合には大きな問題 となろう。
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Q6.複 数 デー タベ ー ス の 並 列 検 索

・有 効性

低 い 《4.ax.)

非常に高い く20.ex

普通(匹.

高い(se.Tz.)

・利 点

糠 勧 がなし鶴 里,(3・脚

情報の所在調査必要な し

(27.3P;)

DB毎 接続 しな くてよい(33.㈱

検索式を共通利用可能(27.欲)

・有効性にっ いて は73%の 人が有効性 を認め てお り1利 点 と しては 「手間が省 け

る ・と言 うも?が8・%残 りは 「検索漏オ・がない ・と言 うもので あった・
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Q7.検 索結果 より他のデー タベース を検索す ることについて

その他(4.3;)

非常に高い(17,

普通(閲.

高 い(47.8e:)

・70%の 人がその有効 性を認めて いる.

Q8,実 験 システム に対す る付加機能

その他

(2.飽)
クリァリンゲ情報の選択(6.on)

他 の耕 チリへ の接続

《t4.5S;)

その他

《34,2%)

‡-P-F"変 換(15.ex)

辞書変換

機能

(43.4劾

検索
9.2%

(13.2X)

二 次 検 索 《2.6S;)

榛 準 検 索式 保存(6.ew)

案 内 情 報 《5.3k)

・辞 書 機変 換 に関 す る もの が43 .

検索=「Oド変換(14.飽)

rc7F"の 統 一(13,2幻

操作方法表示 《7.9幻.

5%を 占め、検索機能の充実 に関す る もの17.

1%、 他の ネットワークへの接続機能14.5%が 主な もの であった.尚 、 ダウン

ロー ド機能は既に含まれ てい る。
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Q9.実 験 システム に関す る意 見にっ いて

・表示速度 を早 くす る必要が ある.

・センター に接続後、 検索条 件等の入力 を完了 した ら、セ ンター との通信 を切 り、

検 索終 了後 セ ンターか らユ ーザーに接続 して結果 を出力す るとい う方法が よい と思

う。

・メニ ュー方式は初心者 向 として、 ある程度慣れた人 には コマ ン ド方式 によ る検索

をする とい う方法 をとる とよい。

Q10.そ の他 の意 見につ いて

・本 システム を端末ソフ トと して販売 しては どうか。

・ユーザ ーに対す る課金 の方法及び回収方法につ いて。

・行政機関か らの資金的援助が必要だ と思 う。

5.ま とめ

本実験 システムは統合検索の第一歩 を踏み出 した もので、 まだ まだ評価 に耐 える様 な

ものでな い事 を承知の上で、 日頃何等かの形でデー タベースに携わ ってお られ る方 々に

評価 していただ いたわ けであ るが、お よそ2/3の 方々に有効性は高 いとの評 価 を頂い

た。 しか し、 あ との1/3の 方 々の少数意見の 中に貴重なご意見が含 まれて い ると思わ

れ る。 中には専門家で あるがため に、将来の苦労が予見出来て しまい、双手 を挙げて賛

成 して いただ けな かった方 も見受 け られた。御指摘頂いた御意見 をよく検 討 して出来 る

限 り今後の改善に活か してい きた い。
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資 料3.

「デ ー タ ベ ー ス 続 合 検 索 の 必 要 性 に つ い て 」

の 言責i演 要 旨

以下 は、 平成 元年12月13日 、 公開 デ モ ンス トレー シ ョンを行 うに先立 って開 催 した

講演会 「デ ー タベ ース統 合検 索の必 要性 につい て(講 演者:オ ンライ ンデ ータ ベー ス統 合

検索技 術調 査委 員会 委員 長 本告 光男)」 の講 演要 旨で あ る。

「デ ー タベー ス統合 検索 の必 要性 につ いて」

波乱 に満 ちた 昭和 が終 わ り、 平成 とい う時代 が始 ま りま した。

今 年の 暮れ は ボー ナス も過去 最大 とい うことで街 の買 物客 の出足 も順調 の よ うで あ りま

す ・・ ・… 三・ ・。

(1)好 調 な経済

それで は現 在の 経済 を ど うみ るかで あ りますが 、8月 に発刊 されま した平成 元年 度の

「経 済 白書(副 題:平 成経 済 の門 出 と日本経 済の 新 しい潮 流)」 によ ります と、 わが国 が

円高 を乗 り切 り内需 主導 型の構 造変 化 を遂 げて、 経済 成長 を実現 した 現在 の姿 を 「新 段階」

に入 った と評価 して いま す。 その根 底 につ いて は

高度 化:個 人 消費 、産 業構 造、 の高度 化

グ ローバ ル化:海 外調 達、水 平分 業 、の国 際化

ス トック化:一 般 庶 民の資産 蓄積

の3つ か ら分析 し、 この 好 調は 当分の 間続 くで あ ろ うと して います。

新 しい段 階 と して 平成 経 済が 目指す べ き もの は、

対外 的 には:地 球 的 環境問 題等 をふ くめ た世界 経済 の発 展への 貢献

対 内的 には:生 産 力 と豊 か さの ギ ャ ップの解 消

であ ると してい ます 。

経済 学の 先生 方 もそれ には御 異論が な いよ うです か ら、 こ こで も現 在 は これか らの新 し

い時代 に入 った 段階 で あ る と認 識す る こと にいた します。

(2)新 技 術の 登場

人間 の欲 求 は益 々多様 化 し高 度化 し、科 学技 術 はそ れを 叶えよ うと努力 し、 例 えば21

世 紀 に向 けて飛 躍的 な発 展 を期待 され る超 電導 技術 、遺 伝 子工学、 並列 コン ピュー タ、 デ

バ イス,光 通信 、 フ ァイ ンセ ラ ミック ス等 の新 材料 、 ソ ー ラー技術 等の新 しい技術 がぞ く

ぞ くと登場 してい ます。

我 々の身 の 回 りで も ・ ・…

(3)ニ ュ ー ビジネス の登 場

電子 、情 報 、 メカ トロ、 バ イオ テク ノ ロジー等 の先端 技 術の分 野は もとよ り、す き間産
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業 と言 わ れ る便 利屋 、宅配 便 、 コ ンビニ エンス ・ス トア、 また、人手 不足 を反 映 して人材

派遣業 等 、新 しい ス タイルの 企業 が続 々 と登 場 しています。

(4)情 報 化 の進展

a)コ ミュニケ ー シ ョ ン密 度 の飛躍 的向上 ・・… 情報化

コ ンピュータ と通 信網 の 結合 によ りLAN(LocalAreaNetwork)や 電 子 メール、

POS(PointOfSalessystem)等 が 実用 化 され、 コ ミュニケー シ ョ ンの密度 が飛

躍 的 に向上 しま した。 ス ーパ ー ・マ ーケ ッ トやデ パ ー トは1日 の内で天 候 の変 化 に合

わせ て商 品を補充 す る等の 運営 が実 際 に行われ てい ます 。

か ってMIS(ManagementInfomationSystem)が 流 行 し、何 とな く立 ち消え に な

りま した が、 コ ンピ ュータの価 格低 下、 日本 の漢字の 問題 の 解決、D/B(Data

Base)の 実 用化 によ ってOA(OfficeAuto閲ation)や 意 志 決定を サ ポ ー トす るDS

S(DecisionSuportSystem)が 実 現 し、最 近 また また アメ リカか らSIS(Strate・

giclnfomationSystem)と い う言葉 が上陸 しよ うと しています。 さ らに人工 知能 、

音 声認 識等 が加わ って、 コ ミュニケ ー シ ョンの密度 は よ り高 くな って い くことが予 想

され ます。

b)業 際 ネ ッ トワー クの形 成 … ◆◆ … 情 報化

コ ン ピュー タと通信 網の 結合 はVAN(ValueAddedNetwork)を 登 場 させ ま した。

VANに よ って製 造業 か ら金融 業、 販売 業、運 送業等 が幅広 く連係 す る シス テムを 構

築 し、中小 企業 の集団 が大 企業 と競 争出 来 る時 代 にな りま した。

ま た、経 費の節 減 、 コ ミュニケ ー シ ョン密 度の向 上等の効 果 も産 ん でい ます 。

また、売 れ筋 、在 庫量等 の 情報 を系列 企業 が共有 す るこ とに よ って 、 シェア ーの 拡

大を 図 る等の戦 略が 実際 に行 われ てい ます。

2.日 本 の 技術開 発 に対 す る反 省 と情 報

わ が 国の経 済 を支え て経済 大 国へ の道を 、切 り開 いたの は 日本の 技術力 で あ る と言 わ れ

て います が 、一方 で は 「日本 の 技術 は これ で好 いの か?」 とす る反 省論 もあ ります。

1つ は主 と して欧米 各国 か ら出て い る意 見で

「日本 は欧米 の技術 の商 品化 に成 功 しただ けで あ って、 基礎研究 には投資 してい ない で

はな いか。 け しか らん!」

とい う批 判で あ ります。 いわ ゆ るただ乗 り論です が、 これ はIC、 コ ン ピュ ータ、通 信、

TV、 ビデ オ等 何れ も基 にな った技 術 は何れ も輸 入 した もので あ ることは 事実 で あ ります。

・また 、 も う1つ は国 内か ら出て い る もので

「外 国 か ら学 ぶべ き技術 は少 な くな った。 日本 が独 自の 基礎 研究 を行い 、新 しい技 術を

開 発 しな ければ 、 これか らの経 済発 展 は望 めない!」

とい う反 省意 見で あ ります。

日本 の 技術 ・経済 が世界 の秩 序 に も決 定的 な影 響を与 え るよ うに な りま したの で、 当然

の反省 で し ょう。

欧 米 は基礎研 究つ ま り知 的創 造 が得意 で あ り、わが国 はその 応用つ ま り産業 開 発が 得意
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で あ ります 。 お互 いに その 得意技 を もちつ もたれつ で生 か して行 けばい いでは ないか とす

る意 見 もあ ります が＼ ・ ・… ◆ ・

さて、 前者 の反 省意 見 にたい して は

基礎研 究 とい う立場 か らみれ ば

・ ・そ の論 旨が摩 擦の原 因 に もな ってい ます。

◆ ● ● ● ● ■ ● ◆ ■

国別 に見 た ノーベ ル賞受 賞者数(ア メ リカ国立 アカデ ミー"1972年')

国.名 ノ ー ベ ル 賞 物理、 化学 年間発表論

受賞者数 医学のみ 文数(千) 備 考

ア メ リ カ 117 95 52.2

イ ギ リス 69 56 13.1

ド イ ツ 59 48 8.4

フ ラ ン ス 41 21 6.9

ス ウ ェ ー デ ン 21 11 1.7

ソ 連 13 9 10.5

ス イ ス 12 7 1.8

オ ー ス ト ラ リ ア 10 8 0.6

,イ タ リ ア 10 5 2.7

オ ラ ンダ 10 9 1.4

デ ン マ ー ク 9 5 一

ベ ル ギ ー 7 3 0.9

ノ ル ウ ェ ー 6 1 0.4.

日本 5 3 5.7

カ ナ ダ 4 3 4.0

ス ペ イ ン 4 1 0.3

日 本 の 企業 は この問 題 を解決 す るため に、,基礎 研究 費 を増額 し、 特 に石 油 シ ョック直 後

には急増 させ て います。 それ以 降 は開 発費 に 占め る割 合 も欧米 並み に な って います 。

しか し、 これ で解決 したか とい うと、 さ らに今 度 は 「日本 は基礎 研究 の成果 を海 外 に対

して オープ ンに して いな い。情 報の鎖 国政 策を 取 ってい る。 」 とい う非 難を受 けて い ます。

そ こでわ が国 のD/Bで あ ります が、NHKのTV特 集 番 組で も紹介 され ま したが,ま

さに途上 国並 み の状態 で あ ります。

事実,特 許関 係のD/Bな ど 日本 はま だまだ 遅れ てい て、 日本 の技術 開発 は欧 米 のD/

B無 しで は考 え られ ない といわれ るほ どに利用 してい ますが 、 日本の 情報 はD/Bに 登 録

され るまで に時 間が かか り、 しか も使い 難bvと い うのが 現状 で あ り、 その対 策を 迫 られ て

います。

ア メ リカの デ ータ ・ベ ースで 日本か らの検 索 に対 して、応 じない よ うにガ ー ドを 掛・ける
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もの が出て い ます 。

3.情 報 の性 質

情 報の もつ 性質 につ いて考 えて みた いと思 います。

3・1情 報 とデ ータの違 い

JISC6230情 報 処 理用 語 によれば、

デ ータ:人 間 また は 自動 て き手段 によ って行わ れ る通信
、 解析、 処理 に適す るよ うに形

式 化 された 事実、 概念 また は指令 の表現 。

情 報:デ ー タを表 現す るた めに用 いた約束 に基 づ いて人 間がデ ー タに割 り当て た意味
。

とな って います 。

デ ー タは表現 で あ り、 情報 は意 味で あ ります 。

ま た、情 報化 社会 にお いて は、情 報 は2極 分 化 して
、形 式的情 報 と意 味的 情報 にわ かれ

ます 。

形 式的 情報:情 報 の意味 ・内容 に関係 な く、情 報の 形式 にだ けに着 目 し、 それ によ って

コ ン ピュータ化 が可 能にな る情 報
。

(例)利 息 の計 算、電 気 ・ガ ス料金の計 算、 銀行 の 口座 振替 等の情 報

意 味的情 報:情 報の意 味 ・内容 を重視 し、如 何 な る人 々の連 係の なか で
、如何 な る文 脈

で生 産 され、伝 達 され るかを問 う情 報。・即 ち意 味的文脈 を解 釈 しな い と仕

事の 遂行 が出来 な いよ うな情報 であ る。

(例)説 明者 の顔色 をみ なが ら判 断す るよ うな場合 の情報

しか し、JISで は"情 報処 理"、'デ ータ処理"と い う2つ の 言葉 が1つ の欄 に併 記

され てい て、 その 意味 は"必 要 な情報 を得 るため に
、デ ータに対 して行 う一連 の作 業"と

い うよ うに1本 化 され てい ます。 どう も"情 報処理 爵
、"デ ータ処 理"と い う場合 は同 義

語 と して扱 わ れ るよ うで あ ります。

こ こで注意 したい の は、"必 要 な情報 を得 るため に ・… ◆◆ 鈴の 「必 要 な」 とい う

言葉 で あ ります。

こ こで 必要 な とい うの は、 お そ ら く自然科 学の 範囲 で はな く
、対 人間 的 な価値 の問題 で

あ ります。

3・2情 報の 世界 の価 値観

工 学 、技術 の 世界 では、 評価 の方 法にお いて客 観的 な科 学の それを 用いて い ますが
、 情

報の 世界 の 目的設 定 におい て は価値 か ら割 り出 した"必 要性"を もとに判断 され る点 で科

学 と異 な って い ます。

鉄 も石油 も、 物 質 と しての 性質 を探 求す る科 学 の立場 で は、それ らの要 ・不 要の問 題 は

圏外 にあるはずであります・ しか し髄 材料・化学工無 料、エネルギ源 料とし・う工学
・技 術 の立場 にな ります と直 ちに その"利 用価値'が 問題 と なります

。

さ らに物質 と しての 利用 価値 か ら1歩 進 めます と
、 利用 価値 自体 を利用 す る"戦 略 物質"
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とな ります。

それ は石油 の使 い方 の情 報を持 って いな か った 時代 に は、石油 は世 界の戦 略資 源で はあ

りませ んで した。 しか し、 一度、 石油 の利 用方法 に関 す る情報 が得 られ ます と、 石油 は戦

略 物 資 にな りま した。

情 報処 理の 世界 に も

科学 的 な立場

工学 ・技 術的 な立 場

戦 略的 な立 場

とが あ ります。

情 報 は今や社会 に欠 かす ことので きな い要 素 とな って きま した 。

情 報化 の進 展に伴 って 、 ローカ ルな情 報だ けで は用が 足 りな くて、 世界 的 のそれ を収 集

して処 理す る ことが必要 とな って きま した ・ ・・ ・・・ ・ …D/Bも 国 際的 に運用 さ

れ るよ うにな って きま した。

情 報資源 は鉄 や石油 の よ うに有 限で は あ りません。 ま た天 然資源 に依 存す るもので もあ

りません ので、無 限 に増 えて行 くと考 え られ ます。

あ らゆ る"物 の価値'が そ うで あ りま す よ うに、情報 の価 値 に も絶 対的 な もの と相対 的

な ものが 入 り混 じって い る乏 思われ ます 。

相 対的 価値 と は他 人 は知 らな くて、 自分 だけ が知 って い るとい うことが価 値 に結 びつ く

とい うタ イプの もので あ ります。

噂 、聞 込み、 ス クー プ等 によ る情 報 がそれ で あ ります。

あ る種 の技術 情報 な ど もそれ に似 た性 質を 持 ってい ます が、 早 く聞 き込 ん だ とい うだけ

で生 じた価値 を維持 出来 る期間 は、 情報 化の 進展 に よ って 益 々短 くな ってい ます。

この種 の情 報 は相 手 が知 って しまえ ば無 価値 とな ります 。

特 許 とい うもの は、情 報 としては知 られ て も、そ れを利 用す る面を制 限す る ことに より、

そ の価 値を 人為的 に維 持 しよ う とい う考案 者を 保護 す るた めの制 度で あ ります 。

こうゆ う見方 を します と、論 文を 印刷 して公 表す るとい うことは、 その 内容 の価 値を 減

らす こ とにな ります。

事 実、情 報の コ ンサ ルタ ン ト会社 は その調 査 した情 報を 無償 で ば らま くこ とは致 しませ

ん。 それ は 内容 が知 れ渡 れ ば価値 を減 らす か らで あ ります 。

ただ、 教育 の世界 で は毎年 次 々 と情 報の 不足 した人 が入 学 して くるので、 全体 と しての ・

E,ntropyは ほ ぼ一定 に保 た れ るので しょう。

[注]エ ン トロ ピー

熱力 学の方 で も エ ン トロ ピーとい う言葉 が あ ります が、 これ は情 報理 論に おけ るE

ntropyと 本 質的 に は同 じもので あ ります。

情報 理論 で は情 報 の'あ い まい さ'の 測度 と してEntropyと い う考え か たを用 いて

い ます。

「ジャ ンケ ンの情 報量

例 えば ジャ ンケ ンをす る場 合 につ い て考 えて みます 。A,B,Cと い う相 手 につ いて、
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表の よ うな情 報が 与え られ てい る もの と します。

H=一 ΣPllog2P1

Hn=H(1/3,1/3,1/3)

=一(1/310921/3)*3

=1 .59bit

He=H(1/2,1/4,1/4 ,)

=-1/210921/2-1/4109?1/4

-1/410921/4

=1 .5bit

Hc=H(3/5,1/5,1/5)=1.37bit

こ の 場合 、Aが 最 もや りに くい相 手であ ります 。 それ はど うい う手をだ して くるのか

さ っぱ り見 当 もつか ない か らであ ります。つ ま り最 も'あ いまい さ"が 大 きい ので あ り

ます。 」

ま た周囲 の人 々がそ の情報 の 存在を全 く知 らな いな らば、 その情報 の有用性 を認 識 出来

ませ ん。従 って、価 値 も発生 しない ことにな ります。

昔 か ら"猫 に小判"と い う諺 があ ります。

そ こで情 報 コ ンサル タ ン ト会社 はま った く沈 黙を 守 ってい るので はな くて、 あ る程度 の

情 報を 拡散 させ て事 柄の重 要性 を認 識 させ るこ とを や ります。

そ して、 その キ ーポ イ ン トは 自分 だ けが 握 ってい る とい うよ うに もっていか な けれ ば な

りませ ん。

人 間 の両面 性?

人 間 には

個 別性(prestige)・ ・ ◆◆ 異 質、威 信 、威光、 名声

卿自分 だけ しか出 来 ない カの心理や
、 その心 の態度 への あ らわれ。

同調性(conformity)・ … 均質 、相似 、一致 、適合、 従属

"み ん ながや るか ら自分 もや らねば な らな
い"の 心 理。

が同 居 してい て、 物質 と相違 す る点 であ ります 。

入間 は異質 か ら均質へ 動 いて い きます 、 これ は熱 力学 と同 じであ ります。

戦後 の流 行 を振 り返 って見 ます と、戦 後の女 性が パ ッ ドを ロ ングスカ ー トに、 さ らに ミ

ニス カ ー トに、 新 しい秩 序を 作 って きたのは、 人間 なれ ば こそであ ります。

「[参 考]フ ァッ ショ ンとエ ン トロピー

ミニ スカ ー トを 流行 させ よ うと した 人がい ま した。 モデ ルには トウィンギ ーと い う痩

形の 足の 美 しい人 が選 ばれ ま した。そ れはバ ラ ンス上 の理 由(美 的秩 序)が あ って 、大

根 足 や膝 の出 た足 で は似合 わ ないか らであ ります。 しか し、 次第 に ミニス カ ー トは流行

って、 大根 もガ ニマ タ も ミニ、お 年寄 り も ミニに な って しまいま した。 これはEntropy

が 増 大 して、 当初の 秩序 が乱 れ'あ い まい'に な って い った か らであ ります。

流行 は その特 徴 につ いてのEntropyを 増 大す るこ とによ って拡大 され、そ のEntropy

が 最 大 に な った処で 止 ま りま す。 そ七 て また新 しい秩 序 が登場す るわ けであ りま す。

しか も新 し く生 ま れた秩 序 は、前 に似た よ うな秩序 が あ って も、それ とは異 な って い

A B C

かみ

石

挟み

1/3

1/3

1/3

1/2

1/4

1/4

3/5

1/5

1/5
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ます 。 このよ うな変化 の捉 えか たは仏 教で 云 う'輪 廻'の 思 想で あ り、弁 用法 でい う"

正 一反 一合"の 思 想で あ ります。

人 間 は環境を 変え 、その 環境 は人 間を変 えて きま した。 その サイ クルはめ ぐって も、

決 して 同 じ処 には戻 って きませ ん。

最 近、 また ミニ スカ ー トが流 行 して います が、前 回の ミニ スカ ー トとはひ と味異 な っ

て います 。」

人間 は無 秩序 か ら秩 序を 作 り出すカ を もって い ます 。

よ く個 性 とい う言葉 が使 われ ます が、 これ は個別性 の こ とで あ ります。

この点 が、科 学の範 ち ゅうで あ るエネ ルギ ーや エ ン トロ ピーの問 題 と、 価値 の問 題が 違

うと ころで あ ります。

エネ ルギ ーだ った ら落 差が 大 きけれ ば大 きい ほど多 くの エネル ギ ーが 取 り出せ るわ けで

す が、価 値 の問題 ではそ うで もな いので あ ります 。

現在、 自動車の 保有台 数の 少 ない国 に対 して、 多数輸 出 出来 るか とい うと、 む しろ逆で

あ ります 。

ま して、 知識 ・情報 とい うもの は古 来人 類が蓄 積 して きた共有 の財 産で あ ります 。それ 一

を 踏台 に して新 しい知識 を加 え る ことが、 た とえ僅 かで あ ると して も、絶 対的 価値 に寄与

す るこ とであ ると思い ます。

ま た、終 始、相 対価 値 ばか りだ った ら共有 財産 と して の知識 の価 値を 認め ない ことにな

ります ので 、矛 盾を生 じます。

人 類が 蓄積 して きた知 識は、 極め て多 様 な形で存 在 してい ます が、 その中 で これ まで一

番有 力だ った 保存の方 法 は紙 の上の 記録 だ った と思 い ます。 情報 の保存 に関 す る この 形式

は、 いつ まで も行わ れて い ます。

しか し、 その一方 で は新 しい媒体 で あ る磁 気 テー プの 上 に、 またデ ィスクの 上 に巨大 な

情報 量 が急速 に蓄積 され っつ あ ります。

しか も、 この媒体 上の 情報 は、紙 の上 の 情報の よ うに人間 が指 で め くって 目で読 むの と

異 な り、 コ ンピュー タによ って縦 横 に検 索 、利用 され、 電 波や ケ ーブル によ って全 世界 に

通信 され ますの で、情 報の利 用形 態 は全 く異 な って います。

既 に、技 術 ・工 学の世 界 では、D/B無 しで は発展 を望 めな い時 代に な って い ます。

この よ うな情報 化社 会で は、情 報の 運営 は

処 理

蓄 積(即 ち、 記録 、記憶)

通 信

が互 い に共同 した シス テ ムによ ってな され る ことは明 かで あ りますが 、 この3機 能 の中

で情報 の 蓄積が 将来最 大 の問題 とな るで し ょう。 ・・ ・・ ・・ ・… ◆◆ ・・即 ちD/

Bの 問 題 です。

処 理 と通信 は、い わば 二道性 の もので 、情 報 はその ブ ラ ック ・ボ ッ クスの 中 を通 り抜 け

るだ けで あ りま すが 、蓄 積 は時 間軸 に沿 った積 分 であ って、 その累 積す る情 報 量 は殆 ど無

制 限 に増 加 します。

そ れを 蓄え る こと 自体 が問 題で あ るの は い うまで もあ りませ ん が、 その 中か ら必 要 な情
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報 を探 し出す ことも可 及的 に難 しくな ります ・・ ◆・…D/Bの 検 索 の問 題 であ りま

す 。

また 、時 が たつ て無効 にな り、 さ らに誤 りとな った情報を どの よ うに して識 別 し、 削除

す るの で しょ うか。

人間 は幸 い に、物 を忘れ る よ うにできて い ます。 さらに寿命 によ って否応 な しに消 され

てい きます 。 人工 的な記憶 と記 録 はまだ そ こまで用意 が出来て いませ ん。 しか し、 将来 は

これ が重 要 な問題 とな るで し ょう。 記憶技 術 とは別 に忘却の技術 がな けれ ばな らない と思

います ・・ ・・ ・・ … この 辺 の問題 は これか らの発展 に期 待が掛 け られて い ます 。

4.中 部 情 報 セ ン タ ー の 企 画

一 一 昭 和57-58年(1982-1983)一 一

この情 報化 の進 展 に答 え るため に、 中部経 済連 合会 は名古 屋 に も情報 セ ンタ ーを 作 ろ う

と企 画 した ことがあ ります。

既 に、 大阪 には関西情 報 セ ンターが あ って、受 託計算 、情報化の コ ンサ ル タ ン ト等の 事

業等 を行 ってい ます。 そ こで 、

(1)目 標

a)中 部 地 方 の ロTカ ル'◆デ ー タを収録 したD/Bを 作 り、海 外か らも簡 単 に検 索 出来

るよ うに した い と考 え ま した。

b)情 報 検索 を容易 にす るた め にVANを 活 用 して、 この セ ンター と契約 す れ ば、 主要

なデ ー タD/Bに 対 して 自由 に アクセ ス出来 て、 しか も1つ の 手順 を マス タ ーす れ

ば、 どのD/Bと も や り取 り出来 るよ うなサ ー ビスを 提供 す る ・・ ・・ ・ ・…

統 合 検索 システ ムを 考 えま した。

(2)シ ナ リオ ・・・ ・… 名古 屋オ リン ピック'

当 時 は名 古屋 オ リン ピックが ほぼ確定 的 な状況 であ った ので、 この セ ン ターで オ リン

ピ ックの 競 技、運 営を管 理す るソ フ トウエアの開 発 と、後 の運転 を引 き受 け て、 オ リン

ピ ックの 終 了後 は関西情 報 セ ンターの 例 にな ら って ◆ビ・… タ ダで中 部情 報 セ ンタ

ー に寄贈 して も らうつ もりで計画 案を 考え てい ま した。

(3)そ の 構想

a)ロ ー カル ・デ ー タベー ス

全国 的 なデ ー タはそれ が中央 に あれば 、そ れを全国 的 に利用 す るのが 効率 的 で あ り

ます。

中部 地 方の オ リジナル なデ ー タのD/Bで あ るぺ きであ ります。

例え ば 地図 に ローカル なデ ー タを 重ね て ア ウ トプ ッ トす る、 等の ことを 考 えて い ま

した。

b)D/Bの 統 合 検索

本 日の テ ーマであ りま すD/Bの 統 合 検索 を大規模 に実施す るこ とを 検 討 して い ま

した。

(4)結 果 は ・ ・・・ … 無残 で した。
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オ リンピ ックはソ ウル に持 って行 かれ た こと は御承 知の とお りであ ります。

中 部経 済連 合会の 役 員総会 で はGOと 決 定 され ま したが、 い まだ に宙 に浮 いて い

ます 。

中 央の 通産 省、郵 政 省への 陳情 に も行 き ま した が、単 なるPRに 終 わ りま した。

しか し、通産 省でD/B高 度 利用 の委 員会 を設 け られ ま したの は ・・ ◆◆ ◆この仕 事

が少 しは刺激 にな って い るの か もしれませ ん。

さて、 こ こで話 題を ガ ラ リと変 え させ て 頂 きま して ・・ ・・ …

5.東 欧 情 勢 と情 報

最 近、 東 ヨー ロ ッパ の ニ ュースが 目ま ぐる し く伝 え られ て います。

私 は非常 に好 いタ イ ミングで6月 下 旬か ら7月 上旬 にか けて 、 ポー ラ ン ドの ク ラコ

フ、 チ ェス トコー ワ、 ワル シャワ、 フ ランスのパ リ、 イタ.リアの ロー マ、 ア ッシ ジを 回 る

ポー ラ ン ドを 中心 と した旅行 に参加 しま した。 しか も、 ポ ー ラン ド人 の神 父を リーダ とす

るツア ーで したの で、大 変 参考 にな りま した。

あれか らポー ラ ン ドは選挙 にお いて連帯 が勝 利 をお さめ 、連 帯を主 軸 とす る非共産 党 の

政権 を発足 させ る、 ベ ル リンの壁の 事実上 の崩 壊 、プ ラハ の春 の正 当化等 、東 欧諸 国 は大

揺れ にゆれ て います 。今 ま での常識 で は信 じられ ない よ うな奇 跡が起 こって います。

我 々はそ の前 兆を 見て きた わけで 大変 ラッキ ーで した。

ところで この よ うな大 き な変 革が ど う して起 こ った ので しょ うか?

(1)直 接 的動 機 .

こ の直 接的 動機 は、 ソ連の ゴ ルバチ ョフ最 高会 議議 長 の提 唱す る、

1)ペ レ ス トロ イカ(改 革)

2)グ ラ ス ノスチ(情 報 公開)

が 引 き金 にな った ことは御 承知の 通 りであ ります。

(2)根 本 的 な原 因 ・・ ・・・ ・・… コ ミュニケ ー ショ ン革命

東欧 諸国 を 自由化 、民 主主 義の方 向へ 、流 れを 大 き く変 え た根本 的なカ は情 報化 の 進

展 によ って 生 まれた コ ミュニケー シ ョン革 命 で ある と云 って も過言 では ない と思 い ます 。

即 ち、情 報化 の進展 は 「民 は知 ら しむべ か らず 」 とい った従 来の独 裁体 制 を極め て困

難 な状 況 に追い込 んで い ます。

イ ラ ンの ホ メイニ革 命 は 日本の ラジカ セで あ るとい う説 もあ ります。

世 界 の出来 事 や人の 暮 し向 きが 、そ の 日の 内にTVの 映 像 と して茶 の間 に送 られ る時

代 であ ります 。

情 報化 は地 球規 模で 人類 の民度 を高 めて いま す。

そ れで は、 情報 化 によ って東欧 諸国 に見え て きた もの は一 体何 で しょうか?

4・1東 西 の経 済格差

競 争観 念 に欠 け る一 党独 裁下 の生産 工場 は、 西側 のFA工 場 に比べ ると、 「ガ ラクタ工

場以 下」 で あ ると、 ソ連 当局者 も認め て い る。 それ が西 ドイ ツや フ ランス との 比較 で繁 い
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てい る とす るな らば、 日本、 アメ リカとの比 較 において は、 もう1桁 違 うはず で あ ります。

産業 用 ロボ ッ トの保 有台 数 はその国 の工業 生産 性の一 つの 指標 とな って います が、 わが

国が圧 倒 的 に保 有台 数が 多 く、昭 和59年 度 で

日本 ・ ・・・ ・ ・・・…67300台

ア メ リカ ・ ・・ ・・・ …14500台

西 ドイ ツ ・ ・◆ ◆・ ・・…6600台

フ ランス ・ ・・ ・・ ・・…3380台

と な って い ます。

庶 民 に とって最 も関心 のあ る日用品 につい て も

西 側諸 国:華 やか な商 品で あふれ てい る ・… パ リ、 ローマ

東 側諸 国:日 用品 もなか なか手 に入 らない … ク ラコ フ、 ワル シ ャワ

東 欧諸 国 の

軍 事 よ り も経済 ◆ ◆・ ・◆大砲 よ りパ ターを

イデ ィオ ロギ ーよ り も日常 生活

とい う不満 は早 くか ら充満 し蓄積 されて いた と思 い ます 。

その 不満 を抑 えつ けて きた もの は東西間 の対立 で した。

それ が、 最近 の米 ソ対話 路線 の定 着に よ って除 かれ た と見 るべ きで しょう。

そ して 今 までの 、そ の不満 が一 気 に爆 発 した結果 で ある と思 わ れます。 その パ ワー は何か

とい う と、 国境 を越 えた コ ミュニケ ー シ ョンにあ ると思 い ます。

さて 、 この東 欧諸 国の 奇跡 は今 までの よ うな東西の対 立 を無 くす方向 に向 か って います 。

ア メ リカで は国 と しての団 結 を支え るた めに東 西対立 、米 ソ対立 が使わ れて きた と思 い ま

す 。 その 対立 が無 くな ります と、 その役 割を 日本に 向け る可能性 もあ ります 。

ア メ リカの財 界人 で、 この奇 跡の 起 こる前 に 「ソ連 の核 兵器 よ りも日本商 品の 方が 恐 ろ

しい。 」 とい った発 言が あ ったのを 記憶 して います。 ・・ ・・・・ ・・ … その心 は 、

「ソ連 の 核攻 撃 は現 実の 問題 と して 、そ の確 率は0に 近 い。 しか し、 日本 の商 品 は毎 日確

実 に攻撃 して くる。 そ して我 々の市 場を 脅か し続 けるで あ ろう ・・ ・・ ・… 」 とい う

ことで しょう。
の

そ うい う側 面か らも日本のD/Bを 充 実 して、海 外か らも使 いやす いD/Bの 統 合検 索

システ ム等の 基盤 をつ くり、 情報鎖 国の 汚名 を早 く払拭 しな け らば な らない と思い ます 。

6.結 び

民度 を向上 し自由、民 主主 義 を守 ってい くため に情報 化 は必要で あ ります。

経 済活 動、 技術 開発 のため に もD/Bは 必 要で あ ります。

D/Bは 益 々大 き くな ります。 ・・・ ・… そ して 検索 は益々困 難 にな ります 。

そ こで、D/Bを 使 いやす くす る手 だてが 必要 にな ります 。

そ のた め には 多 くのD/Bを 一 つの 契約、 一つ の手順 に よ って 自由に検 索 出来 る統 合検

索 シス テ ムが 必要 であ る とい う ことを、い ろん な角 度か ら申 し上げ たつ もりであ ります。

御 静聴 を感 謝 いた します。
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資 料4.

デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン の 内 容

統 合検索 一1

統 合検 索 一2

メ ニ ュー検索

目 次

(複 数 のデ ー タベ ースを 並列的 に メニ ュー方 式 に よ り検索 す るパ ター ン)

(FCI)Bの 検 索結 果を 用い てPATOLISを メ ニュ ー方 式 によ り検 索す るパ タ ー ン)

127

134

139

(各 デ ー タベ ースを統 一 された検 索方 法で個 別 に検索 す るパ タ ー ン)

注)委 員 会及 び公開 デ モ ンス トレー シ ョンにお け る実 験 シス テムの検 索操 作の 内容 を

以 下 に示す。

な お、各 検索 内容 の下線 部 は、利用 者が 入 力 した部分 を示 し、[〉 ぐは 、実 験 シ

ステ ムが 自動的 に入 力 した部分 を示 す。 また 、下 段 は各入 力内容 の概 要で あ る。
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【 統 合検 索 一1】

*** フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス ・デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 ・実 験 シ ス テ ム ***

オ ンライ ン ・デ ータベ ー ス統 合検 索技術 ・調査 委員会

財団 法人 フ ァイ ンセ ラ ミックス

株式 会社 メイテ ック

>XXXXXXX(1)

・ セ ン タ ー

実行 したいJOBを 選 択 して くだ さい。

1.統 合 検索 一1

2.統 合 検索 一2

3.メ ニ ュー検索

*4.電 子 メール ・電 子 掲示 板

E:終 了

>1(2)

検 索 す る デ ー タ ベ ー ス を 選 択 し て く だ さ い 。

1.FCDB

2.JOIS(JICSTフ7イ ル)

3.PATOLIS(日 本 結 実:公 開 特 許)

4.ACE中 日

く 入 力 例>1,2,3

T:ト ッ プ メ ニ ュ ー

>1,2,3(3)

検索 期間 を選 択 して くだ さい。

1.1989年1月 か ら最 新 まで

2.1988年1月 か ら最 新 まで

3.1987年1月 か ら最 新 まで

4.1986年1月 か ら最 新 まで(FCDBは6月 か ら)

5.1985年1月 か ら最 新 まで

6.1984年1月 か ら最 新 まで(JOISは4月 か ら)

7.1983年1月 か ら最 新 まで

T:ト ッ プメニ ュー

>2(4)

自動 表示 させ る件 数 を入 力 して くだ さい。

T:ト ッ プメニ ュー

リタ ー ンキ ー:デ フ ォル ト値(5件)

>2(5)

標 準 検 索式 を入力 して くだ さい。

〈入力 例 〉

[A1,B1.C1][A2,B2]

T:ト ッ プメニ ュー

〉[超 伝導][回 路 素 子,基 板]

[A3,B3]

(6)

(1)

(2)
(3)

(4)
(5)
(6)

利用 者が、 パ ス ワー ドを入力 す る。

利 用 者が、 統 合検 索 一1(複 数 の デ ーターベ ースを 並列的 に検索)を 選 択す る。

利 用 者が(表 示 されて い るメ ニューか ら)、 並列 的 に検索 す るデ ー タベ ースを選

択す る(FCDB,JOIS,PATOLISの 順 に検索 を行 う)。

利 用者 が、 各デ ータベ ー スを検 索 す る期間 を選択 す る。

利 用者 が、 各デ ータベ ー スの 検索 結果の表 示件数 「2」 を 入力 す る。

利 用者 が、 標準 キ ー ワー ド(実 験 シス テムで定 めた キ ーワ ー ド)を 用 い、標 準検

索式(実 験 シス テム の規則 にそ った 検索式)を 入力 す る。

標 準検 索式 の 内容 は、 「超伝 導か つ(回 路 素子 また は基板)」 で あ る。
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確認 して くだ さい。

対象DB:FCDB,JOIS,PATOLIS

検 索 期間:1988年1月 か ら最新 まで

自動表示 件数:2

標 準 検索 式:[超 伝 導][回 路 素子,基 板]

よ ろ しいです か?(Y:次 処 理/N:TOPメ ニ ューへ)

>Y(7)

15:05☆ しば ら くお 待 ち くだ さい。

ただ いま検索 をお こな って い ます。

(8)

(9)

[FCDB]

件 数:0006

#OOOI

6311

63-274032

基 板 上 に超伝導 層を 形成 す る方法

IBM(米)

12

#OOO2

6311

63-278397

超 伝 導 セ ラ ミックス ーガ ラス ーセ ラ ミックス複合 体 回路基板

富士通

12

¥CAL(10)

15:06☆ しば ら くお 待 ち くだ さい。 (11)

JICSTONLINENETWORK
PLEASEENTERSYSTEMNAME(JOIS,STN.JOISF):[>JOIS<] (12)

CONNECTEO..

>HH<1 (13)

J[CSTON-LINESERVICE

U:じ>K<】(14)
.

S:K

U:じ 〉¥JOISXXX-XXXX,XX<】

S:パ ス ワ ー ド は?

u:[〉*********s****<] (16)

(15)

(7)利 用 者が、 検索 を行 うデ ータベ ース名 、検 索す る期間 、検 索結 果の 表示 件数 、標

準 検索 式 に入 力誤 りがな い こ とを確 認 して、 「Y」 を入 力す れ ば、実 験 シス テ ムが

検 索を 開始す る。

(8)実 験 システ ムが 自動的 に、FCDBを 呼 び 出す。

(9)実 験 システ ムが 自動的 に、 標準 検索式 に基 づ きFCDBを 検 索 し、 検索 結果 の う

ち(5)で 指 定 され てい る2件 分 のみ表 示す る。

(10)実 験 システ ムが 自動的 に、FCDBを 終 了 す る。

(11)実 験 システ ムが 自動的 に、JOISへ 接 続 す る。

(12)実 験 システ ムが 自動的 に、JOISシ ス テ ムを 選択す る。

(13)実 験 システ ムが 自動的 に、 「HH」 を 入力 す る。

(14)実 験 システ ムが 自動的 に、 利用 端末機 が漢 字端 末機 であ る こ とを 連絡す るため に

「K」 を入 力す る。

(15)実 験 システ ムが 自動的 に、 ユ ーザ ーID、 検 索 者識別 記 号を 入力す る。

(16)実 験 システ ムが 自動的 に、JOIS用 の パ ス ワー ドを入力 す る。
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た だ い ま 検 索 を お こ な っ て い ま す 。

[JOIS]

S:サ ー ビ ス を 開 始 し ま す1989 .12.13

U:じ 〉¥FILEK10/0-2<コ(17)

S:JICSTK(1988.04-1990.01)LO59.219(23:00ま で)

質 問 を 開 始 し ま す15:06:52会 話 番 号2628

JICSTCOPYR16HT

[1]U:E>チ ョウテ"ント"ウ<1(18)

S:3171件

[2]U:1>ハ ント'ウタイリシ<1(19)

S:12349件

[3]U:[〉 キハ"ン<1(20)

S4033件

[4]U:[>1零(2+3)<コ(21)

S:94件

[5]U:[〉¥PF,2<】(22)

#OOO1(9472834)

SIサ イ リ ス タ を 用 い た 電 流 型PWM変 換 装 置 に よ るSMESの 制 御

伊 瀬 敏 史(奈 良 工 高 専);菱 井 隆 之,王 兆 安,村 上 吉 繁(大 阪 大 工)

Gl16B電 気 学 会 静 止 器 研 究 会 資 料VOL .SA-89,NO.1-2.4-17PAGE.141-

150'89

(C)(A1)(JA)(JPN)(写 図13表1参6)

NBO8030B,NBO2000E(621 .314.5,621.311.1)

電 力 貯 蔵;超 伝 導;電 磁 石;電 力 変 換 器;サ イ リス タ;制 御 回 路;PWM;有 効 電 力;

無 効 電 力;電 力 制 御;電 力 系 統;系 統 安 定 度;シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

[SIサ イ リ ス タ]

#OOO2689191175,開89191504

セ ラ ミ ッ ク ス 表 面 の 超 伝 導 化

小 浦 延 幸,衝 く り や 裕 司(東 京 理 大 理 工)

G441B(0915-1869)表 面 技 術VOL .40,NO.7PA6E.819-824'89

(J)(A1)(JA)(JPN)(写 図11表3参8)

WCO8024S,YJO4040T(621 .793.4,667.640T‖ERS)

基 板;焼 結 体;エ ッ チ ン グ;粗 面;無 電 解 め っ き;銀 め っ き;超 伝 導 材 料;粉 体;

電 気 泳 動;電 着;焼 成;表 層;超 伝 導;密 着 性;電 着 塗 装;セ ラ ミ ッ ク

ア ル ミ ナ/1;酸 化 物/2;イ ッ ト リ ウ ム 化 合 物/2;バ リ ウ ム 化 合 物/2;銅 化 合 物/2

(17)実 験 シス テ ムが 自動的 に、 最新 漢字JICSTフ ァ イルで(4)に お いて 指定 さ

れ てい る1988年1月 か ら最新 までの期 間 を指定す る。

(18)実 験 シス テ ムが 自動的 に、JOIS用 の キ ー ワー ドに変換 し検 索す る(標 準キ ー

ワー ド:超 伝 導 ⇒JOIS:チ9ウ テ"ンドウ)。

(19)実 験 シス テ ムが 自動 的 に、JgIS用 の キ ー ワー ドに 変換 し検索 す る(標 準 キ ー

ワー ド:回 路 素子 ⇒JOIS:ハ ンドウタイソシ)。

(20)実 験 シス テムが 自動 的 に、JOIS用 の キ ー ワー ドに変 換 し検索す る(標 準 キ ー

ワー ド:基 板 ⇒JOIS:軌"ン)。

(21)実 験 システ ムが 自動 的 に、標 準検索 式 に基 づ いて演 算をす る(標 準 検索式:超 伝

導 かつ(回 路素 子 また は基 板)・ ⇒JOIS:1*(2+3))。

(22) 実 験 システ ムが 自動 的 に、指定 され てい る最新2件 分 を、 出 力形式 の要約 な しの

内容で 表示 す る(JOISの 表 示 コマ ン ド 「¥PF,2」 を 生 成す る) 。
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S:出 力 終 わ り ま し た

[5]U:じ 〉¥ENO<] (23)

JICSTCOPYRIGHT

下 記 の 料 金 に 消 費 税 が 加 算 さ れ ま す

***f'タ ーーペ ース 料 金 時 間¥P課 金¥OFFA¥OFFF退 避

***JICSTK¥410220(0)0(0)0

***累 計¥4102

S:会 話 を 終 了 し ま す1989.12.1315:07:55

DISCONNECT

{Df
NOCARRIER

15:08☆ しば ら くお 待 ち くだ さい。 (24)

WELCOMTONT↑DOX-TP(E71)

LASTCALLING:12/1215:56

PASSWORDBRRORSSINCELAS↑CALLiN6:0

*XXXXXXXXXXX(25)

cOM

JCT54022AENTERTERHINALTYPE

じ>5217<】(26)

JCT54012AENTERLOGON

[>LOGON<](27)

JET12012AENTERUSERIO-

[〉 罧"*#<】(28)

ENTERPASSNORDFORJK65040一

じ〉 京京家**ま、<](29)

た だ い ま 検 索 を お こ な っ て い ま す 。

[PATOLIS]

TSSXXKXXXXSTARTEOTIME=15:ll:19DATE=89-12-13

BROADCASTMESSAGESNOTFOUNO

京家京PATOLlSONLIN .ESBRVICEt*t

SELECT↑HEFOLLOWINGSERVICE

KJP

KJD

KJM

KJ↑

KJR

KRF

READY

[>KJP

JAPANPATENT&UTILITY

JAPANOESIGN

JAPANTRADEMARK

JAPANTRIAL

JAPANREGISTRA↑10N

REFERENCE

ぐ (30)

89.12.13

KIP

KRT

KIN

KTR

KJS

KCO

lNPADOC

RYOKINTOIAWASE

INFOUATION

↑RAININ6

JAPANPAT.&U↑lL./LATEST

CO-ROMOATATRANSMISSION

(23)実 験 システ ムが 自動的 に 、JOISと の 接続を切 るた め、 「¥END」 を 入力 す

る。 続い て利用 料金 を 表示 す る。

(24)実 験 システ ムが 自動的 に、DDX-TPへ 接 続す る。

(25)実 験 システ ムが 自動 的 に、DDX-TP用 の パ ス ワー ドを入 力す る。

(26)実 験 システ ムが 自動 的 に、利 用端 末機 が漢字端 末機 であ るこ とを 連絡す るた め に

「5217」 を 入 力す る。

(27)実 験 シス テムが 自動 的 に、 「LOGON」 を 入力 す る。

(28)実 験 シス テムが 自動 的 に、P.ATOLIS用 の ユ ーザ ーIDを 入 力す る。

(29)実 験 シス テムが 自動的 に、PATOLIS用 の パ ス ワー ドを入力 す る。

(30)実 験 シス テムが 自動的.に、 日本 特実 ファイルを選 択す るた め に 「KJP」 を 入 力
ー 一 一す る

。

130



***PATOLISONL!NESERVICE*tt15:11:51

サ ー ビ ス:日 本 特 実 デ ー タ ベ ニ ス 蓄 積 期 間,件 数

A:公 開 特 許 昭46.07.01一 平01.10.31

B:公 告 特 許 昭30.01.01一 平OL10.31

U:公 開 実 用 昭46.07.01一 平OL10.31

Y:公 告 実 用 昭'35.01.01一 平01.10.31

審 査 経 過 は 特 許 庁 で 平Ol.11.04入 力 分 迄

処 理 項 目[1:検 索2:照 会

3565516

1366740

3077439

1281780

3:番 号 リス ト]

あ な たの受 注番号,ユ ーザ ー コー ド,処 理項 目を入力 して下 さい

じ>11111111,DB,1<」(31)

京*零 検 索 開 始 辞 求

資 料 型,発 行 年 月 を 入 力 し て 下 さ い

D>A,S6301-<】'(32)

質 問 番 号,質 問 式 を 入 力 し て 下 さ い

[>Ol,F331895<](33)

***検 索 回 答t**89.12.13

(A)[S6301-]〈01>

質 問 式:F331895

回 答 合 計4366(A4366BUY)

出 力 様 式:A,B,C,6.Hオ フライン:OFFFAX出 力:FAXCD・-ROM:CD自 動 削 除:OEL

じ〉;001<コ(34)

舘 零 検 索 開 始#零(質 問 呼 び 出 し)

(A)[S6301-]

質 問 番 号,質 問 式 を 入 力 し て 下 さ い

じ>02,Fl48073*F297045+F165287<1(35)

***検 索 回 答t*t89.12.13

(A)[S6301-]〈02>

質 問 式:F148073*F297045+Fl65287

回 答 合 計32424(A32424BUY)

出 力 様 式:A,B.C,6.‖tフ ライン:OFFFAX出 力:FAXCD-ROM:CD自 動 削 除:DEL

じ〉;001<1(34)

淋 京 検 索 開 始*紘(質 問 呼 び 出 し)

(A)[S6301-]

質 問 番 号,質 問 式 を 入 力 し て 下 さ い

じ>03,&Ol*&02<1(36)

***検 索 回 答***89.12.13

(A)[S6301-]<03>

質 問 式:&Ol*&e2

回 答 合 計434(A434BVY)

出 力 様 式:A,B,C,G.Hオ フライン:OFFFAX出 力:PAXCD-ROM:CD自 動 削 除:DEL

l>Bぐ(37)

(31)実 験 システ ムが 自動的 に、 受注 番号、 ユ ーザ ーコー ド、検索 処理 を入 力す る。

(32)実 験 システ ムが 自動 的 に、公開特 許 を選択 し、(4)に お いて指 定 され てい る検

(33)

(34)

(35)

成 を 行 い検 索す る(標 準 キ ー ワ.一 ド:回 路素子 また は基板

Fl48073*F297045+Fl65287)。

(36)実 験 シス テムが 自動 的 に、標準検 索式 に基づ いて 演算 をす る(標 準検 索 式:超 伝

導か つ(回 路 素子 また は基板)一 ⇒PATOLIS:&01*&02)。-t

(37)実 験 シス テム が 自動 的 に、出 力様式 の 「B」 を選 択す る。

索期 間を 入力 す る。

実 験 シス テムが 自動 的 に、PATOLIS用 の キ ーワ ー ドに変 換 し検索 す る(標

準 キ ーワ ー ド:超 伝導 ⇒PATOLIS:F331895)。

実 験 システ ムが 自動的 に、質 問01で 設 定 した資料型 、発 行年 月 と同 じ設定 にす

るため 、 「;QOl」 を 入力す る。

実験 システ ムが 自動的 に、PATOLIS用 の キ ー ワー ドに変 換 し、 質問 式の 生
⇒PATOLIS:
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**s検 索 回 答***[特 実]様 式(B)受 注 番 号(11111111)89 .12.13順 位0000001

***特 開63-11661[63 .01.19]請 求(0)***質 問 番 号03回 答 件 数0000434

出 願61-154507[61.07.01]公 告 一[..]登 録[..]

称
約

名

要

キーワード

出 願 人

IPC

FI

JPC*

広 域126(ROO3,ROO6,RO20)

*続 き 有 り*

〉;N<](38)

窒 化モ リブデ ンの 製造 方法

[目 的]基 板 表面 にNを 含 む イオ ンビ ームを照射 しつ つMoを 供 給 して薄 膜 を

形 成す る ことに よ り,高 臨 界温度 を有 す る窒化モ リブデ ンが簡便 な製造 方法 に

よ り得 られ る。

窒 化 モ リブデ ン,基 板 表面,N,イ オ ン ビ ーム,Mo,薄 膜,臨 界 温

度,NaC1型,ジ ョセ ブイ ン 素子.超 伝導 マ グネ ッ ト,線 材

272000582松 下 電 器産 業(株)

*C23C14/06.C23Cl4/46,

**s検 索 回 答***[特 実]様 式(B)受 注 番 号(11111111)89 .12.13順 位0000002

***特 開63-24505[63 .02.01]請 求(0)t**質 問 番 号03回 答 件 数0000434

出 願61-166722[61.07.17]公 告 一[..]登 録[..]

称
約
名
要

キーワード

人

C

C

願

P

I

P

域

出

I

F

J

広

臨界温 度の 高 い超伝 導材 料

[目 的]NbTi,Nb3Snま た はV3Gaか らな る基板 表面 に,NbとS

iま た はGeと の 合金 の薄膜 層を 備え る ことによ り,臨 界温 度の よ り一層 の 向

上 を図 る。

臨界 温度,超 伝導,NbTi,Nb3Sn,V3Ga,基 板,Nb,Si,

Ge,合 金,薄 膜 層,蒸 発源,る つぼ,金 属,Si半 金 属,偏 向 エ レク ト

ロ ン ビーム,蒸 気,薄 帯,薄 膜

282000125川 崎 製 鉄(株)

*HOIB12/06,C23C14/14,HOIL39/12,

象
415,126,422(ROO6,R100)

*続 き 有 り*

i>;END<1 (39)

零精 日本特 実サ ー ビス

受注番 号lllllll1

基 本 料金

公開特許

実用

結実
広告特許
実用

特実

READY

[>LOGOFF<]

円

円

円

円

円

円

0

0

0

0

0

0

51

03

12

円

56

円

ド

金

L

㍗

駈

36

⑰

92

一
料

は

d

泊

'
2

泊

」

コ

用

15

15

00

1

㏄

3

一
使

ザ

タ

刻

刻

間

金

間

金

京

一

一
時

時

時

料

持

料

"

ユ

デ

始

了

用

理

開

終

使

処

(40)

口 合計金額

89.12.13
DB

オ フ ライ ン出力料 金

書 誌事項 の み0件

要 約分付0件

抄 録分付0件

図 面 ・書誌事 項0件

図 面 ・要 約分 付0件

図 面 ・抄録分 付0件

オ フ ライ ン手 配料 金

糖4,428円

円

円

円

円

円

円

円

0

0

0

0

0

0

0

XXXXXXXTSSSECTIONENDEOTIME=15:17:410ATE=89-12-13+

(38)実 験 システ ムが 自動的 に、続 き を表示す るため 「;N」 を 入力 す る。

(39)実 験 システ ムが 自動的 に、PATOLISと の 接続 を 切 るため 「;END」 を 入

力 す る。続 いて利 用 料金 を表示 す る。

(40)実 験 システ ムが 自動的 に、 「LOGOFF」 を 入 力す る。
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検 索 は終了 しま した。

検索 をつづ けますか?

>N(41)

(Y/N)

検 索 す る デ ー タ ベ ー ス を 選 択 し て く だ さ い 。

1.FCDB

2.JOIS(JICSTフ'イh)

3.PATOLIS(日 本 特 実:公 開 特 許)

4.ACE中 日

く 入 力 例>1,2,3

T:ト ッ プ メ ニ ュ ー

〉工 (42)

実 行 したいJOBを 選 択 して くだ さい。

1.統 合 検 索 一1

2.統 合 検 索 一2

3.メ ニ ュー検 索

*4.電 子 メー ル ・電 子 掲示板

E:終 了

〉旦 (43)

15:17☆ 回 線 を 切 断(モ デ ムoff)し て く だ さ い 。

(41)統 合 検索 一1で 、 標準 検索 式の 変更 を行 い繰 り返 し検索 しな いため 、利 用 者 が

「N」 を 入力 す る。

(42)統 合 検 索 一1を 繰 り返 し行 わ ない ため、利 用者 が 「T」 を選択 す る。

(43)実 験 シス テムの検 索 を終 了す るため に、 利用者 が 「E」 を選択 す る。
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【 統合検 索 一2】

*** フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス ・デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 ・実 験 シ ス テ ム ***

オ ンライ ン ・デ ータベ ー ス統 合検 索 技術 ・調 査委員 会

財 団法人 フ ァイ ンセ ラ ミックス ・セ ンタ ー

株 式会社 メ イテ ック

>XXXXXXX(1)

実 行 した いJOBを 選 択 して くだ さい。

1.統 合 検索 一1

2.統 合 検索 一2

3.メ ニ ュー検索 .
*4.電 子 メール ・電子 掲示板

E:終 了

>2(2)

検 索 期間 を選 択 して くだ さい。

1.1989年1月 か ら最新 まで

2.1988年1月 か ら最新 まで

3.1987年'1月 か ら最新 まで

4.1986年6月 か ら最新 まで

T:ト ップ メニ ュー

>2(3)

標 準 検索 式を 入力 して くだ さい。

〈入 力例 〉

.[ALB1.C1][A2,B2]

T:ト ップ メニ ュー

*#番 号:保 存検 索 式呼 び出 し

〉[セ ンサ ー][温 度,湿 度,ガ ス]

[A3.B3]

(4)

確 認 して くだ さい。

検 索期 間:1988年1月 か ら最 新 まで

標 準検 索 式:[セ ンサ ー][温 度,湿 度,ガ ス]

よ ろ しい です か?(Y:次 処 理/N:TOPメ ニ ュ ーへ)

>Y(5)

(1)利 用 者 が、パ ス ワ ー ドを入 力す る。

(2)利 用 者 が、統 合検 索 一2(あ る デ ータ ベ ースの検 索結 果を 用 いて別 のデ ー タベ ー

スを検 索す る)を 選 択す る。

FCDBの 特 許公 開番 号を 用 い、PATOLISへ 照 会す る。

(3)利 用 者 が、デ ー タベ ースを 検索 す る期 間 を選 択す る。

(4)利 用 者 が、標 準 キ ーワー ド(実 験 シス テムで 定め た キー ワー ド)を 用 い 、標 準検
索 式(実 験 システ ムの規 則 にそ った検索 式)を 入力 す る。

標準 検索 式の 内容 は、 「セ ンサ」か つ(温 度 また は湿 度 また はガ ス)」 であ る。

(5)利 用 者 が、検 索す る期 間、 標準 検索式 に入力 誤 りが ない こと を確認 して 、 「Y」

を 入力 す れば、 実験 システ ムが検 索を 開始 す る。
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た だい ま検索 をお こな って います 。 (6)

[FCDB]

件 数:0003

#OOOI

6311

63-291403

薄 膜 温 度 セ ン サ の 製 造 方 法

シ ャ ー プ

07

#OOO2

6312

63-300501

湿 度 セ ン サ 材 料

秩 父 セ メ ン ト

10

#OOO3

0101

01-000778

熱 電 対 式 温 度 セ ン サ

横 井 秀 俊 、 ヤ マ ハ 発 動 機

07

¥CAL (7)

検 索 は終了 しま した。1

検 索 結 果を メモ リーに保存 しま した。 (8)

PATOLISで 照 会を お こない ますか?(Y/N)'

〉旦(9)

PATOLISで 照 会を お こない たい特 許を 選ん で

その通 し番 号 を入力 して くだ さい。

(全 部 の 場合 は、ALLと 入 力)

<入 力 例>1,4,5,8,16

T:ト ップ メニ ュー

>ALL(10)

WELCOMTONTTODR-TP(E71)

LASTCALLING:12/1215:56

PASSWORDERRORSSINCELASTCALLIN6:0

‡XXXXXXXXXXX(11)

(7)実 験 システムが 自動的 に、FCDBを 終 了 す る。 ,
(8)実 験 システムが 自動的 に、FCDBの 検 索 結果の 公開特許 番号 を メモ リー に一時

的 に保存 す る。

(9)利 用 者 が、 保存 され て い る公開 特許 番号 の内容 を、PATOLISで 照 会す るた

め に 「Y」 を入力す る。

(10)利 用 者 が、FCDBで 検 索 した結果 のすべ てをPATOLISで 照 会 す るため に

「ALL」 と 入力す る。

実 験 システムが 自動的 に、DDX-TPに 接 続す る。

(11)実 験 システムが 自動 的 に、DDX-TP用 の パ ス ワー ドを入力 す る。
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C側

JCT54022AENTERTERHINALTYPE

[>5217〈 】(12)

JCT54012AENTERLOGON

>LO60N<](13)

JET12012AENTERUSERID－

じ〉 京京家東京章章<](14)

ENTERPASSWORDFORJK65040-

[〉 塞*零本東京 くコ(15)

た だ い まPATOLISで 照 会 を お こ な っ て い ま す 。

[PATOLIS照 会 結 果]

TSSXXXXXXXSTARTEDTIME=15:27:25DATE=89-12-13

BROAOCASTMESSA6ESNOTFOUND

零京塞PATOLlSONLlNESERVICEt*零

SELECTTHEFOLLOWINGSERVICE

KJP:JAPANPATEN↑&凹TILITY

KJO:JAPANOESI6N

KJH:JAPANTRADEMARK

KJT:JAPANTRIAL

KJR:JAPANREGISTRA↑10N

KRF:REFERENCE

REAOY

C>KJP<](16)

89.12.13

KIP:1NPADOC
KRT:RYOKINTOIAWASE
KIN:INFOHATION

KTR:TRAINING
KJS:JAPANPAT.&UTIL./LATEST

KCO:CD-ROMDATATRANSMISSION

***PATOLISONLINESERVICE零 零零15:27:56

サ ー ビ ス:日 本 特 実 デ ー タ ベ ー ス 蓄 積 期 間,

A:公 開 特 許

B:公 告 特 許

U:公 開 実用

Y:公 告 実用

-

l

1

1

3

り0
3

q
V

O

O

∩
U
O

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

平

平

平

平

一

一

ー

一

1

1

1

1

0

0

0

0

●
ー
ー

ワ
「
1

0

0

0

0

ρ
∪
O

C
U
5

」
讐
3

」
唖
3

昭

昭

昭

昭

審査 経過 は特 許庁 で平01.11.04入 力 分 迄

処理 項 目[1:検 索2:照 会

あ なた の受注 番号,ユ ーザ ー コー ド,

E>22222222,DB,2<1(17)

件 数

3565516

1366740

3077439

1281780

3:番 号 リス ト]

処 理 項 目を入力 して 下 さい

聯零 照 会開 始 京口

特 実種 別,番 号種 別,

じ>1,2,B,1<]

出 力 様式,出 カ デ 一夕を 入力 して下 さい

(18)

(11)実 験 システ ムが 自動的 に、DDX-TP用 の パ ス ワー ドを 入力す る。

(12)実 験 システ ムが 自動的 に、利用 端 末機 が漢 字端末 機 であ る ことを連絡 す るた めに

「5217」 を 入 力す る。

(13)実 験 システ ムが 自動的 に、 「LOGOFF」 を 入力す る。

(14)実 験 システ ムが 自動的 に、PATOLIS用 の ユ ーザ ーIDを 入 力す る。

(15)実 験 システ ムが 自動的 に、PATOLIS用 の パ ス ワー ドを入 力す る。

(16)実 験 シス テムが 自動的 に、 日本特 実 フ ァイルを 選択 す るため に 「KJP」 を 入力

す る。

(17)実 験 シス テムが 自動 的 に、 受注 番号、 ユ ーザ ー コー ド、 照会処 理を 入力 す る。

(18)実 験 シス テムが 自動 的 に、 特実種 別 は特許 、番 号種 別 は公告 番号、 出力 様 式 はB、

出力 デ ー タは公開 の みの出力 形式 を設定 す る。
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番号 を入力 して くだ さい[8件 ま で入力 でき ます]

[>63291403,63300501,01000778<](19)

***照 会 回 答**t[特 実]様 式(B)'受 注 番 号(22222222)89
.12,13順 位0000001

***特 開63-291403[63 .11.29]請 求(1)*t*

出 願62-126817[62.05.22]公 告 一[. .]登 録[..]

称
約
名
要

キーワード

出願人

IPC

FI

JPC*

広 域421,461

*続 き有 り*

〉;N<1

薄 膜 温度 セ ンサの製 造方 法

[目 的]一 対の リー ド端 子の 上部 を温度 セ ンサチ ップに固着 し、 温度 セ ンサ チ

ップ を含む リー ド端 子の 上部 全体を パ シペー シ ョン膜 で被覆 し、 タ イバ ーを切
断 分離 した後、 更 にパ シベ ー シヨ ン膜で 切断 による リー ド端 子の 露出部 を な く

す るよ うに被覆す る ことに よ り、 タ イバ ーで連結 され た一対 の リー ド端 子 を用

いて、 耐湿 性能 の優 れた 信頼 性の高 い薄膜 温度 セ ンサを 得 る。
薄 膜 温度 セ ンサ.リ ー ド 端子,パ シペ ー シヨン膜,タ イ バ ー、 耐湿性 能
,コ ーテ ィ ング

272000504シ ャ ープ(株) .
*HOIC7/04,601K7/22 ,HOlc17/28,

(20)

***照 会 回 答 ‡⇔[特 実]様 式(B)受 注 番 号(22222222)89
.12.13順 位0000002

***特 開63-300501[63 .12.07]請 求(0)**t

出 願62-133466[62.05.30]公 告 一[ ..]登 録[..]

称
約
名
要

キづ 一ド

人

C

C

願

P

I

P

域

出

I

F

J

広

湿 度 セ ンサ材 料

[目 的]特 定 な物 質 を用 い る ことによ り、 湿度 セ ンサの小型 化及 び薄 膜化 を図

る。

湿度 セ ンサ 材 料.薄 膜,Y1-xBaxCuOy,BaCO3 ,Y203
,CuO,エ タ ノ ール,円 板状 焼結 体

132359376秩 父 セ メ ン ト(株)

零HOIC7/00,601N27/12
,

零

421,242,303,304,462(R101)

*続 き 有 り*

[〉;N<】(20)

***照 会 回 答*tt[特 実]様 式(B)受 注 番 号(22222222)89
.12.13順 位0000003

***特 開64-778[64 .01.05]請 求(0)**t

出 願62-123662[62.05.22]公 告 一[ ..]登 録[..]

称
約
名
要

キーワード

人

C

C

願

P

I

P

域

出

I

F

J

広

熱電 対式 温度 セ ンサ

[目 的]ペ ース上 に異 なる熱起 電力の 複数 の金属 か らな る線 状被膜 を パ ター ン

形成す ると共 に、 そ れ ら線 状被膜 の一 部を 接触 させ て温度 測 定用 カ ップ リング

部を形 成す る ことに よつ て、 メイ ンテナ ンス、設 置作業 な どにお け る取 扱 いを

容易 にす る。

熱電対 式 温度 セ ンサ.線 状 被膜,温 度 測定用 カ ップ リング ,位 相,熱
電対

131横 井 秀 俊,222001007ヤ マ ハ発動 機(株)

iHOIL35/32 ,GOIK7/02,

零
422,142,461(R124)

(19)実 験 シス テムが 自動 的 に、 メモ リーへ一 時的 に保存 され てい るFCDBの 検 索結

果の 公開特 許番 号 を入 力す る。

(20)実 験 システ ムが 自動的 に、続 きを表 示す るた め 「;N」 を 入力す る。

137



零 回答 終了 求

〉;END<1 (21)

8帆 日 本特 実サ ー ビス

受注 番号22222222

基 本 料金

日本特実

READY

[>LOGOFF<1

章章零

ユ ーザ ー コー ド

デ ー タ使 用料 金

0円 開 始 時刻

終 了 時刻

使用 時間

料金

章章

(22)

89.12.13

DB

15:27:56

15:32:33

00:04:37

1.030円

合 計 金 額 辞

照会料金
4件1,032円

2.062円

XXXXXXXTSSSEC↑IONENDEDTIME=15:32:48DATE=89--12-13+

照会 は終了 しま した。

T:ト ッ プメニ ュ ー

>T(23)

検 索 期 間を 選択 して くだ さい。

1.1989年1月 か ら最 新 ま で

2.1988年1月 か ら最新 ま で

3.1987年1月 か ら最新 ま で

4.1986年6月 か ら最新 まで

T:ト ップ メニ ュー

>T(24)

実 行 したいJOBを 選 択 して くだ さい。

1.統 合 検索 一1

2.統 合 検索 一2

3.メ ニ ュー検索

*4.電 子 メール ・電子 掲示 板

E:終 了

>E(25)

15:32☆ 回 線 を切断(モ デ ムof"し て くだ さい。.

(21)実 験 システ ムが 自動 的 に、PATOLISと の 接 続を 切 るため 、 「;END」 を

入 力す る。 続 いて 利用 料金 を表 示す る。

(22)
{23)
(24)

(25)

実 験 システ ムが 自動 的 に、 「LOGOFF」 を 入 力す る。

利 用者 が 「T」 を入 力す る。

統 合検 索 一2を 繰 り返 し行 わな いため 、利 用者が 「T」 を入力 す る。

実 験 シス テムの 検索 を終 了 す るため に、利 用者が 「E」 を入力 す る。
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【 メ ニ ュ ー 検 索 】

*** フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス ・デ ー タ ベ ー ス 統 合 検 索 ・実 験 シ ス テ ム ***

オ ン ライ ン ・デ ー タベ ース統合 検索技 術 ・調査 委員会

財団法 人 フ ァイ ンセ ラ ミックス

株式 会社 メイテ ック

>XXXXXXX(1)

・ セ ン タ ー

実行 した いJOBを 選 択 して くだ さい。

1.統 合 検 索 一1

2.統 合 検 索 一2

3.メ ニ ュー検索

*4.電 子 メ ール ・電子 掲示 板

E:終 了

〉旦 (2)

検 索 す る デ ー タ ベ ー ス を 選 択 し て く だ さ い 。

1.FCDB

2.JOIS(JICST)

*3.JOIS(JMBDlClNE)

*4.JOIS(NK-MEDIA)

5.PATOLIS(日 本 特 実:公 開 特 許)

6.ACE中 日

T:ト ッ プ メ ニ ュ ー

〉旦 (3)

検 索期 間 を選択 して くだ さい 。

1.1989年1月 か ら最 新まで

2.1988年1月 か ら最 新まで

3.1987年1月 か ら最 新まで

4.1986年1月 か ら最 新まで

5.1985年1月 か ら最 新ま で

6.1984年1月 か ら最 新 まで

T:ト ッ プ メニ ュ ー

〉⊥ (4)

－ACE中 日

操作 を選 択 して くだ さい。-ACE中 日

1.標 準 検索 式 によ る検索

*2.キ ー ワー ドによ る検索

T:ト ップ メニ ュ ー

>1(5)

)

)

-

り
6

(

(

(3)

)

}

4

に
」

(

(

利用者 が 、パ ス ワー ドを入力 す る。

利用 者が 、 メニ ュー検 索(メ ニ ュー方式 に よ る、統 一 され た方 法で 検索 す る)を

選 択す る。

利用 者が 、表 示 されて い るデ ータベ ースか ら検 索す るデ ータベ ー ス 「ACE中 日 」

を 選択す る。

利用 者が 、デ ータベ ースを検 索す る期間 を選 択す る。

利用 者が 、検 索方 法 「標準検 索式(実 験 システ ムの 規則 にそ った検 索式)」 を選

択 す る。
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標 準 検 索 式 を 入 力 し て く だ さ い 。

〈 入 力 例 〉

[A1.BLC1][A2.B2]

T:ト ッ プ メ ニ ュ ー

〉[セ ン サ ー][温 度 ,湿 度,ガ ス]

[A3,B3]

(6)

16:37☆ しば ら くお待 ち くだ さい。

QO22LOGONコ マ ン ドま た は/NOを 入 力 して下 さい

[>LOGONXXXXXXXX,XXXXXXXX<](7)

89-12-1316:37:44
QO18$D>ISSCHVNICHI<] (8)

***CHUNICHIオ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス を 開 始 し ま す
。%

:E>'/SELACE<1(9)
89-12-13

***ACE開 始16:38:12

[01]:1)〉/RAN8901:<](10)

[Ol]:[〉 センサー 〈](ll)

***73件 で す 。

[02]:>tン ド+シ ツド+ガ ス 〈(12)

***626件 で す 。

[03]:じ>01求02<](13)

***6件 で す 。

[04]:

検索 は終了 しま した。

次の操 作を 選択 して くだ さい。-ACE中 日

1.検 索 期 間を 変更 して新 た に検索 を お こな う

2.同 じ操 作期 間で新 た に検索 をお こな う

*3.結 果 の 演算

4.デ ー タ内容 の表示

T. .ト ップ メニ ュー

>4(14)

'(6)利 用 者 が
、標 準 キー ワー ド(実 験 システ ムで定 めた キ ーワ ー ド)を 用 い、 標準検索式 を指定 す る
。

標準 検索 式の 内容 は、 「セ ンサーかつ(温 度 また は湿度 また はガ ス)」 で あ る
。(7}実験

システ ムが 自動的 に、ACE中 日に接 続す るた めに ユ ーザ ーID
,パ ス ワードを入 力す

る。

(8}実 験 システ ムが 自動 的 に、 「ISSCHUNICHI」 を 入 力す る
。(9)実験

システ ムが 自動 的 に、ACEフ ァイ ルを選 択す る(ACE中 日 の フ ァイル選

択 コマ ン ド 「/SELACE」 を 生成 し、入 力す る)。

(10)実 験 システ ムが 自動 的 に、(4)に お いて 指定 され てい る検 索 期間 を入 力す る

(ACE中 日の フ ァイル検索 期 間設 定 コマ ン ド 「/RAN8901:」 を 生成 し
、入力 す る)

。

(11)実 験 シス テムが 自動 的 に、 標 準検 索式 に基づ きACE中 日用 の キ ー ワー ドに変換 、し検 索す
る。(標 準 キー ワー ド:セ ンサ ー ⇒ACE中 日:セ ンサー)

(12) 実 験 シス テムが 自動 的に、 標 準検索 式 に基づ きACE中 日用 の キ ー ワー ドに変 換

し検 索す る。(標 準キ ー ワー ド:温 度 また は湿 度 また はガス ⇒ACE中 日:オ

ン ト◆ 十 シッ ト'十 力'ス)

(13)実 験 シス テムが 自動的 に、 標準 検索 式 に基づ き演算 をす る(標 準 検索 式:セ ンサ
ーか つ(温 度 また は湿度 また は ガス)⇒ACE中 日:Ol*02)

。(14)利用 者 が
、 「デ ー タ内容の 表示 」を 選択す る。

140



じ〉/PRINP2,6<] (15)

***中 日新 聞記 事デ ー タベ ース

No.1

〈 見 出 し 〉

広 が る用 途 フ ァイ ンセ ラ ミックス(2)

【掲 載 日 】89.02.27

【版 面 コ ・・一ド 】AAOOOOOOOO

【ペ ー ジ 】28頁

【面 内 通 番 】10

【県 コ ー ド】23

〈 本 文 〉

***89年12月13日

【記 事番号 】890227AAOOOOOOOO2810

光選択性から保温力 防寒 ウエア
【曜 日】

【朝 夕刊名 】

【画 名 】

【内 容 】

【文 字 数 】

月曜日
朝刊
第2社 会面

本分あり
1505

「ほ ら、 よ く見 てい て下 さい。 右 の生地 の方 が どん どん温度 が上 が ってい くで し ょ」。

デ サ ン ト(本 社 ・大阪市)の 商品 研究 室で 蔭地 駿作室 長が指 さ した。 等距 離 か らライ トを

当 てた 二つ の生地 裏 に、 温度 セ ン サーをつ け ての比較 テス ト。 同社 の従来 の 生地 に対 して

、 もう一方 の ソー ラーα(ユ ニ チ カとの共 同開 発商品)で 織 った生 地 は温 度 が上 昇 、手で

触 ると違 いが も っとは っき り感 じられ る。 昨年二月 にカ ナダで開 かれ た カル ガ リーオ リ

ンピ ックで、 この ソー ラーαを 使 った防寒 ウエ ア、 スキ ーウエ アをサ ラマ ンチIOC会 長

や 日本 、 スイ ス、 カ ナダ、 ス ペイ ン、米 国の ナ シ ョナルチ ームが 着用、 ガ ンメ タ リックの

ざん新 な色 と保温 性か ら話題 とな った。

●

(省 略)
◆

No.6

〈 見 出 し 〉

ボ イ ラ ー 異 常 に ピ ッ

【掲 載 日 】89.06.09

【版 面 コ ー ド 】AAOOOOOOOO

【ペ ー ジ 】11頁

【面 内 通 番 】06

【県 コ ー ド】23

〈 本 文 〉

【記 事番号 】890609AAOOOOOOOOllO6

東 邦 ガ ス など 新 型'ボ ケペル'開 発

【曜 日】 金曜日
【朝夕刊名】 朝刊

【画 名】 地域経済面
【内 容 】 本分あり

【文字 数】0472

東 邦ガ ス は八 日、 日本 電信 電話(NTT)東 海 支社、 エヌ ・テ ィ ・テ2・ 中 部 テ レコ ン

の二 社 と共同 で、 ガス ボ イラ ーな どの 運転 情報 を液晶表示 タイプの ポケ ッ トベ ル に 自動 的

に通 報す る発 信装 置 「ボケ ペル モニ タ」を 開発 、十五 日か ら販 売す る と発表 した。 この

装置 を ボ イ ラーに取 り付 け、 あ らか じめ正 常運 転時の温度 な どを設定 。 ボ イ ラー 内の燃 焼

温度 が設 定 した温 度よ り大幅 に上 下 した場 合、 セ ンサーが これ を キ ャッチ、 ボケ ペルモ ニ

タが 「異常 あ り」の信号 を発 信。NTTの 電 話 回線 などを通 じポケ ッ トベ ル に数字 で異 常

を 表示す る。

***出 力 件数=6

[04]:

次 の 操作 を選択 して くだ さい。-ACE中 日

1.検 索 期 間を 変更 して新 た に検 索を お こな う

2.同 じ操作期 間で新 た に検 索を お こな う

*3.結 果 の演算

4.デ ー タ 内容 の表示

T.ト ップ メニ ュー

>T(16)

(15)実 験 システ ムが 自動 的 に、 検索 した すべて の件 数を 表示す るため 、ACE中 日の

表示 コマ ン ド 「/PRINP2,6」 を 生成 し、 入力 す る。

q6)利 用 者 が、ACEフ ァ イルの検 索終 了のた め、 「T」 を選 択す る。
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じ/END<1 (17)

***CHUN'ICHIオ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス を 終 了 し ま す 。

***デ 一 夕 ベ ・一:ス 料 金(円)接 続 時 間 .

ACB、2804

合 計280

$t>LO60FP<1(18)

4

16:41:33

***

QO18

毎 度 あ りが と うござい ま した。 また の ご利用 をお 待 ち してお ります。

89-12-1316:41:54

接 続 時 間00:04:10

QO22LOGONコ マ ン ドまた は/NOを 入 力 して下 さい

[〉/NO<1(19)

検 索 す る デ ー タ ベ ー ス を 選 択 し て く だ さ い 。

1.FCDB

2.JOIS(JICST)

*3.JOIS(JMED!CINE)

*4.JOIS(NK-MEDIA)

5.PATOLlS(日 本 特 実:公 開 特 許)

6.ACE中 日

T:ト ッ プ メ ニ ュ ー

>2'(2旬

検索期 間 を選 択 して くだ さい

1.1989年1月 か ら最新 まで

2.1988年1月 か ら最 新 まで.

3.1987年1月 か ら最 新 まで

4.1986年1月 か ら最 新 まで

5.1985年1月 か ら最 新 まで

6.1984年4月 か ら最 新 まで

T:ト ップ メニ ュー

>2(21)

－JICST

操作を選 択 して くだ さい 。-JICST

l.標 準 検 索式 によ る検 索

*2.キ ー ワー ドによ る検 索

*3.著 者 によ る検索

*4.そ の 他 の検 索

T:ト ッ プ メニ ュー

>1(22)

(17)実 験 シス テムが 自動 的 に、終了 のため 「/END」 を 入 力す る。

(18)実 験 シス テムが 自動 的 に、 「LOGOFF」 を 入力 す る。'

(19)実 験 シス テムが 自動 的 に、ACE中 日 との 接続 を切 るた め、 「/NO」 を 入 力す

る。

(20)利 用 者 が、 表示 されて い るデ ータ ベース か ら利 用す るデ ータベ ース 「JOIS

(JICST)」 を 選択す る。

(21)利 用 者 が、 デ ー タベ ースを検索 す る期 間 を選択 す る。

(22)利 用 者 が、検 索 方 法 「標 準検索 式(実 験 シス テ ムの規則 にそ った検索式)」 を 選

択す る。
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標 準検 索式 を入力 して くだ さい。

〈入力 例 〉

[A1.Bl.Cl][A2,B2]

T:ト ッ プ メニ ュー

〉[ALN][熱 伝 導][基 板]

[A3,B3]

(23)

16:43☆ しば ら くお待 ち くだ さい。 (24)

JICSTONLlNENET脚ORK

PLEASEENTERSYSTEMNAME(JOIS,STN,JOISF): 1>JOIS<1 (25)

CONNECTEO..

1>HH<] (26)

JICSTON-LINESERVICE

じK<](27)∬

SK

C>¥JOISXXX・-XXXX.XX<コ(28)u

パ ス ワ ー ド は?S

じ>t****tt*s**t**<1(29)u

サ ー ビ ス を 開 始 し ま す1989.12.13S

じ〉¥FILEKIO/0-2<]'、(30)u

JICSTK(1988.04-1990.01)LO59.219(23:00ま で)S

質 問 を 開 始 し ま す16:43:58会 話 番 号2569

U

S
U
"O
U
S

lI'

]

]

1

2

90

[

[

[

S:

[5]U:

JICSTCOPYRIGHT

t>チ ゥカア鳥ミニウム<]

543件

t>ネ ウテ"ント◆ウ<1

1959件

(33)

(31)

【〉 キパン<1

4033件

(32)

[4]U:E>1零2京3<]

4件

(34)

(23)利 用 者 が、標 準 キー ワー ド(実 験 システ ムで定 めた キー ワー ド)を 用 い、 標準 検

索式 を指 定す る。

標 準検 索式 の 内容 は、 「AlNか つ 熱 伝導 かつ基 板 」であ る。

(24)実 験 シス テムが 自動的 に、JOISへ 接 続 す る。

(25)実 験 シス テムが 自動 的 に、JOISシ ス テムを 選択す る。

(26)実 験 シス テムが 自動 的 に、 「HH」 を 入 力す る。

(27)実 験 シス テム が 自動 的 に、利 用端 末機が 漢字端 末機 であ る ことを連 絡す るた め 、

「K」 を入力 す る。

(28)実 験 シス テ ムが 自動 的 に、 ユ ーザ ーID、 検 索者 識別記号 を 入力 す る。

(29)実 験 システ ムが 自動的 に、JOIS用 の パ ス ワー ドを入 力す る。

(30)実 験 システ ムが 自動 的 に、 最新漢 字JICSTフ ァ イルの1988年 か ら最新 目

でを指 定す る。

(31)実 験 システ ムが 自動的 に、JOIS用 の キ ー ワー ドに変 換 し検索 す る(標 準 キ ー

ワー ド:AIN⇒JOIS:チ ッ カア ル ミニ ウム》。

(32)実 験 システ ムが 自動的 に、JOIS用 の キー ワー ドに変 換 し検索 す る(標 準 キ ー

ワー ド:熱 伝導 ⇒JOIS:ネ ツ テ"ン ド ウ)。

(33)実 験 システ ムが 自動的 に 、JOIS用 の キー ワー ドに変 換 し検索 す る(標 準 キ ー

ワー ド:基 板 ⇒JOIS:・ キ ハ◆ ン)。

(34)実 験 シス テムが 自動 的に 、標準 検索 式に基 づい て演算 をす る(標 準 検索 式:Al

Nか つ 熱伝 導 かつ基 板 ⇒JOIS:1*2*3)。 、

143



検索 は終 了 しま した。

次の 操作 を選択 して くだ さい。-JICS↑

1.検 索 期間 を変更 して新 た に検索 をお こな う

2.同 じ操作期 間 で新 た に検索 をお こな う

*3.2次 検 索 をお こな う

*4.結 果 の演 算

5.内 容 の表 示

*6.オ フ ライ ンプ リン トの依頼

*7.今 ま で の検索 過程 の 表示

T.ト ッ プメ ニュ ー

>5(35)

1>¥PA,4<1 (36)

#OOOIJ89010913

注 目 され る高熱伝 導性 セ ラ ミックス 事 例SiCセ ラ ミッ クス

中村浩 介(日 立 日立 研)

F172A(0452-2834)工 業 材料VOL.36,NO.15PAGE .47-53'88

(J)(B1)(JA)(JPN)(写 図17表3参31)

ヒ タ セ ラムSC-101の 紹 介記 事で あ る。 標題 物質 の製 法 は,α －sic微 粉 に微 量

のBeOを 加 え,真 空 ホ ッ トプ レス法 に よ って製 造す る。 熱伝 導率,耐 熱衝撃 抵抗 温度

な どにつ いて,A1203,AlN,通 常 のSicな ど と比較 し,優 れ た位置 付 けを示

した。 製品 適用 周辺 技術 と して は,グ レーズ,メ タ ライゼ ー ショ ン,接 合 など につ い て

述べ.適 用 例 と して は半 導 体用基 板,機 械 製造部 品 につ いて解 説 した

YCO3030G(666.5)

フ ァイ ンセ ラ ミック;熱 伝 導;ホ ッ トプ レス;熱 伝 導率;耐 性;熱 衝撃;加 熱温 度;

密 封;超 小形 回路技 術;多 層め っき;接 合;半 導 体 材料;構 成 部 品;基 板;

高 密 度実 装;半 導体 レーザ;文 献 展 望

炭化 けい 素/1;酸 化 ベ リリウム/1;ア ル ミナ/2;窒 化 アル ミニ ウム/3

[ヒ タ セ ラムSC-101]

■

(省 略)

#OOO4E88180142

高 放 熱AlN焼 結 体 およ び基板 化 技術 の開発

山 川晃,三 宅雅 也,小 林 修,大 岡 伸哉,松 沼 健二(住 友電 気工 業);坂 上 仁之,

竹 内久雄,曽 我 部浩 一,笹 目彰(住 友電 気工 業 伊丹 研)

F314A住 友 電気NO.132PAGE.129-135'88

(J)(Al)(JA)(JPN)(写 図19表1参7)

高 熱 伝 導性 でかつ 量産 性 に優 れ たAlN焼 結 体お よ びAlN焼 結 体 表 面の金 属化 技術,

組 立て 技術 につ いて 述べ た。 まず,実 際 に用 い られて い る各種 の高 熱 伝導性 基板 材料 の

特 性値 を示 した。 つ ぎ に,AlNセ ラ ミッ クの高 熱伝 導化,メ タ ライズ,接 合,耐 食 性

につ いて述 べた。 さ らに,高 熱伝 導性AlNセ ラ ミックの 応用 例 を紹 介 した

NAO4030W,NCO3020K(621.315.6,621,315.592)

基 板;熱 伝 導;焼 結 体;セ ラ ミック;メ タ ライゼ ー シ ョン 【IC】;耐 食 性;

絶 縁 材料;接 合

窒化 ア ル ミニ ウム/1

[基 板 材料]

S:出 力 終わ りま したJICSTCOPYRI6HT

[5]U:

(35)利 用 者が、 「内容 の表 示 」を選 択す る。

(36)実 験 システ ムが 自動的 に、 検索 した全 ての 件数 を 表示 す るJOISの 表 示 コマ ン

ド 「¥PA,4」 を 生 成 し、入 力す る。._.
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検 索 は終了 しま した。

次 の操 作を選 択 して くだ さい。-JICS↑

1.検 索 期間 を変 更 して新 た に検索 をお こな う

2.同 じ操作 期間 で新 た に検 索 をお こな う

*3.2次 検 索 を お こな う

*4.結 果 の演 算

5.内 容 の表 示

*6.オ フ ライ ンプ リン トの 依頼

*7.今 ま で の検 索過程 の表 示

T.ト ッ プメ ニ ュー

>T(37)

[〉¥END<1 (38)

下 記の 料 金に 消費税 が 加算 され ます

***デ 歩一へ㌧ス 料 金 時間¥P課 金¥OPPA¥OFFF退 避

***JICSTK¥500240(0)0(0)0

**t累 計¥5002'

S:会 話 を終了 します1989.12」316:45:45

DISCONNECT
v{

NOCARRIER

検 索 す る デ ー タ ベ ー ス を 選 択 し て く だ さ い 。

1.FCDB

2.JOIS(JICST)

*3.JOIS(JMEDICINE)

*4.JOIS(NK-MEDIA)

5.PATOLIS(日 本 持 薬:公 開 特 許)

6.ACE中 日

T:ト ッ プ メ ニ ュ ー

>T(39)

実行 したいJOBを 選 択 して くだ さい。

1.統 合 検 索 一1

2.統 合 検索 一2

3.メ ニa－ 検 索

*4.電 子 メー ル ・電 子掲示 板

E:終 了

>E(40)

16:46☆ 回 線 を 切 断(モ デ ムoff)し て く だ さ い 。

(37)利 用 者 が、JOISと の 接続 を切 るた め、 「T」 を選 択す る。

(38)実 験 システ ムが 自動的 に、終 了の ため 「¥END」 を 入力 し、JOISを 切 断 す

る。 引続 いて利 用料 金 を表示す る。 ・

(39)メ ニ ュー検索 を繰 り返 し行 わな いため 、利用 者が 「T」 を選 択す る。

(40)実 験 システ ムの検 索 を終了す るた め に、利用 者が 「E」 を選 択す る。

145



、、

・



/

禁無断転載

平 成2年3月 発 行

発行所 財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 協 会

東京都港区芝公園3丁 目5番8号

機 械 振 興 会 館 内
Tel(432)9372

印刷所 合資会社 南 星 堂

名古屋市西区城北町3丁 目28番地

Tel(524)1237

01-ROO9



'

(





/


